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                緒     言
 樹 木 ノ斡 枝 又ハ根 二於 ケル肥 大生 長ハ スベ テ ノ放射方 向 二同様 ナル モノ トハ限 ラナ イ。量 々側
ニ ョッテ生長 ノ量 ヲ異 ニ シ、横断面 ノ形 ・・擶 圓形、卵形、 繭形其 ノ他 k不 規則 ナル形 トナル。就
中 自然 二於 テ最 モ普通 二見 ラレル ノハ生 長ガー方的 二偏碕 シ、髄 ガ從 テ横 断面 上一側 二偏 ツタ位 置
ニナ ツテ居 ル例 デ アル。 カカル偏心的 ナ肥 大生長 ヲ 一ー般 二偏 心生長 (Das exzentrische Dicken・
wachstum)ト 呼 ンデ居 ル(第1圖)。
 多 クノ側枝叉 ハ幹 ノ傾斜 セル部 分二此 ノ偏 心生長 ガ現 レル事 ハ可 ナ リ古 クカ ラ知 ラ レテ居 タモ ノ
ノ如 ク、之 二關 スル最初 ノ観 察ハ遠 クMalpighi二 遡 ル ト言 フ(63, S.257)。 叉De Candolle(1833),
Treviranus(1835)等 モ夙 二此 ノ現象 二注意 シテ居ルガ、初 メテ之 ヲ生長 ノ偏 碕 スル側 ニヨ リ其 ノ
上側 ナル場合 ヲEpinastie、 下側 ナル場合 ヲHyponastieト 分 ケ タノ・、 Carl Schimper(1854)デ(の)ア
ル(32,S.2)。 此 ノ用語 ・・後De Vries(1872)ニ ヨツテ伸長生長 ノ上側又 ・・下側 二偏 ル ヲ意 味 シテ
用 ヒラ レ、Wiesner(1892)ハ 改 メテEpi一 及 ビHypotrophieト 樗(の)シタ。尤 モWiesnerノ 使用 シ
タTrophieノ 範 園ハ軍 二材部、 皮部等組織 ノ不等生 長 ノミナ ラズ廣 ク軸 ヨ リ出ズル葉 、芽或 ハ苗等
ノ登達 ガ側 ニ ヨツテ相違 スル場合 二亙 ル モノデ、Czapek(1898)・ ・之 ヲ匠別xル 爲 二別 二後者 二封
シテAuxesisナ ル語 ヲ充 テ、 Trophieヲ 以 テ組織 ノ生 長偏 筒自ロチ偏心生長 ノ場合 ノ ミニ限定 シテ居
ノレ (49,S.83)◎
 偏 心生 長 ノ原 因 二就 テハ、前世紀末葉 ヨ リ今世紀初頭 ヘ カケテ盛 二論議 サ レタモノデ、Detlefsen
(1881),NSrdlinger(1882), Kny(1882), Wiesner(1892.1896.), Schwarz(1899), Unsprung(1906),
Engler(1918.1924)其ノ他 多歎 ノ人kノ 研究 ガァ リ、 Englerハ 此 ノ問題 二關 スル論文 ニ ヨツテ
Die Stiftung von Schnyder von Wartenseeノ 賞 ヲ得 テ居ル。 更 二最近 二於 テハHartmann(1g32)
(23),Jaccard(1935)(29)等ノ興 味 アル報 告 ガアルガ、今猶十分 ナル解決 ハ與 ヘ ラ レテ居 ラヌ。
 偏心生 長 二際 シ形成 サ レル組織 二・・量的 ノ相違 ガアル ノミデナク、質 的 ニモ種 々 ノ鮎 カラ異常ガ
認 メ ラvwモ ノデ、例 ヘバ針葉樹 二於 テ生 長 ノ偏碕 セル側 ノ材 ハ濃 キ赤 禍色 ヲ樽 ビ、硬度高 久 比重
大 ニ シテ、機 械的強度 、乾燥 二件 フ牧縮 李等 モ正 常 ノ材 ト異 ナル トコロガア リ、又解剖的 二見 テ假
  1)之 ・・GBttingen二 於ケル第三十一回ノVersammlung deutscher Naturforscher und Aerzte二 報
    告セPレモノデ、此 ノ他二Diplonastie, Spironastie等 ノ型モ分ケテ居ル0
  2)Wiesnerノ 、尚生長 ノ雨横側二偏符スw場 合ヲAmphitrophieト 呼ンデ居,レ。
2導 管 ノ横断面 ハ圓形 ヲナ シ、細胞 間隙 ガ現 レ、 ソノ細胞膜 ハ著 シク肥厚 シ、木化 ノ程度高 ク、 二次
ノ肥厚暦 上 二特徴 的 ノ螺 旋歌 隙紋(Spiralstreifung)ヲ 有 スル(21.54.58,61)。 又潤葉樹 ニ アツテ
モ樹種 ニヨ リ一ー様 デハ ナィガ同 ジク生長偏碕側 ノ材 ハ色澤、硬度、 膨潤率等 ヲ異 ニ シ、特 二木 繊維
ノ率 二富 乞、且 多 ク ノ樹 種 二於 テソノ膜 二木化 度低 キ三 次的 ノ膠質暦 ヲ登達 スル(27.40.3)。 カカ
ル異常 ノ組織 ノ存在 ハ用材 ノ質 ヲ不均等 ナ ラシメ、利用上 ノ償値 ヲ低下 スル事著 シキモ ノガ アリ、
木工業者 ニ ヨツテアテ トヨバ レ材質 ヲ損 ズノc圭要 ナル綴 疵 ノー 二kヘ ラレテ居 ル ノへ 帥 チ此 ノ組
織 ヲ含 ム部 分 デ アル。林木 二於 テ此 ノアテ ヲ形成 セルモ ノノ多 イ場 合、 ソノ材償 ヲ低落 シ、森 林牧
入 ノ減殺 ヲ來 ス事 ハ想像以上 二甚大 ナルモ ノデ、從(わ)テ之 ガ形成 ノ原 因 ヲ明 カニスルハ菅 二植物生理
學上 ノ興 味 ヲ ヒクニ止 マ ラズ、 林學 上極 メテ重要硯 サ レル問 hナ ル。
 此 ノ鮎 二鑑 ミ著者 バー般肥 大生 長 ノ偏碕現象 中、特 ニア テ ノ形成 ヲTフ 偏心生長 二關 シ、先 ヅ本
報 二於 テ其 ノ直接 ノ原 因 タル因子 二就 テ考察 ヲ試 ミム トスルモノデアル。
  1)森 技師(43)ノ 記載ニヨル ト青森督林局二於テあすなろニアテヲ形成セ1レモノ多ク、此 ノ堰疵 ノ
    ミニヨry同局ノ年牧額 ノ減少ハ實二80萬 圓二上ryト 謂フ。
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        第 一 章 偏 己・生 長 ノ 原 因 二 關 ス ル 從 來 ノ學 説
 偏 心生 長 ノ原 因 ヲ読 明 セル最 モ古 イ設 トシテハDe Candolle(1833)ノ 詮 ガ畢 ゲ ラ レル デアラウ。
彼 ・・之 二就 テ養液 ガ重 力ニ ヨツテ上側 ヨリ下側 二滲降 スル爲 ト假定 シ、 。Flosse der Nahrungssaft
in geschlossenen G efassen, so ware obige Tatsach e unmoglich;wenn derselbe aber durch die Int-
erzellula「gauge st「iimt, so ist sie sehr leicht zu begreifen,"h述 べテ居 ル(63, S.258), H. v Mohl
(1862)モ 亦同檬 ノ思 想 ヲ以 テ下降 スル養液 ハ重カ ニ從 テ側枝 ノ下側 ヨリ幹 二流入 シ其 ノ側 ヲ養 フ
ト考 へ、Kraus(1867)・ ・更 二重 力 ニヨ リ下側 ノ皮部 ノ細胞 ガ緊張 ヲ減 ジテ養分 ガ此 ノ側 二集積 シ
易 クナ リ、從 テ木部 ノ生長 ガ下側 二促 サ レル トシタ。之等 ハ何 レモ下側 二生 長偏碕 スル場 合 ノミヲ
考ヘ タモ ノデ アルガ、Gabnay(1892)(17)二 至 リ針葉樹 ノ養液 ・・潤葉樹 ノ夫 二比 シ重 ク、且 其 ノ組
織 ノ構 遣 ハ前者 ノ方 ガ簡 軍 ナル事 等 ノ理 由ヲ以 テ偏碕傾向 ノ相違 ヲ設明 セム ト試 ミラレ、 Giesler
(1896)(6)・ ・Fichteノ 人工轡 曲 二際 シテ生 ゼルアテ ニ就 キ此 ノGabnayノ 読 ヲ導 入 シ、一度 傾斜
セル部 分 ニテ下側 二集積 セル養液 ハ同側 二滑 フテ基 ノ方 二下降 シ直立部 ニテモアテ ヲ形成 セシムル
r解 シテ居 ルo
 Sachs(1873)・ ・皮部 ノ切線 方向 二於 ケル緊張 ガ形mヲ 放 射方 向 二歴 スル事 トナ リ、 之 ガ肥 大生
長 ヲ制 限 スル ト考 へ、Detlefsen(1881)(10)亦 之 二從 テ偏心生 長 ガ皮厘 ノ差 ニ ヨツテ起 ル トシタ。
Kny(1882)(32, s.24)ハ 之 ヲ實験 的 二比較 スル爲、上側 二生長偏碕 スルTi[ia及 ビ下側 二生長偏
碕 スルPinus, Piceaノ 枝 二就 テ,上 下爾側 ノ皮部 ヲ分 ケテ剥離 シ、 其 ノ際切線方 向 二牧縮 スル卒
ヲ測 定 シテTiliaノ 場合 デ・・6例 共上側 二牧縮牽 小 ナル事 ヲ認 メ、只Picea及 ビPinusノ 揚合 デ
ハ結果 ガー様 デナカッタ ト述 べ テ居 ル。Krabbe(1882)(33)・ ・更 二此 ノ牧縮 セル皮部 ヲ再 ビ原形
二引 キ伸 スニ要 スルカ ニヨツテ緊張度 ヲ比較 シ、其 ノ結果 ハ必ズ シモ偏心生長 ノ傾 向ニー致 セズ、
寧 ロ生 長 ノ盛 ナル側 二皮歴 モ大 ナル傾向 ガアル トシ、3L何 レニセヨ其 ノ差 ハ生 長 二偏筒 ヲ生 ぜシム
ル程 著 シイモ ノデハナイ トノ見地 ヨリ皮 .:二 反封 シテ居 ル。
 前述 ノ重力 ニ ヨツテ機械的 二榮 養 ノ偏 リヲ生 ズル ト言 フ考 ヘ ニ封 シテ、 直接重 力 ノ刺戟 ガ偏心生
長 ノ原 因 ヲナス ト言 フ思想 モ、 古 ク既 二Hofineister(1868), Wiesner(1868)等 二見 出 サ レル(32,
S.4)。R. Hartig(1901)(22)ノ ・針葉樹 ノア テ ノ形成 ガ次 二述 ベル縦歴 ノ刺戟 ニ ヨル他、 輩猫 二
重力 ノ刺戟 ニ ヨツテモ起 ル場合 アルヲ認 メ、 Ewart及 ビMason-Jones(1906)(14)ノ如 キハ輪1伏
二轡 曲 セルCupressus, Pinus等 ノ枝 二於 テアテ ガ轡 曲 ノ凹側 二關係 ナク、常 二下側 二現 レノレトコロ
 4
ヨ リ、 重 力 コ ソ其 ノ形 成 ノ唯 一一ノ原 因 タ ル モ ノh考 へ 、Burns(1920)(5)亦更 二 多fcノ 實 験 例 ニ
ヨ ツ テ 此 ノ見 解 ヲ支 持 シ7居 ノヒ。 潤 葉 樹 ノ場 合 テ就 テ ・・Engler(Isis)(12)ガソ ノ上 側 二生 長 偏
碕 ス ル ヲ重 力 ノ刺 戟 ニ ヨ ルFナ シ、 之 ニ ヨ ツ テ生 ズ ル 材 部 ヲGeQtrophes Holz h シ タ。
 叉 軸 ガ轡 曲 セ ル トキ、 ツ ノ 凹 側 二生 ズ ル 縦 歴 ガ 形 成 暦 ノ活 動 ヲ 刺 戟 シ、 ア テ ヲ形 成 セ シ ン ル ト ノ
設 ハRHartig(1899)(22)ノ提 唱 セ ル ト コ ロ デ ア ル ガ、 Engler亦 潤 葉 樹 二於 テ モ 向 様 縦 歴 ガ 肥
大 生 長 ヲ促 ス ト シ、 此 ノ 際 二生 ズ ル 材 部 ヲ 前 者 二封 シ テDruckholzト ヨ.ン デ 居 ル 。
 Ursprung(1906)(63)・・既 往 ノ諸 説 二 就 テ論 詐 セ ル結 果 、 叙 上 ノ如 キ 因 果 論 的 ノ説 明 二 ・・未 ダ
吾 人 ヲ満 足 セ シ ム ル ニ足 ル モ ノ ナ シ ト シ、 寧 ロ之 ハ 目 的 論 的 二説 明 サ ル 菱 キ モ ノFノ 見 地 ヨ リ、 偏
心 生 長 ニ ヨ ツ テ横 断 面 ガ楷 圓 形hナ ル ハ 轡 曲 二封 ス ル 樹 木 ノ抵 抗 性 ヲ 壇 加 ス ル爲 卜解 シ、 樹 艦 ノ傾
倒 セ ル場 合 、 上 側 ノ抗 張 強 ト下 側 ノ抗 塵 強 二差 ガ ア ル 時 ソ ノ弱 イ側 二 生 長 偏 碕 シ テ 量 的 二 之 ヲ 補 強
ス ル モ ノデ ア ル ぎ言 フ。
 Metzger(1893,1908)(39.40)ハFichteノ幹 形 ニ ヨ ツ テ,樹 幹 ハ ー ノ等 抗 轡 張 艦(Trager gleichen
Widerstandes)ヲ ナ ス モ ノ ト考 へ、 風 ニ ヨ ツ テ轡 曲 サ レル 際 抗 轡 強 ノ劣 ノレ部 分 二 生 長 ガ 促 サ レ、 奢
部 ・・常 二 同 一 抵 抗 ノ形 二導 カ レ ル ト シ、Schwarz(;..)(56)亦此 ノ設 ノ流 レ ヲ ク ン デ歴 力 ノ機 械
的 要 求 ガ生 長 ヲ促 進 ス ル モ ノ デ ア ル ト論 断 シ テ居 ル 。
 衙 針 葉 樹 二於 テア テ ノ部 分 ガ 特 二 抗 歴 強 三 富 ム ト コ ロ ヨ リ、 其 ノ形 成 ヲ 機 械 的 ン刺 戟 二基 ク モ ノ
トス ル モ ノ ニSonntag(i903)(58)、 Rothe(1930)(54)Trendelenburg(1932)(61)等ガ ア ル6
 Jaccard(1913)(25)・ ・Metzger二 封 抗 シ 去樹 除 ヲ 各 部 二於 テ水 分 通 導 能 力 同 一 ナ ル モ ノ(Sch誰
gleicher Wasserleitungskapazitat)トノ設 ヲ樹 テ 、 之 ニ ヨ ツ テ樹 除 ノ肥 大 生 長 ヲ設 明 セ ムi・試 ミ タ事
ガ ア ル ガ 、 偏 心 生 長 ノ原 因 ト シr.ハ 夫 程 重 要 ナ ル モ ノ ニ 考 ヘ テ 居 ラ ヌ(1928,1935)(28.29)。
 Wiesner(1896)(65)・ノ・倶厳 ノ母 軸 二 nル 側 ニ ヨ ツ テ 内 的 二 固 有 ノ偏 心 性 ガ ア)レ ト シ、 〃 傭
碕 ス ル 側 ノ關 係 二 從 テ針 葉 樹 ハExotrophie、 潤 葉 樹 ハEndotrophie二 分 タ レル ト述 べ テ 居 ル 。
 方 位 二3ツ テ樹 絆 ノ肥 大 生 長 二相 違 ガ ア ル ト言 フ 考 へ ・・更 二 古 ク カ ラ ア ツ タ ラ シ ク 、1762年M聴r
chenbloeckガ 記 載 シ タ ト言 フ ノ ヲ見 ル ト,Der Theil der Faume, welcher gegen Norden gekehrt is{,
wird in der mehrzahl der Falle von`schmaleren Jahrringen gebildet;die Kalte des Nordens hindert
namlich die Zunahme and die Entwickelung der Vegetation;die dem Siiden zugewendete Seite
setzt sick dagegen aus breiteren Jahrringen zusammen............freilich findet zuweilen auch das
Entgegengesetzte statt   `,(52, S.2)ト ア リ、 Gottlieb Tobias Wilhelm(1810)モ亦 年 輪 ハ
北 東 側 二 密 ニ シ テ 南 側 ニ ハ 屡 々 低 年 輪 ガ見 出 サ レル ト述 べ テ 居 ル。Douglas(1919)(11, P.22)'ハ
                                          坊
實際 上北 ヨリ梢 く東 二偏 レル側 二年輪幅 ガ廣 イノガ見 ラレル トシ、 之 ハ オソラク漁度 ノ關係 ニ ヨル
モ ノデア ラウ ト言"/テ 居 ル。春季生長 ノ開始.スル時期 モ就 、テぐChalk(1927)(7)ニヨル ト疎 開地
ニ アルAshノ 幹 ノ下部 二於 テ明 カニ南側 二早 イノガ認 メラ レタガ欝 閉 セル林 内 ニアルDouglas Fir
デバ カカル相違 ガナ イ ト言 フQ
lMusset(1867)・ ・多 ク ノ樹 木 二於 テ直径 ガ東西 ノ方 向 二大 ナ牡 シ・.之 ヲ地球 ノ自韓 ニ ヨル遠心
力 ノ影響 卜考 へ・(53)、Knight(1803)」¥南 北.ノ方向 ニノ ミ動揺 シ得 ル歌態 ニ アル りん ごノ幹 ニテ
動 旛 ノt;向 二肥 大生 長著 シキラ認 メ、樹液 ノ移動 ガ此 「ノ側 二容易 ナル爲 ナラム トシタ(56,S.174)○
併 シ、Sachs(1873)・ ・之 ヲ動擁 ・二際 シ皮部 ガ弛緩 シテ皮歴 ヲ減 ズル爲 卜解 シ、 Nδrdlinger(1882)
(47)亦 此 ノ見解 二從 テ風 ガ樹 幹 ヲ動樒 シ偏心生長 ヲ起 ス主要 ナル原 因 トナル ト構 シテ居 ルQ風 ガ偏
心生長 ノ原因 トナル トズルモ ノニ・・筒此 ノ他 二Grundner(..)ガア リ.其 後 モ多敷 ノ人kニ ヨ
ヅテ蓮ベ ラ レテ居 ルガ、其 ノ直接 ノ理 由.hシ テハHar亡ig(2Dガ 風下 ノ側 二縦 歴 ガ加 ハル1爲 トシ、
Metzgerガ 幹 二機械的要求 ヲ屠加 スル爲 卜詮明.シテ居 ル 〃 ・前 ニモ述 ベタ通 リデ アル。
 Mer(1887)(38)・ ・榮養 ノ偏 レル側 ニテ過剰 ノ形成物質 ガ細 胞膜 ノ肥厚 二用 ヒラ レ、此 慮 ニアテ
ヲ生 ズ トシ、Hartig(21)亦 樹 冠 ノ偏 リニヨツテ生長偏碕 ノ起 ル場合 ヲ或 ル程 度迄認 メ、 Rittmeyer
(1898)(53),Fritz及 ビAverill(1924)ノ 如 キハ之 ヲ偏心生 長 ノ重要 ナル原因 二cヘ テ居 ル。 Fehre
(1925)(2)1、 之 二封 シ特 二形成暦 ガ磯餓 ノ歌態 ニアル際 ハ兎 モ角、 普通樹冠ノ偏 リノ影響 ハ見 ラ
レナイ トシ、Munch(1927)(44, S;164)ハ 此 ノ・問題 二關 シテ alle Safte werden gleichsam iIl
unaufhfSrficher Spannung in ihren Gefassen erhalten.皿d二g6hlen・ ・マσrzugswelse dahin, wo das grδsste
Bedilrfnis ihres verbauches      sieh be丘nd'et.`zト言 フ"f-Teinrich Cotta(1806)ノ 言葉 ヲ
引 イテ、榮 養 ノ存 在 ガ直 チニ生 長 ヲ促 スモノデハ ナイ ト'ノ見解 ヲFツ テ居 ル様 デ アル。
 偏心生 長二就 テノ最 モ新 ラシイ設 ハ1932年 二登表 サレタ'Hartmannノ 読 デアラウ。彼 ノ・アテ
ノ形 成 ヲ以 デ歴力」叉ハ張力 ノ如 キ機械的要求 二從 フモノご非 ズゼ曳 重カ ノ方 向二何 等 ノ關係 モ認 メ
ラレヌ トシ、 多 クノ實 h ニ ヨツテ、 ソノ形成部位 パ次 ノ如 キ關係 ニアル ト述 べ テ居 ル。
 Die Gesetzmassibkeit n der Reaktionsholzbildung bei Nadel-and Laubholz erklart sich als eine
Funktion des im Symmetriefelde der Schwerkraft gelegeheh und zur inneren Gleichgewichtslage
(Ruhel2ge)gestzmassig orientierten Sprosｧneigungsverhattnisses. L tzteres ergibt sich bei orthotro-
pen Spt-ossen aus sekundarer Sprossneigung and bei plagiotropen Sprassen aus eirier Kombination von
Sprossrieigung and Sprossdrehung. C2$, S.631)
6       第 二 章 偏 心 生 長 及 ビ ア テ ノ形 成 二 關 ス ル 實 験
 前章 二述 べタ様 二偏心生長 ノ原 因 二就 テハ古來 多数 ノ設 ガ提 出 サ レテ居 ルガ、 ソノ多 クハ 自然 二
於 ケル観 察 二基 ケル モノデ、實験 的 二研究 セルモノモナイデハ ナイガ、材料 ガ アマ リニ僅小 デア1
タ爲、 アル場合 二就 テ樹 テラ レタル設 モ他 ノ場合 ニハ適 合 シ難 イモ ノガ アリ、Haberlandt(1924)
(9),Munch(1924)(44), Pfei丘er(1926)(50)等 此 ノ問題 ヲ綜合的 二論述 セシモ、 未 ダ諸読 ノ當
否 ヲ判 ズルニ至 ラナ ヵヅタ。 自然 二於 テ得 ラレル材料 ニハ年輸毎 二屡 々偏 碕 ノ傾向 ヲ異 ニ シ、アテ
ノ形成 側 ・・一生長期 内ニ アヅテモ 幾度 力愛 化セル例 ガ砂 クナィ。 且 樹木 ノ形 モ極 メテ動的 ノモノ
デ、 生理的又 ハ機械 的= kノ 方 向 二傾斜 屈曲 スルガ故 二、之 ニ ヨツテ如何 ナル場合 二如何 ナル傾
向 ノ偏 心生 長 ガ現 レルモ ノデ アル カヲ定 ムルハ甚 ダ誤 リヲ來 シ易 イ(の)。
 ココニ自然 二於 ケル偏 心生長 ノ原因 ヲ取扱 フニ先 グチ、先 ヅ實験的 二樹木 ヲ種 々 ノ條件 ノ下二 才
キ、偏 心生 長 ノ出現 スル歌態 ヲ明 カニ シテオク事 トスル。
            第 一 節 實 験 材 料 、ア テ ノ識 別
 實験 二用 フル樹種 ハ偏 心崖長 二件 ツテ生 ズル特殊 ノ組織、帥 チアテ ノ部分 ガ ナルベル識別 シ易 イ
モ ノヲ選 ブノガ便利 デアル ガ、 ココニハ針葉樹 二於 テ
  い  て  ふ    Ginkgo biloba L.
  も     み    Abies丘rma Sieb. et Zucc.
  つ       が      Tsuga Sieboldii Carr.
  どい つ た うひ    Picea excelsa LK.
  か  ら ま つ     Larix Kaempferi Sarg.
  く ろ  ま つ     Pinus Thunbergii ParL                       、.
  あ か  ま つ,    Pines densiflora Sieb. et Zucc.
  す      ぎ     Cryptomeria japonica D. Don,
  らん だ い す ぎ    Cunninghamia Konishii Hayata
  あ す な ろ    Thujopsis dolabrata Sieb. et Lucc.
  1) Kiister(1925)(33)ノ ・Viscum albumノ 着生セ1レ p1RUS silvestrisノ枝ニテアテノ形成側力'種
    々ノ方向二攣化セ.vヲ認メ、其ノ原因が奈邊 ニアルカ全ク考察 シ難イモノがア,vr述 ベテ居IV。
        第2圃 .針 葉 樹 ノ ア テ ノ 構 造
A あかまつ(第1圖A)ノ 下剣 ノアテo    x70.
  秋材部 ト春材部 二於テ假導管ノ膜ノ厚サ殆 ド差ナシo
B 同              廓大o    ×550.
  假導管 ノ噺面圓形 トナリ細胞間隙ヲ生ジ、叉其ノ膜厚クシテ放射螺旋朕
  ノ隙溝アノレヲ示スo
C   同                        」ピ但塀o        ×90.
  上側ハ肥大生長極メテ少 〃、細胞春材1層 秋材1層 ニテ1年 輪 ヲナスモ
  ノ、或ハ杢ク年輪ヲ鮫成スルモノアノレヲ示スo
l) すぎノ7テ ト正常材ノ'界ノ部分ノ放射臨面o  X350・
  左方ハ正常材、右方ハアテoア 予ニテ螺旋肢隙紋ガ現レ、且孔紋 ノ形攣
  化シ、開口長裂纏歌 トナ.vヲ示スo
E あかまつ ノアテヲ橿斯露上濃硫酸ニテ膨潤シ細胞膜ノ螺旋朕隙灘ヲ明瞭
  ナラシメタノレモノo               X4.TO.
上' 岡    解離セル假導管ニテ示セル螺旋般隙紋o  ×450,

       第3岡 潤 葉 樹 ノ ア テ ノ 構 塗
・、  とちのき (第1圖D'ノーヒ1期o                 X200。
8 同           下側o              X200.
C.同          上側駆大o           ×400.
  木繊維 ノ細胞膜ノ最内層ニテ白〃見ユ彪ガ湿質暦o
D 同            下側廓大o           xgoo.
  膠質暦 ヲ映 ク。
r. かつら(第1圖C)ノ 上側廓大o            xaoo.
  繊維歌假導管 ノ細胞膜 ノ内暦ノ、膠質化スo
F 1司        下側廓大o             ×400.
  細胞膜ハ膠質化セズo
G 同         クロールチンク沃」度反悠o   `  X3(iO.
  右宇ハ膠質層 プ有セザ.v秋材部、左牛ハニ次肥厚層ガ膠質層 トナ可全ク
  木質化セザw爲 紫色ヲ呈ス,vヲ示スo
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  こ の て が し は    Thuja orientalis L,
 ひ  の  き    Chamaecyparis obtusa Sieb. ey Zucc.
等 ヲ選 氏 潤 葉 樹 二 於 テハ
 や ま は ん の き    Ahius japonica, var. glabra Call.
 ぶ な の き    Fagus crenata Blume
  く        り      Castanea crenata Sieb. et Lucc.
 あ べ ま き     Quercus variabilis Blume
 ゆ り の き    Liriodendron tulipifera L.
 す す か け の き    Platanus orientalis L,
 か ま.つ か    ーPhotinia laevis DC..
 て うせ ん ひ め っ げ   Puxus koreana Nakai
 な.な め の き.   1【ex Oldhami Miq.
  う りは だ か へ で    Acer r面nervis Sieb. et Zucc.
 た う か へ で   Acer trifidum Hook. et Arn.
 ほ そ ば あ お だ も    Fraxinus Sieboldiana, var. angustata Blume
 は  し ど い     Syringa amurensis, var. japonica Franch. et Sav.
等 ヲ 用 ヒ タ。
.之 等 ノ樹 種 二 於 テ生 長 偏 碕 ス ル 側 二 現 レ ル 材 へ 針 葉 樹 テ テ ・・何 レモ 特 有 ノ赤 褐 色 ヲ呈 ス ル ガ 故
チ調 鵬 噸 以上・モナ ・鄭 大鏡・升 臓 別 … 凧 更・灘 ・ハ鏡下・些 ・假鞘 ・就
・ご其 ・膜繕 ・ク肥厚 ・螺 ㈱ 隙紋(わ)・有 ・)L木 化鵬 ・フmグ ルチン聰酵購 ・・リニ
次暦ガニ次暦 ト殆 ド同程度二赤愛 スノレ事、横断面圓形 トナ リ、細胞間隙 ヲ生『ぜル事等 ノ特徴 ニヨツ
テ制定サ レル(第2圖)。 潤葉樹 ノ場合 ハ樹種 ニヨツテー様 デナィガ、多ク・・正常 ノ材二比 シ光ノ
透過度ヲ異ニスル爲、反射光ニテ闇 久1透 過光ニテ明ルク見へ、導管 ノ登達不良 ニシテ繊維 ノ卒二
富1. 、某 ノ騰!・ 木 化 廉 低 宍 クu-JLチ ぞ ク 沃 度 反 鷹 ニ テ紫 色 ヲ呈 シ、 特 二Alnus, Fagus, Castanea,
Qu念rcus, Platanus, Acer等:ノ 如 キ ・・繊 維 ノ膜 異 常 二 肥 厚 シ、 所 謂 膠 質 居(Gallertschicht)ヲ 生 ゼ ル
  1)、 此 ノ隙紋1)言 フ ノハニ 次 ノ肥 厚暦 二螺旋 歌 二走 ノレ細 微 ナ ル隙 溝 ノ存 ス)L 二見 ユ ル モ ノデ、 乾 燥
    ニ ヨ1' 生 ズ'レ膜 ノ裂 隙 トノ・異 ナ リ、 又Taxus, Torreya, Pseudotsuga等 ニ アw三 次 的 ノ螺旋
    歌 肥 厚 トモ勿論 相 遠 シ、 ス ベ テ ノ針 葉 樹 ヲ通 ジ テア テ ノ假 導 管 二特 徴 的 二現 レル 構 造 デ アノレ。
8ガ故 二容 易 二鑑 別 スル事 ガ出來 ル(第(リ)3圖)。 只Liliodendronデ ・・ r趣 ヲ異 ニ シ、生 長偏碕 スル
側 ノ細胞膜却 ツテ薄 久 全 然膠質化 セズ、且其 ノ靱皮部 ハ材部 ト同様 二著 シク生 長偏碕 シテ靱皮繊
維 ヲ嚢達 スル(第(わ)4圖A)。 叉BUXus二 於 テ・・針葉樹 ノ如 ク、偏碕側 ノ材 ガ赤褐色 ヲrti4ビ、木化度
ガ高 イ(第4囲B)。 斯 ノ如 ク偏心生長 二作 ツテ生 ズ ル組織 ノ異常 ハ樹種 ニ ヨツテ可 ナ リ異 ナルモノ
デアルガ、此 ノ詳細 二就 テハ別報 二取扱 フ筈 デアノレカラココニ・・省略 スル。尚緒言 ニテ蓮 ベ タ様 二
此 ノ異常ノ組織ハ硬度、比重、諸種ノ強度、膨潤率其     A       .3
ノ他 ノ性質 二於 テモ正常 ノ材 ト異 ナル鮎 多 久 元來ア
コロヨリfPP別サ レタモ ノデアルガ、實際一Lノ判定 ニハ
寧 ロ前掲 ノ如キ解剖所見ニヨル方ガ的確デアル。       下側      下側
アテ・・針輔 ・場合 ・・特徴 ・・レ色・・ツ微 米一 綱A婁 ♂のき二現v3t wTaniX3.心生
                                靱皮部ニモ生長偏Tfノ生ズ
テ・・Roth一 叉 ハ Rotholz (6.20), Bois rouge(38),         Ivヲ示ス。
                              β てうぜんひめつげ二現レタ
R・d…d(14)(耀 ・テ赤右オ)・ ・テ知 ラ・・順 ・   糊 難1
、伽 慧 其ノ
質鞭 ・ ・・… A・・h・g・戯 ・・…c・1…h・1・(59),   蠣IK謝 融 呈ry
Glassy wood(31)等 ノ名 ガ ア リ、 之 ガ 厘 力 側 二生 ズ ル ノ.故 ヲ以 テ Druckholz(27), Compression
wood(31)ト モ 呼 バ レ、 或 ハ 軍 二Diiferenzirtes HoIz(20), Tennar(31)等ト記 セ ル モ ノ モ ア ル 。
1闇葉 樹 二 封 シ テ ・・Jaccard(27)ガLugholz, Engler(12)ガGeotrophes Holzト 樗 セ ル他 、 Hart-
mann(23)・ ・別 二Reaktionsholzナル 語 ヲ設 ケ テ 針 葉 樹 及 ビ潤 葉 樹 ノ爾 者 ノ場 合 ヲー一括 シ テ居 ル 。
邦 語 ノア テ ナ ル 語 モ亦 爾 樹 種 二共 通 二用 ヒ ラ レ テ 居 ル モ ノ デ ア ル ガ、 普 通 潤 葉 樹 二於 ケ ル ア テ ノ存
在 ハ ア マ リ注 意 サ レ テ居 ラ ヌ様 デ ア ル 。 併 シ兎 モ角 コ コ ニ ハ 此 ノ語 ヲ獄 テ針 葉 樹 並 ビ ニ潤 葉 樹 ヲ通
ジ偏 心 生 長 二 際 シ テ生 長 偏 碕 ス ル 側 二 生 ズ ル 、 上 蓮 ノ如 キ 特 殊 ノ異 常 ノ認 メ ラ レ ル材 部 ヲ指 ス事 ト
シ テ居 ル 。
              第 二 節 實 験 結 果
 此 ノ實 験 ・・-L記 ノ各 樹 種 二就 キ、 多 数 ノ材 料 ニ ヨ ッ テ数 生 長 期 二亙 リ繰 返 シ行 ツ タ モ ノ デ ア ル ガ
  1) 膠 質 暦 ノ存 在 ノ、潤 葉 樹 二於 ケルア テ ノ特 徴1・見 ラvryモ ノデ ア ノレカ㍉ 其 ノ形 成 ノ歌 態 ハ樹 種 ニ ヨ
    ー'テ成 暦 ノ明 瞭 ナ モ ノ ヨ リ極 メ テ不 明 瞭 ナ モ ノ迄 種 々ノ型 が ア1レo而 シ テ此 ノ暦 ハ膨 潤 二際 シ著
    シ ク膨 脹 シ、 乾 燥 ス レバ甚 ダ シ ク牧 縮 シ、 成 暦 ノ明 カナ モ ノ ハ其 ノ暦 二浩 ヒ テ剥 離 シ 易 イo其 ノ
    1P、 杢然 リグ ニ ン反慮 ヲ呈 セ ズ、 圭1・ シ テHemiaellulose或 ノ・Zelluloseヨ リナ1レ ト言 ハレ テ 居
    質  (40.27)0
  2) 此 ノ型 ノ異 常 〉・Tiliaノ 例 ニ テ知 ラ レ テ),y.vモ ノデ ア/V(27)o
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結果 ハ各 々 ノ場合 二於 テ常 二整 一 デアツ タ。而 シテ其 ノ結果 ニヨル ト艦長偏rptス ノ・側 ノ關係 ・・全部
ノ針葉樹 卜澗葉樹 中Fuxus二 於 テー致 ゼル傾向 ガア リ、他 ノ潤葉樹 バー括 シテ反封 ノ傾 向 ヲ示 シ
テ居 ル。 叉何 レノ樹種 ニ アツテモ直 向性 ナル幹 ト斜向性 ナル側枝 ノ間 ニハ傾 向上異 ナル性質 ガ認 メ
ラ レル。 故 二以下 記述 二際 シ便宜上此 ノ傾向 二從 テ 上記 ノ樹 種 ヲ針葉樹 型及 ビ潤葉樹 型 二二大別
シ、夏 二冬 々 ヲ幹F側 枝二匠別 スル事hシ 、一一 ノ樹種 三亙 ル ♪煩 ハ避 ケル(リ)。
  1.韓 ノ 場 合
 此 ノ内ひの き、つが、ぶ なの き、 くり等 ノ如 ク槍端 ニテ傾 下 スル モ ノハ其 ノ部分 ニ テ後述 スル如
ク、一般 ノ直 向性 ノ幹 ト異 ナル性質 ガアル カラココニハ含 メナイ。供試材料 ハ ナルベク傾斜屈曲 ス
ル事 ナ ク、正常 二登育 セルモ ノヲ選 ンダ ノハ言 フ起 モ ナイQ而 シテ大 イサニハ別 二制限 シナカツタ
ガ取扱 ノ都 合上 多 クハ高 サ50cm乃 至2m位 ノモ ノヲ用 ヒタ。
   A,軸 ヲ傾斜 セル場合
   o°        針葉樹型            o°        潤葉樹型
                        ro
       一 薗一 一ゆ ・u'   ≒一・o°
   1so°                            lso°
      第J圖 ・幹 ノ傾斜ニヨ・レ偏心生長ヲ示ス模塑圖⊃黒キ部分 が生長偏儒ス1レ側。
  1)此 ノ内針葉樹ノ場合ノー部二獣 テ・・既二昭和Io年 林學會二豫報的二報告シテオイタヵ'(48)、 樹
    一・ご補正 ヲ要 ス,レ鮎ガァ11、且澗葉樹型r 照ノ便宜上ココニ再錬 涛レo
 IU
 幹 ヲ傾斜 スル際軸 ノ攣的セザ・レ様支桿ヲ附 シテ鉗 共二傾斜 シ、重力方向二封 シテ種々ノ角度 ヲ
保 タシメタノニ、針葉樹型デハ下側二塩長偏碕 シ、潤葉樹型 デハ上側二鑑長偏碕 ヲ來 スσ此 ノ關係
ヲ模型的二示セバ第5圖 ノ如クナリ、偏碕ハ軸 ノ傾斜 スル ト共二現 レ、水LrS.ノ紺近二於テ最 モ著 シ
イ。此 ノ際若 シ支桿 ヲ以 テ軸 ヲ固定 シナイ時・・麹第轟先端 ヨリ屈地性ヲ現 シテ上向 シ、軸 ガ垂直ノ
位置ヲ恢復 スルニ至Vバ 偏碕モ現 レナクナル。アテノ形成亦之二從 フ。而 シテ傾斜方向ノ方位 二就
テハ別二見 ラル ・程 ノ關係ハナイ。
   B.軸 ヲ轡曲セル場合
   a;垂 直面内ニテ轡曲 セ、ル場合
 之ヲ八グノ基本型二分 チ、其 ノ結果ヲ模型的二示スll第6圖 ソ如 クナル。此ノ場合鰹曲部ハ横断
         針 葉 樹 型       潤 葉 樹 型
rへx
邑i/LJ
        第6圖  幹 ヲ垂直面内ニテ轡曲セry 合ノ偏心生長ヲ示ス模型圖。
             黒キ部分ノ、生長偏筒スル側 ヲ現スo
面 毎 二軸 ノ重 力方向 二tス ル傾 角 ヲ異 二洛ルモ ノデ、肥 大生長 ノ偏碕 モ亦各横断面 ノ傾斜 ノ關係 ニ
ヨツテ相違 セル ノガ認 メ'ラレル。併 シ彊 ク轡 曲 サ レタル部分 デハ針葉樹型、潤葉樹型共 ニ ソノ凹側
二生 長偏碕 スル傾向 ヲ現 シ、時 トシテ之ハ傾斜 ノ關係 ニ ヨ
、ル偏碕 ノ傾向 ヲ凌駕 スル。此 ノ場合 ノ如
ク機械的 二轡 曲 スル時 ・・組織 二損 傷 ヲ來 シ易 久 爲 二癒 傷組織 ヲ形成 シ、此 ノ部 二異常 ノ肥大 ヲ見 ル
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事 モ アル ガ、轡 曲 ノ凹側 二見 ラレル特徴的 ノ構造 ハ生 長 ト共 二長 サ ノ方向 二繊 維 ノ走行 ガ波状 二屈
曲 シ、一材 ハ波駄 材(Welienhola)ト ナル事 デアル。併 シ乍 ラアテ ノ形成 ハ決 シテカ ・ル轡 曲 メ側.二
關係 ナ 久 常 二前項 ト同様 二傾斜 ノ關係 二從 テ現 レ、 只 ソ ノ形成 側 ガ轡 曲 ノ凹側 ニー致 セル時 ハ其
ノ程度 二於 テ量 的 二塘加 シ、 凸側 二當 ル時 ・・制限 サ レルQ尚 此 ノ際 注 目サ レル ノハ或 ル横 断面 二於
テアテ ヲ形成 セル場合、 之 二隣接 スル基 ノ方 ノ横断面 二於 テモ、 假令 ソノ部 ガ直立 シ、 或 ハ更 二傾
斜方向 ガ反封 トナ レル場合 ニア ツテモ或 ル距離 迄 ハ同側 二沿 ヒテアテ ノ形成 ガ認 メラレル事 デ アル





モ亦第7圖 二示 ス如 ク順
次各型 ノ傾向ヲ連ネタル
モノニ相當 シ、横断面毎
テ生長 ノ偏碕 スル側及 ビ
驚識 轟 護
面 内ニテ h二 組合 ・・ス
時 ハ kノ 轡 曲形 ガ得 ラ
レルガ、其 ノ際現 レル偏
雛欝 謬
   b.水 李面内ニテ
    轡曲セル場合
 此 ノ場合轡曲ノ各部二
⊥   ⊥
if    1「
           潤 葉 樹 型
JL   [
1  ]r
  第7圖 幹ヲ垂直面内ニテ糊 炉 轡曲セ1レ揚合ノ{扁心生
       長ヲ示ス模型圖。
       線ノ太キ部分・・生長偏椅ス;レ側 ト其ノ程度ヲ現
       シ0軸 ノ方向ハ側枝ノ分岐歌態ニテ示スo ,
於 テ軸 ノ重力方向 二F11ス ル傾角 ハ異 ナル事 ナ 久 轡 曲 ノ凹側 ・・常 二水李 ノ方向 ニ ア リ、 重力方向 卜
轡 曲方向 ハ直角 ヲナ ス。而 シテ其 ノ各横断面 二現 レル肥 大生 長 ハ轡 曲 ノ特 二強 イ時 ニハ前項 ト同様
1・?
ソノ凹側 二偏筒 シ波歌 材 ノ形成 ヲ見 ノしガ、普通 傾斜 ノ關係 ニヨル偏碕 ノ傾向 ノ方 ガ著 シク、生長 ノ
最 大 ナル側 ハ僅 二斜 凹側 二偏 ルカ或 ハ全 ク重 カ ノ方向 二從 フ。ア テ ノ形成側 ノ・少 ク トモ初期 二於 テ
ハ常 二正 シキ上側或 ハ下側 ニ アルモ ノデ、 只長期
                                L.
二亙ル實験 ノ後注意 シテ機 スルロ寺ノ、鐸58圖 二示 ス
如 ゲ欠第 二針葉樹 型 ニテハ1"1側 二、潤葉樹 型 ニテ
ノ、Illi側二移動 セル傾ilπ1ガ認 メラ レ1L 而 シテ此 ノ
居 ノ㌧
   C.傾 斜而 内 ニテ dhセ ル場合
 軸 ヲ或'し傾斜面 内ニ テ轡曲 ス'レ時 ハ轡 闘1洛部 ノ
横 断面 二於 テ傾斜 ノ關係 ヲ異 ニ シ、F[重 力方向 ト         下
轡 曲 ケ向 トノナス角度 モ相違 スル。今此 ノ中4iA  第8圃 あかまつノ幹ヲ水平面内ニテ轡
                          flliセ・レ場合ノ偏心生長ノ例o  X6・
ノ傾斜面 内 ニテ輪歌 二轡 曲 セ ・レ例 ヲ トツテ其 ノ偏     k/1!91ノ生長偏椅但レ、1"1下側二認メラ
心生長 ・傾 向 ヲ模型 的 二示 沿 第9岡 ノ如 クナ・・っ   レ・次第圷 側獅 テ凹下側二1!r+Tf
                           側ノ移動セ々プ見,レo
之 ハ前 ノ畢直面及 ビ水李面内二於 テ轡曲セル場合
     針葉樹型    澗葉棚 哩   ノ中駆 望二常ハ 見jV,
                  長期 二亙 ル實験 二於 テ偏碕
      側 ガ轡 曲 ノ凹 側或 ハ凸 側 二
      移動 シ來 ルハ前 ノ場合i・同
      様 デアノし。
       以上 ノ幹 ノ場合 二於 ケル
      實瞼結果 ヲ要約 スル ト次 ノ
   第9圖 幹 ソ450ノ 傾斜面内ニテ轡曲セ1レ場含ノ佃心%1_iz    如 ク言 ヘルo
        ソ示ス模型圖。黒キi祁分がノi乱長偏侮ス・レ側。
        繍 強欄 購 懲 糠 ㍍♂テ・)  '・勅 加 二封シ棚
                               傾斜 スル時、肥 大生長 ハ下
側 〔針葉樹 型)或 ハ上側(潤 葉樹 型)二 偏碕 シ、偏fi側 二生 ズ・レ材 ハアテ トナル。而 シテ其 ノ偏碕 ノ稚
度 ハ傾斜 角 二關係 シ、水Zi藍ノ附近 二於 テ最 モ著 シク、 傾斜方向 ノケ位 ノ關係 ハ認 メ ラレナイ。
 2.軸 ヲ強 ク轡 曲 セル場合、針葉樹 型 ニテモilF1葉樹 型 ニテモ些二凹 側 二生長偏f奇 スル傾向 ガア リ・
                                         1,3
此 ノ場合偏碕側二生 ズ・レ組熾 ニハ生長 卜共二次第二縦 ノ方向と淵 犬ノ屈曲ガ現 レ・・δ
 3.第1項 ニヨル生長偏碕 ノ程度ハ第2項 ノ偏碕 ノ傾向ニヨツテ影響 サレ、・其 ノ偏碕方向ガー致
スJL時 ハ著 シクチリ、反封 ナル時パ制限サレル。併 シ乍 ラアテヲ形成 スル側ハ轡曲ノ側 二關係スル
モノデナ久 常 二傾斜 ノ關係メヨツテ定 マルσp.曲 方向 ト傾斜方向 ガ或ル角度 ヲナシテ交ル場合、
アテ ノ形 成側ハ幾分横側二移ル事 ガアルガ、此 ノ際ニノ・針葉樹型 デ・・轡曲 ノ凹測二向フモ、潤葉樹
型 デハ却 ツテ凸側二移動 ス)V傾向ヲ トルモノデアルカラ、之 ヲ第2項 ノ轡曲 ノ直接 ノ影響 卜見ル事
ハ出來 ナィ。
 4.偏 心生長及 ビアテノ形成ハ各横断面二於 テ猫立二上記 ノ關係三ヨッテ現 レルガ、或ル横断面
二於 ケル偏碕ノ傾向ハ若干 ノ距離迄基部 ノ方 ノ隣接横断面 ノ偏碕二影響 スル。
  2.側 枝 ノ 場 合







・・ツ湘 違 9°° 9び
ス ル モ ノ デ、
極 メ テ動 的 ノ
モ ノ デ ア ル
ガ、 コ コ ニ ハ
         135・    
ナ ル ベ ク通:
直、且正常二
登育 シ、生風  180。             . 1bO°
・衰一ザ屠 第1°圖 聯 灘 畜 巣鷲 鞍 事"'ソ ノ騰 ヲ靴 セ"
              太キ線ガ生長偏儒スル側、母幹ノ方向ハ側枝ノ分岐角ニテ現ス。イ第 一次側枝
ニシテ、 同様 ノ條件 ノ下 ニア リ、略 々李均 ノ傾斜角(わ)ヲ有 セルモ ノヲ選 ンデ材料 トシタ。
  1)之 ノ・凡 ソ45'-90° ノ間 ニア,レガ、第10-21岡 ノ模型圖・・スベテ原ノ傾斜角iO°附近ナ1レ場合二就
    テ示シタo
員   A.軸 ノ傾斜 角 ヲ愛化 セル場合
    a.母 幹rオ ス角度 ヲ愛化 セザ ル場合
 之 ハ支桿 ヲ以 テ枝 ノ母幹 トナス角度 ヲ固 定 シ、母幹 ヲ含 ム垂直面 内 二於 テ、母幹r共 二傾斜 シ、、
枝 ノ重力方 向 二饗 スル傾斜角 ヲ fヒセ シメ タ場合 デアル。 コ ・二枝 ノ傾斜角 ヲアラハスニ第10圖
上 二記 セル如 ク垂 直上向 ヲ0° 、垂直 下向 ヲ180° トシ、又枝 ノ側 ヲ瞳 別 スル爲 二形態的上側》帥 チ
第 一次則伎 ニテハ幹 二封 スル側 ヲ背測、 其 ノ反封側 ヲ腹 側 卜呼e、 物理的 ノ重力方 向ニ ヨル上下 ノ
側 トノ混 同 ヲ避 ケル事 トスル。
 側 枝ハ自然 ノ位 置 二於 テ普通幹h同 様 針葉樹 型 ノモ ノハ下側 二、潤 葉樹 型 ノモ ノハ上側 二生 長偏
碕 シ、且 ソノ側 ニア テ ヲ形成 スル ガ、偏(わ)笥ノ程度 ハ幹 ガ同様 ノ傾斜角 二迄 傾斜 セル場 含 二於 ケル程
著 シイモノデナ久 叉 時 トシテ横 側.或 ハ上記 ト反 封 ノ方向 二偏碕 セル例 二遭遇 スル事 サヘ アル。
併 シ實験 ノ結果 デハー致 シテ第lo圖 二示 ス如 キ傾向 ヲ トリ、 自然 ノ位 置 ヨリ h上 向 セルrコ ロ
ニ於 テ偏碕 ノ方向一度 反韓 シ、 其 ノ儘垂直 上向位皇ロチoつ ノ位 置二向 ツテ偏 碕 ノ程度 ヲ噌 加 スル。
叉 自然位 ヨ リ下向 スル時 ハ水李 ノ附近這 偏筒 ノ程度磨 加 シ、更 二下向 ス レバ再 ビ減少 シテ、垂 直下
J !
  1 r
      第11圖  側校ヲ基部ヨ1}轡曲シテ傾斜角ヲ攣化セ,レ場合ノ偏心生長 ヲ示ス雫
           模型圖(針 葉樹型)o
           太キ線が磁浸偏碕ス}レ側、母幹ノ方向ハ側枝ノ分岐角ニテ現ス0
  喧 勢 灘 欝 茎饗讐 避 鰍 二下側二蝦 購 テ即 ・灘 秘 ノ側
                                         15
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       つ 戸一  一う/一一一
        
      第12固  側枝 ヲ基部ヨリ轡曲シテ傾翁角ヲ攣化セル場合ノ偏心生長 ヲ示 ス孚模
           型圖(潤 葉樹型)o
           太キ線が生長偏椅スか側、母幹 ノ方向ハ側枝ノ分岐角ニテ現 スo
向位 自ロチ180° ノ位置 二至 ル迄 ニー度偏碕側 ノ關係反封 トナル。斯 ノ如 ク水卒位 ノ上及 ビ下 二ニ ケ
ノ偏 筒側 ノ韓 向 スル位 置 ガアル ガ、 雨者ハ水ZF二 封 シテ必ズ シモ相構 ヲナス ト言 フワケデノ・ナイ。
    b.母 幹 トナス角度 ヲ攣化 セル場合
 之ハ枝 ヲ基部 ニテ轡 曲 シ、母幹 トナス角度 ヲ攣 化 スル ト共 二重力方向 二封 スル傾斜 角 ヲ髪化 セル
場合 デアル。此 ノ際母幹 ヲモ傾斜 シテ種 々 ノ方 向 ヲDシ メテ見 タガ結果 ・・スベ テ同様、第11.12
圖 二示 ス如 ク、夫 々 ノ軸 ノ傾斜位 二於 テ針葉樹型、潤葉樹 型共 二前項 ノ結果 ニー致 シテ居 ル。此 ノ
事實 ハ枝 二現 レル偏心生長 ガ重力方向 二封 スル傾斜角 二關係 シ、母幹hナ ス角度 二關係 セザル事 ヲ
物語 ルモ ノ ト見 ラu、 枝 ヲ原位 置 二保 ツ時 ハ、母 幹 ヲ傾斜 シテ枝 トナ ス角度 ヲ憂 化 スルモ枝 ノ偏心
生長 ノ傾 向 ニハ愛化 ヲ來 サナィ事 ヲ示 スモノデアル。尤 モ乏等 ノ實 験 ハ長期 二亙 ル時 ハ後 二述ベル
如 ク枝 ト幹 ノ生理 的分化 二攣化 ガ現 レ偏 心生長 ノ傾 向 モ亦愛化 シ來 ル モノデアル ガ、此威 ニハ スベ
テ實瞼初期 ノ結果 二就 テ述 ベル事 トスル(わ)。
  i) 澗葉樹ハ概シテ針葉樹二比シ斯カル攣化 ヲ起シ易 ク、特 二上向セ.v 合速カニ幹 ノ型式二移ryモ
    ノガ多イo
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   B.軸 ヲ回旋 セル場合
 側枝 ヲ自然位 二於 ケル傾斜角 二保 チ、 ソノ軸 ヲ中心 トシテ、幹 卜共 二回旋 セル場合、枝 ノ背腹 側
ハ上下側 トー致 セザ ル様 ニナル。此 ノ際肥 大生長ハ第13圖 二模型的 二示 ス如 キ關係 ヲ以 テ偏碕 ヲ
現 シ、 目偏 碕側 ニア テ ノ形成 ヲ俘 フ。之 ハ又枝 ヲ機械的 二涙 リテ背腹 側 ヲ上下側 ヨ リ動 ヵ ス時 ニモ
各横断面 ノ回旋度 二慮 ジテ同様 ノ結果 ガ得 ラレル。
   C.軸 ヲ回旋 シ、且傾斜 角ヲ憂化 セル場合
 上述 ノ實瞼 ニヨリ側枝 ハ傾斜角 ヲ攣化 セル際 ニモ、 叉軸 ヲ回旋 セル場合 ニモ共 ニアテ ノ形成 ヲ伴
フ偏心生長 ノ現 レル ノガ見 ラレタガ、然 ラバ此 ノ爾者 ガ同一 ノ横断面 二同時 二關係 スル時 ハ如何 ナ
ル傾向 ノ偏 碕 ヲ生 ズル モノデ アラウカ。 之 二・・傾斜角 卜回旋度 ノ組 合 セニ ヨリ無撒 ノ場合 ガ アル ワ
ケ デアル ガ、代表的 二傾斜角0°,20°,45°,90°,135°,180° 二於 テ回旋 度 ヲ夫kO,°15°,45°,90°,135',
iso° トシテ實験 ヲ行 ツテ見 タ ノニ、其 ノ結果 ・・第14圖 及 ビ第15圖 二模型 的二示 ス如 クデ アル。
   D.軸 ヲ輸状 二轡 曲 セル場合
 幹 ノ場合 ノ實験 二於 テ軸 ヲ緩 カニ輪状 二轡 曲 セル時、横断面毎 二偏心生長 ノ傾向 ノ愛化 スル歌態
ガ順 次追跡 サ レタガ、枝 二於 テモ轡 曲各部 ノ偏心傾向 ヲ明 ヵニ スル爲 二種 々 ノ方 向二軸 ヲ轡曲 シテ
見 タ。 コ ・二其 ノ轡 曲 ノ方向 ヲ背側 ガ凹側 トナル場合 ヲ内曲、凸側 トナル場合 ヲ外es:横 側 ガ凹側
rナ ル場合 ヲ横曲 トシテA別 スル事 トスル。此 ノ實験 二際 シ、枝 ニハ既 ニア テ ヲ含ム モノガ多 イ爲 ・
之 ガ轡曲 二抵 抗 シ、 特 二外曲、横 曲 ノ場合等軸 二涙 レヲ來 シ易 ク、結果 ヲ混齪 スル虞 レガアル カラ
注 意 スル必要 ガアル。
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    a,垂 直面 内 ニテ内曲叉 ハ外 曲 セル場合
 之 ヲ第16圖 二示 ス如 ク母幹 ヲ種 々 ノ方 向 二傾斜 シテ行 ツテ見 タガ、 結果 ハ何 レモ同慌 各横断
面 二於 ケル軸 ノ傾斜 ト回旋 ノ關係 二從 テ生長偏碕 シ、 内曲 タル ト外曲 タル トヲ問ハズ同位相 二於 ケ
ル偏心傾向 ハ スベ テ相重 ネラ レ、結局第17圖 ノ模型圖 二示 ス傾 向二蹄着 スル。而 シテ、此 ノ形 ハ
第14圖 及 ビ第15圖 中 ノ回旋度0° 及 ピ180'ノ 場合 二於 ケル各傾斜位 ノ偏心傾向 ヲ順次連毎タ ルモ
ノニ等 シイ。
                                           コ9
                  針  葉  樹  型
          内曲セレ場合               `外曲セル・場合
            270°                         96°
    1SO:  OO          oo  1800
            90σ                         27U°
                  澗  葉  樹  型
            2;0°                 '      90°
    180°  0'            0° I80°
            50°                    層    270°
       第17圖 側枝 ヲ垂直面内ニテ輪状二轡曲セル場合ノ偏心生長 ヲ示ス模型圖o
            矢 ノ方向ハ軸 ノ攣曲方向、角度ハ軸ノ傾斜角、太キ線ハ腹側、斜
            線ハ生長偏椅ス即側及ビ其ノ程度 ヲ現ス。
    U.垂 直面 内ニテ横 曲 セル場合
 之ハ枝 ノ軸 ヲ90°回旋 シ、ソノ垂直面 丙ニテ横曲セルモノデ、   A
各横断面 二於 テ回旋度ハ憂 ラナイガ傾斜角ハ相蓮 スル。而 シテ      ..  ・
此 ノ場合 高現 レル偏心生長ハ第18圖 二示ス如 久 各横断面 二
於・噸 斜 ・回旋・關係・・聯 ・4.園中・求・ラ・ル・同  ◎
瀬 向・・ル・・デ・・レ・           ニノ
    c詠 緬 枇 納 畝 ハタ脈 ル場合 馳 ・  第'1B側 梯 垂謡 内三
 之ハ前項 卜同様軸ヲ90°回旋セル駄態ニテ、水李面内二轡曲     テ横些セル場合ノ偏心生
                                  長ヲ不ス牛模型圖(針 葉
セルモノデ、・内曲外曲共三各横断面二於テ傾斜角並 一Q旋 度     樹勲 。圖・・側枝ノ背面ヨ.
                                  り見タwモ ノトス、黒キ
ヲ異三ズJ.L事ナク、偏心傾向イ、何 レ差第19圖 及 ビ第.20圖 モ     部分が生長偏碕拘レ:側o
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                                 上
              A
      B
    第is圖  側枝ブ水挙面内ニテ内
      越 麟 曲セ場 合ノ偏心生長          下      ヲ
rス 牛鯉 圖(針葉樹型)・圖     第2・ 圖 ひ・)き、側梯,h二
      中Aハ 内面、Bノ、外曲セ'レ場合、            於テ内曲セ1レ場合(第19圖A)ノ      黒
キ部分ハ生長偏椅ス'レ側o            偏心生長ノ例。     ×J
                            軸ヲ90°回旋セ/L形二相當ス1レo
示 ス如 クナル。
    d.水4∫ 面 内ニテ横曲セル場合
 此 ノ場合 ヲ更二分ケテ 一ーハ軸ヲ回旋 スル事 ナク、一ハ180°回旋 シテ實瞼 シタガ結果ハ第21 二
示ス如クデアル。此 ノ中前者 ノ場合特二針葉樹 ニテ犀 々凹側二偏碕側ガ偏ル例 ガ認メラレタガ、之
ハ オソラク實験 ノ際極僅力乍 ラ軸二涙   背腹正位        背腹逆位
レヲ生 ゼル爲回旋 ノ影響 ノ現 レタルモ
ノ ト考 ヘ ラ レ・レ。 勿論18ぴ 回旋 セ・レ  
ワケ デアルガ、此 ノ附近 二於 テハx;14
圖 ノ」ニニ見 ラル ・如 久 微小 ノ涙 レデ
                     第31圖  水牛面内ニテ側枝 ヲ横曲セル場合ノ偏
ノ、偏碕方 向 二夫程 ノ影 響 ヲ及 ボサザル      心生長ヲ示ス牛模型圖(針 葉樹型)
                       黒キ部分ハ生長偏碕スry側及ビ其ノ程度 ヲ現爲 認
メラ レナイモノデ アラウ。       ス。
    e.傾 斜面 内 ニテ轡 曲 セル場合
 之 ニハ種 々 ノ傾斜面 二封 シ内曲、外 曲及 ビ横 曲 ノ多1cノ 場 合 ガアル ガ、何 レモ各横断面 二於 テ軸
ノ傾斜 ト回旋 ノ關係 二從 ヒ偏心生長 ノ現 レル事 、前述 ノ諸例 ト同様 デアル。
 以 上述 ペ タル如 久 側枝 ノ偏心鑑長 ニハ幹 ノ場合 二比較 シテ其 ノ傾向異 ナルモ ノガ アルガ、此 ノ
結果 ヲ要約 スル ト次 ノ如 クナル。
L 側枝 二於 テモアテ ノ形成 ヲ件 フ偏 心生 長 ハ、重力方向 二封 スル軸 ノ位置 ノ關係 ニ ヨツテ現 レル。
 併 シ之 ニハこニツノ場 合 ガPP別 サ レ、 一一ハ軸 ノ重 力方 向 二封 スル傾斜 ノ關係 ニヨル モノデア リ、 一
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 ハ背腹側 ノ重 力方 向二封 スル位 置 ノ關係 ニヨル モノデアル。
2.軸 ノ傾斜 ノ關係 ニ ヨツテ現 レル肥 大生長偏碕 ノ方向 ハ、 水李 ノ附近 ≧テハ幹 ノ場合 ト同様 デア
 ルガ、枝 ガ自然 二於 テ トル傾斜 ノ位置 ヨ リ稽 々上 向(わ)セル トコロニ於 テ、及 ビ垂直下向 二近 イ斜下
 向 ノ位 置 二於 テ全 ク反封 ノ、方向 二韓 ズルσ併 ジ此 ノニ ツノ偏碕側 ノ縛向瓢.換 言 ス レバ偏碕 ノ現
 レザ ル位 置ハ水李 二封 シテ互 二相構 ヲナスモ ノデハナイ。而 シテ偏碕 ノ程度 ハ此 ノ轄 向鮎 ヨリ蓮
 ヅ カルニ從 テ噌 加スル。
3.側 枝 ノ背腹側 ノ重力方向 二封 スル位置 ガ攣 化 セル場合、 帥 チ軸 ヲ回旋 セル場合 二生 ズル生長偏
 碕 ノ方 向 ハ軸 ノ回旋度 二封 シ直接比 例的 二定 マルモ ノ トハ言 ヘナィガ、其 ノ間或 ルー定 ノ關係 ノ
 存 スル事 ハ認 メ ラレルQ
4.同 一横断面 ニテ前二項 ノ關係 ガ同時 二現 レル場合 二・・生長 ノ偏碕 スル方向及 ビ程度 ハ繭者 ガ相
 關聯 シテ定 マルモ ノ ト見 ラ レル。
  而 シテ以上何 レノ場合 二於 テモ、針葉樹型 ト潤葉樹型 ハ生長偏碕 スル側 ノ方 向全 ク封號 的 デア
 ノレ0
5.一 ケノ枝 ニ アッテモ横断 面毎 二軸 ノ傾斜 卜回旋 ノ關係 ニ ヨツテ猫立 二偏心生長 ガ現 レル。併 シ
 乍 ラ若干 ノ程 度 二於 テ、近接 セル横断 面 ノ偏 心傾向 ノ影響 ヲ受 ケ、 うく強 キ轡 曲部 ニテハ ソノ凹部
 二生 長偏 碕 スル傾 向 ヲ示 ス事幹 ノ場 合 卜同様 デ アル。
  1) 但シ自然二於テ古イ下枝等ノ如 ク斜下向二垂下セルモノハ之 ヲ水挙ノ附近迄上向スw毛 偏椅側ヲ
 '  韓向セズ、斜上向ノ或ry傾 斜位迄上向ス,レ時、初メテ偏椅方向♪憂化ガ現レルo
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          第 三 章 從 來 ノ學 説 二 封 ス ル 批 判
 偏心生長 ノ原 薗 二附 シ從來 蓮バ ラレタル説 ハ第一章 二略述 セル如 ク、頗 ル多岐 二亙ル モ ノデ アル
飢1其 ノ中主要 ナル モ ノヲ大約 スル ト次 ノ様 二分 ケ ラ レル。
  (1). 榮 養 ノ偏 リニ ヨルhス ルモ ノ (榮 養詮)
  (2).皮rノ 差 ニ ヨルhス ル モノ(皮 歴説)
  (3)。 重力 ノ刺戟 ニ ヨル トスルモ ノ(重 力説)
  (4).機 械的強 度 ノ要求 二從 フトスル モノ(機 械的強 固説)
  (5).水 分通導能力 ノ要求 二從 フトスル モノ(水 分通導詮)
  (6)。 形戒居 二於 ケル縦歴 ノ刺戟 ニ ヨル トスルモ ノ(縦r )
  (7).軸 ノ常理的均衡位 二樹 スル位置 ノ關係 二基 グ トスル モノ(均 衡位設)
 此 ノ内(3)及 ビ(6)・ ・最 モ贋 ク引用 サ レテ居 ル説 デア リ、(7)ハ 最近 獲表 サ レタ説 デ最 モ進 歩
的 ノモ ノ ト見 ラレル。今之等 ノ諸説 ガ前章 二述 ベ タル著者 ノ實験結果 二封 シテ如何程 ノ説明的償値
ヲ有 気ルモ ノデアル カ、此彪 ニー鷹 ノ槍討 ヲ加ヘ テオキ タイ。
  1・ 榮 養 説
 此 ノ説 ニハ養液 ノ偏 リガ軸 ノ傾斜 セル部分 ニ テ重力 ノ作用 ニ ヨ リ全 ク物理的 二起 リ、生長 ノ偏碕
ヲ原因 スル トスル古典的 ナ考 ヘ ト、樹冠 ノ偏 リ、不等葉性等 ノ如 キ同化器官 ノ不!ド均 ナノレ1. ガ母
軸 二輸 サル ・養分 二不 等 ヲ來 シ、 之 ガ直接 偏心鑑長 ノ
原 因 トナルh言 フ思 想 ノ別 ガ アル。前者 二就 テハ巣長
偏 碕 スル側 ハ必ズ シモ下側 二限 ツテ居 ルワケデノ、ナ ィ
カ ラ今夏吟 味 ノ必要 モナ イガ、後 者 二就 テ・・多少考 慮
ノ餓地 ガアル。一般 二樹幹 二於 ケ・・構成物 質 ノ移動 ハ
長 軸 ノ方 向 二最 モ容 易 ナノレモ ノデ、 直立 セル幹 ヲ牛周
二亙 リ帯状 二剥皮 スル時 ハ第22圖 二>r.ス如 ク其 ノ側
ノ上下、特 二基 ノケニ向 ツテ可 ナ リ還 ク迄 肥 大生長 ガ  第23圖 幹ノ'#=周ヲ帯飛二剥皮セノレ
                            すぎニテ剥皮側 ノ下方二肥大生長
制 限 サ レル。m本 ノ主 タル側枝 ヲ残 シ、他 ノ枝及 ビ    ノ映除如レ例(X部)。 ×1.J
                            噺面・・剥皮部 ノ下方DCe-ー ノ部
梢 ノスベ テヲ蔵去 スル時,母 幹 ノ肥 大生長 ハ残 レル枝      分。
ノ存 スル側 ノミニ見 ラレ、反封側 ニハ或 ル距離迄年 輪ヲ鋏成 スル ノガ見 ラレル(第23圖)。 カ ・ル
                                          Z:3
關係 ガ連績 シテ同側 二現 レル時 ハ樹 幹 ノ1]L'k!f長 二偏 リヲ來 スワケデ アルガ、併 シ之 ニハ限度 ヵ"ア
リ、 遠 ク樹冠外 ノ部分迄之 ニ ヨツテ生長偏僑 ヲ生 ぜシムノレトハ考 ヘ ラ レナイ。 著者 ガ嘗 テ2:)年 生
前後 ンひのき二就 テ樹冠 ノ刷 鐵2ξ シ・2帳 期 ノ後   ..rr.,
ソノ幹 ・肥 姓 長 ヲ機 シテ見 タノニ・.L記 ノ如 キー側 二  〆    ・'＼
1築∵∴i講1影 灘_弊l
l繍 暫f識警灘1懲 ∴:、 ∴引導 質1./
不糠 性 ・如キ/・特・砒 顯 ・供鱗 焔 … 部分・  '・へ,㌶ ンづ:
テ局部 的 ノ塩 長偏碕 ヲ來 ス場 合 ハ アル トシテモ、前章 二   第23固 メ,カ.まつノ翼'〔、kセル幹
                        .        ニテ三ヒタル側イ史 ・イくノミ ノ〃遷
述 ベ タ様 ナ重力 か向 二封 スル位 置 ノ攣化 ニヨツテ起 ル偏      シ4他 ノ枝 使ビ梢プ哉去セ,レ
                  D                       」易合・二U巴ノくノ[二1乏ノT!uif、毎セPレf列っ
心生長 二就 テ・・固 ・リ謝llス ベ ク・ ナ ィ・        騨.、 枝玉8Cl11ノ 随、
  2皮 職         翻 酷 趨獣
 此 ノ説 ハ 銑 二述 バ クy.K二 Krabbe(33) ニ ヨ ツ テ實 験       cm IJ, h二1Xプo
的 二 否 定 「サ レ タモ ノ デ ア ・レ ガ、 特 殊 ノ場 合 トシ テ 厚 キ樹 皮 ヲ獲 達 ス ル樹 種 二 於 テ、 樹 皮 ノ魑 裂 部 二
沿 ヒ材 部 ノ生 長 ガ 著 シ ク ナ リ、 横 断 而 ハ 律 テ 多 角 形 ト ナ ル モ ノ ガ ア ル 。'N(うrdllnger(1860)(47. S・
27う ハ 之 ヲ皮 部 ノ抵 抗:;r:=ヨ ル ト解 シ テ厚弓ル ガ、 此 麩 ニ ハ ア テ ノ形 成 ヲ 俘 フ、モ ノ デ ハ ナ ィQア テ ノ
形 成 ヲ 作 フ偏 心 生 長 二 封 シ皮 歴 差 ヲ以 テ詑 明 ス ベ カ ラザ ル ハ、 側 枝 ガ軸 ノ回 旋 二際 シ テ現 ス偏 心 傾
向 ノー 例 ヲ トヅ テ見 テ モ明 カ ナ ル ト コ ロ デ ア ラ ウ。
  3ジ.重 力 ・設
 幹 二 於 テ 傾 斜 セ ル 部 分 二 限 リア テ ノ形 威 ヲ 件 フ偏 心 生 長 ガ現 レル ト言 フ事 ハ 直 チ ニ 之 二 重 力 ス 影
響 ア、ル 事 ヲ 想 到 セ`シ ム ル モ ノ デ ア ル 。Hartig(20?・ ・初 メFiclltc二 於 ケ ル ア テ ノ形 成 二 關 シ形 成
  1)勿 謝 張 ・・榮 養 ・條 件 トスrVノ デ ア1・カ ラ榮 養 不良 ナ ・レ下 枝 ノ女時 ・以 テ實験 ス ・レモ所 期 ノ結
    果 ノ得 ラレ ナ ィノ.・當 然 デ ァrV。 只 此 庭 二注 意 サ 卯 レノパk長 ノ衰 ヘ タ下 枝 ニ テ モh'Y:度ニ ア テ ノ
    形 成 が促 サv.レ 付澱 プ トラ シ ム・レu.4,・再 ビ枳 當 ノ生長 ヲ恢 復 ス ル例 が アFレ事 デ ァ,レ。之 ハbliinch
    (44,S.16斗) ノ ,, Das、Vachstum zieht die Bat:stoffe Alコsich, es wird nichh erst etwa lurch
    vorher austrumcnde Baustoffe angereg亡, sondem durch Ursaclten, die wir     vor】三1浦g als
    Reize bezeichnen...__"ナ1レ 言 葉 プ想 起 セ シ ム1レ現 象 デ 、此 ノ'1.長 ブ促 ス刺 戟 トシ テ ノ、別 二他
    ニア ルr言 ハ ネ バ.ナラ ヌo
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暦 二及 ボ ス縦 歴 ノ刺 戟 ニ ヨル ト解 シ テ 居 タ ガ、 倒 伏 セ ル幹 ヲ支 ヘラ 荷 重 ニ ゴ ル縦 歴 ノ關 係 ヲ 除 去 セ
ル 場 合 ニ モ、猫 下 側 ニ ア テ ガ形 成 サ レ ル 事 實 ヲ 認 メ 、重 力 ノ刺 戟 モ 亦 此 ノ形 成 二 與 ル モ ノ'}シ ㍉次 ノ
如 ク蓮 ベ テ 居 ル。 ,・Es mag auf den ersten Blick auffallig erscheinen・dass ei11. Baum auf zwei ganz
verschiedene Reize, wie Schwerkraft and Druck, in gleicher Weise, namlich durch Rothholzbildung
reagiert. Abgesehen davon, dass es leicht ist, Eeispiele zumal aus den Reizerscheinungen bei den
Thieren aufzufiihren, aus denen hervorgeht, Bass verschiedene Reize dieselbe Reaktion hervorrufen,
   "(22,S.84)。 斯 ノ如 ク、 こ二種 ノ全 ク 異 ナ ル 刺 戟 ニ ヨ ツ テア テ ノ形 成 ガ現 レル ト言 フ事 ハ 後
Ewart及 ビMason-Jones(14)或ハBurns(5)等 ニ ョツ デ 再 吟 味 セ7V,歴 力 ・・此 ノ際 何 等 ノ 關
係 ナ ク、 重 力 ノ ミガ 眞 ノ原 因 タ ル モ ノ ト サ レ タ6Burnsノ 實 験 ・・White pineノ 幹 ≧ 就 テ行 ワ レ
タ モ ノ デ、 著 者 ノ 結 果 モ 之 ニ ー 致 シ.一 慮 ハ 重 カ ノ作 用 ニ ヨ ル 事 ヲ肯 定 セ シ メ ラ レル 。'然 ル 三 枝 ノ
場 合 ヲ見)レ 時 ハ 同 一 ノ樹 種 二於 テ モ 或 ハ 上 側 二 、 或 ハ 下 側 二 、 ソ ノ軸 ヲ 回 旋 ズ ル 時 ハ 更 三 横 斜 ノ側
ニ モ生 長 偏 碕 シ、1叉 正 シ イ垂 直 ノ 位 置 ニ ア ツ テ モ 猶 著 シ クア テ ヲ形 成 ス ル モ ノ デ ア ル カ7,此 ノ原
因 ヲ 軍 ナ ル 重 カ ノ作 用 二蹄 ス ル 事 ハ 困 難 デ ア ル 。
  4・ 機 械 的 張 固 設r                                .
 此 ノ設 明 法 二 二 種 ア ル 。Metzger(39)等ノ読 ク ト コ ロ ニ ヨル ト荷 重 ニ ヨ リ樹 幹 ガ轡 曲 サ レ ル 時 、
之 二 封 ス ル抵 抗 ノ'少 イ部 分 、 換 言 ス レ汁 強 度 ノ劣 ル 側 二 肥 大 生 長 ガ 促 サ レル トズ ル モ ノ デ ア ル ガ、
Jaccard(25,2δ)ハ之 二 封 シ實 測 ノ結 果 多 ク ノ樹 幹 ノ直 径 ハ 等 抗 轡 張 髄 ト シ テ ノ計 算 値 ヨ リ根 張 リ
ノ附 近 ヲ 除 キ基 部 ノ方 ニ テ 過 小 、 梢 ノ方 デ過 大 デ ア ル ト稽 シ、Munch(44, s.169)ハ 更 三 澗 葉 樹 ノ
幹 形 ・・普 通 、 此 ノ型 二 當 テ 嵌 マ ラ ナ イ ト言 フ。Trendelenburg(61)ハ之 二就 テ樹 幹 ノ餐 部 〉・盛 造
上 均 質 ナ ラ ザ ル ガ故 二 機 械 的 強 度 モ部 分 ニ ヨ ツ テ異 ナ リ、Metzgerノ 見 解 ・・此 ノ鮎 二 關 シ テ 多 少 ン
訂 正 ヲ要 ス ト考 へ"So erscheint es wahrscheinlich, dass sich auch die von Jaccard gefundenen
Abweichungen erklaren lassen aus Grunden des mechanischen Aufbaus and dass der Stamm loch
Trager gleichen Widerstands ISt, wenn nicht in der Form, SO doch.in der Festigkeit.`・(61, S.・12)
卜述 べ テ 居 ル 。 併 シ敦 レニ セ ヨ此 ノ説 ヲ以 テ、 傾 斜 セ シ樹 幹 ヲ支 ヘ テ何 等 機 械 的 要 求 ヲ堆 加 セ シ メ
ザ ル場 合 ニ モ 猶 同 様 ≧ 偏 心 生 長 ノ覗 レ ル 事 實 ノ如 キ ヲ 設 明 ス'ル事 ハ 出 來 ナ イ。
幹 形 ヲ 機 械 的 張 度 二 ・ ツ テ 考 察 … 第 二 ・設 ・・,H・hen・dl.(1924)(24)噛 幹 ヲ等 樋 強 艦 、
(Trager gleicher Druckfestigkeit)卜 見 ル 読 デ アル ガ、 之 ハ 既 二Munch(44)・ モ 指 滴 シ テ 居 ル 如 久
實 際 上 樹 幹 ノ横 断 面 ハ 自膿 ノ荷 重 ヲ支 力 レ必 要 堵 。ヒニ 大 ナ ル ヲ普 通 ト シ、 偏 心 生 長 ノ設 明 ニ ハ 導 入
ノ鯨 地 モ ナ ィ。
                                        )cj
  5. 水分通導説
 此 ノ読 ハJagcard(25.26)ノ 樹立 シタモ ノデアルガ、夫程 ノ根糠 アルモ ノデナイ トシテManch
/44)ノ 論難 セル トコロデアル。jaccar¢ 自身 モ偏 心生長 ノ説 明 二・・此 ノ關係 ヲ重要視 セズ、偏心生
長 二際 シテ生 ズルアテ ノ部分 ハ却 ツテ水分 ノ通過 二封 スル抵 抗大 ナル事 ヲ認 メテ犀 ル(28)。 著者 ガ
實験的 二水分通導速度 ヲ比較 シタ結果 ニ ヨツテ見 テモ、 アテ ノ部分 ハ針葉樹 、潤葉樹共 二正常 ナル
材部 二比 シ通導能力 二劣 ルモ ノデ アル。從(リ)テカカル組織 ノ形成 ヲ俘 フ偏心生長 ガ水分通導 ノ要求 二
從 テ起 ル トハ考 ヘ ラレナイ。 叉事實前述 ノ實験 結果 二見 ラ レル種 々 ノ偏心傾向 ヲ此 ノ設 ニ ヨツテハ
読明 ノ方法 モ ナィ。
  6.縦 歴 設
 此 ノ設 ハ自然 二於 テ針葉樹 ノ傾斜 セル部分 ノ下側或 ハ風下 二當 ル側 ニアテ ノ存在 スル トコロヨ リ
想像 サ レタモ ノデアル。然 ルニ實験的 二形 成居 二歴 力或 ハ張力 ヲ加 ・》テ肥大生長 二及 ボ ス影響 ヲ瞼
シタ多 クノ實鹸結果 ハ常 二此 ノ期待 ヲ裏切 リ、 カ カル解剖的異常 ノ出現 ヲ認 メテ居 ラヌ(57)。 ココ
ニ於 テPaナ ル静力學的 ノ歴 力或 ・・張力 ガ生長 二影響 スルモ ノデ・・ナ ク、轡 曲 二際 シテ生 ズル凸側 卜
凹側 二於 ケル 組織 ノ緊張度 ノ差 ガ 生長 ノ偏碕 ヲ起 サ シムルモ ノデア ラウ トモ 考 ヘ ラレタ (44,s.
170)。 然 シ乍 ラ實際上轡 曲部 二果 シテ夫程 長 クカカル關係 ガ存績 スルモノデ アルカ ドウカバ、猶 問
題 デ アル。前 二述ペ タ様 二Ewart及 ビMason-Jones(14)・ ・重力設 ノ支持者 デ アルガ、針 葉樹 ノ
枝 ヲ輪 歌 ど轡 曲 シタ場 合時 トシテアテ ガ轡 曲 ノ凹側 ニ ソヒテ現 レル例 外的 ノモ ノノアル ノヲ認 メ、
之二就 テ"Hence it IS possible that very strong pressure applied to a feebly active cambium may
overcome the gravitational influences normally responsible for this special morphogenic response"
q4, P・203)卜 読 明 シテ居 ルガ、 幹 ノ場合 二於 ケル同檬 ノ實瞼 デ・・Burns(5. p.12)モ 述 ペ テ居
ル通 リ決 シテカカル轡 曲 ノ凹側 二生 長偏碕 スル例 ハナイ。
 著者 ノ實験結果 中、例 ヘバ枝 ヲ轡 曲 スル事 ナクシテ上向 セル場合、或 ・・其 ノ軸 ヲ回旋 セル場合等
二現 レル偏心生長 二封 シ、此 ノ縦墜設 デハ何等 ノ詮明 ヲモ與 ヘル事 ハ出來 ヌ。
  7.均 衡 位 設
 之 ハHartmannノ 提 唱 ニカ カル説 デ アルガ、 其 ノ読明 ノ要 旨ヲ略述 スル ト、樹 膿 ノ各部 ハ重力
ノ方 向 二封 シ内的 ノ條 件 ニ ヨツ テ定 マル 一ーノ均衡位(Gleichgewichtlage)ヲ 有 シ、 軸 ガニ次的 二此
ノ位置 ヨ リ離 レタル時、 反慮 トシテアテ ガ現 レ、其 ノ形 成 スル側 ハ最短 ノ距離 二於 テ均衡 位 二返 サ
  1)ア テハ叉解剖的二見テ、假導管 ノ孔紋ノ内開口狭長ナル裂纏歌ヲナシ、且其ノ数 二乏ジク、潤葉
    樹二於 テハ更二導管ノ牽小ナ'レ傾向がアryカ ラ、水分通導上有利ナ組織 トハ認メ難イo
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ム トスル配 置 ヲ トル トナスモ ノデアル。而 シテ此 ノ關係 ヲ模型的 二示 シタノガ第24圖 デ アル。之
ヲ著者 ノ實験結果 二比較 シテ見 ル ト直向性 ナル幹 ノ場合 二就 テハ ヨクー致 スルガ、斜 向性 ナル側枝
ノ場合 二就 テハ多少異 ナル鮎 ガ見 出 サ レル。彼 ハ側枝 ノ重力方向 二封 スル均衡位、印 チアテ ヲ形成
        直向性軸 ノ場合                 斜向性軸ノ場合
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        第24圖  Hartmannノ 偏心生長ノ理論ヲ説明セ,レ模型圖。
          矢ノ方向・・反鷹材形成側ノ關係ヲ示シ、 ソノ太サバ形成 ノ程度 ヲ
          現ス、又斜線 ヲ施 セル矢 ハ回旋ノ刺戟ノ存在 ヲ示スモノトスo(Hartmann二#ry)
セザル位 置 ガ垂直 ヨ リxナ ル偏 角 ヲ トル モノ トス レバ、 同様 ノ傾斜關係 ニアル位置 ハ第24圖 ニテ
                                     ●
b,c, d二 示 セル位 置 ニモ アリ、 之等ハ理論上何 レモアテ ヲ形成 シナイ トスル。 從 テ反慮 ノ現 レル
圏 ハ同圖 二見 ラル ・如 ク四 ケニna分 サ レル事 ニナルガ、此 ノ内f-h-eノ 圏 二於 テハ軸 ガ反韓 セル
爲、別 二回旋 ノ刺戟 ガ存在 シ、 シカモ此 ノ揚合 回旋度ハ常 二180qナ ルニ封 シ、 傾斜角 ハ最大 ナル
位置 ニテモ90°-aデ アル カラ、此 ノ圏 内二於 ケル傾斜 ノ刺戟 二基 クア テハ回旋 ノ刺戟 二覆 ワ レテ現
レナイ ト言 フ。 カカル考 ヘニ從 テ傾斜 ト回韓 ノ爾刺戟 ガ反慮 二際 シ相殺 サ レルモ ノ トスルナ ラバ、
生 長偏碕 ノ程 度ハf及 ビeニ テ急激 二攣化 シ、h二 向 ツテ漸次減小 スル筈 デアル。然 ルニ實際 上偏
碕 ノ程度 ガh部 二於 テ最小rナ ルガ如 キ例 ハナ イ。又回旋 ノ刺戟 ノ存在 シナイe-g-fノ 圏内 ニテ
認 メ ラレルニ ケ ノ生長偏碕側 ノ反縛 スル位置 ハHartmannノ 理論 ノ如 ク垂 直二封 シテ常 二同一 ノ
偏 角 ヲ有 スルモ ノ トハ限 ラズ、寧 ロ第17圖 二示 セ シ如 ク、水李 二封 シテ不 相稽 デ アル。筒彼 ハ回
旋 ノ刺戟 二就 テ回旋度180° ヨ リ小 ナル場合 二封 シテ・・何等 ノ注意 モ携 ツテ居 ナイガ、 實 際軸 ノ回
旋 二際 シテ現 レル偏 心生 長 ヲ彼 ノ如 キ思想 ヲ似 テハ如何 二読明 サルベ キモ ノデアル カ了解 二困 シム
トコロデアルo
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         第 四 章 偏 心 生 長 二 關 ス ル 著 者 ノ 見 解
 上述 ノ如 ク從來 ノ諸詮 ハ何 レモ著者 ノ實験結果 二封 シテ十分満足 ナル詮 明 ヲ與 フル ニ足 ラナイ。
然 ラバ此 ノ問題 ハ結 局如何 二解 キ得 ラレルモ ノデアラ ウカ。 ココニ著者 ノ包懐 セル見 解 二就 テ更 二
實験例 ヲ補 ヒツツ述 べ テ見 タイ ト思 フ。
              第 一 節 幹 ノ 場 合
重力偏 心性 ト屈地性
 偏心生長 ノ傾 向上先 ズ注 目サ レル ノハ幹 卜側枝 二於 ケル相 違 デアル。幹 ガ重 力方 向 二並行 ノ位置
二於 テ偏碕 ヲ現 サ ナイノニ封 シ、側枝 ハ或 ル傾斜 ノ位置 二於 テ偏碕 ヲ示 サナ ィ。類似 ノ相違 ハ屈地
性 二就 テモ見 ラレルモ ノデ、幹 ハ垂 直 ノ位 置二於 テ屈地性屈 曲 ヲ起 サズ、側枝 ハ或 ル傾斜 ノ位置 二
於 テ静 止 スル。n幹 ヲ トツテ其 ノ安定 セル垂直 上向位 ヨ リ動 カス時 ハ常 二原 ノ位 置二向 ツテ距離 ノ
最短 ナル方向 二屈曲 ヲ起 ス。 併 シ乍 ラ軸 ヲ正 シク垂 直下向位迄動 カス 時 ハ屈 曲ハ再 ビ現 レナ クナ
ル。此 ノ場 合 ノ安定位 ガ動休止位(Labile Ruhelage)卜 呼 ・ごレル ノニ封 シ、原 ノ、伽或 ・・屈地 的屈 曲
ニヨツテ最 後 二落 チ ツク位置 ハ静休 【ヒ位(Stabile Ruhelage)ト 稽 セ ラレル。此 ノ幹 二於 ケル屈地性
r偏 心生 長 ノ傾 向 ヲ封 照 シテ見 ル ト、 其 ノ間興味 アルー致 ガ見 出 サ レヤ ウ。 スナハチ屈地性屈曲 ノ
起 ルペキ スベ テ ノ刺戟位(Reizlage)二 於 テ肥 大生長 ニモ偏 碕 ガ現 レ、其 ノ偏 碕 スル側 ハ常 二屈地
性屈 曲 二際 シ針葉樹 型 ニテハ凸側、潤 葉樹 型 ニテハ凹側 トナルベ キ側 二相 當 シテ居 ル。 カカルー致
ハ偏心生長 ヲ シテ屈地性 二基 クモ ノノ如 ク想像 セ シムルモ ノデ、此虚 二嘗 テBucher(1go6)(4)ノ
述 ベ タGeotrophismusナ ル現象 ガ想 ヒ起 サ レル。彼 ・・屈地 性屈曲能 力 ヲ有 スル直向性 ノ董幹 ヲ水
卒 二保 チ、其 ノ屈曲 ヲ制 限 スル時 へ 上下爾側 二生 ズル組織 二量 的並 ビニ質的 ノ相 違 ガ現 レル事 ヲ
認 メ、 之 ヲGeotrophismus h シタ。併 シ乍 ラ、屈動能力 ノ旺盛 ナ若 イ幹 デ・・傾斜 サル ・モ直 チ
ニ調位蓮動 ヲ起 シテ休 止位 二復 ル ガ故 二、 實際 上肥 大生長 ニハ偏碕 ガ見 ラレルニ至 ラナ ィガ、正 シ
イ休止位 ヲ恢復 スル迄 二相當 ノ時 間 ヲ要 シタ場 合 ニハ、假令 屈曲現象 ガ妨グ ラレナイ場 合 デモアテ
ノ形 成及 ビ偏心生長 ハ明 カニ認 メラ レルモ ノデアル。從 テ屈地性屈曲 ノ制限 サ レタル時 ニ ノ ミ偏心
生 長 ガ現 レル トハ稽 シ難 ク、 又一面屈動能力 ノ既 二認 メラレナイ樹 幹 ノ太 イ部 分 デモ偏心生長 ハ顯
著 二登現 スルモ ノデ アル カ入 屈地性屈曲能力 ノ存在 ズ偏心生長 ノ成 立 二必須 ノ條 件 タルモ ノ トモ
28
考 ヘ ラレナ イ。尤 モ樹 幹 ノ相富太 イ部分 ニ アツテモ長年 月 ノ間 ニハ可 ナ リ顯 著 ナ屈地性屈曲 ヲ起 ス
事 ガア リ、 叉(の)屈曲 トシ.テハ途 二現 レナイ部分 デモ屈地性刺戟 ハ受 ケル ト見 ラ レヌ事 モ ナイ。併 シー
般 二lx?地性 刺戟 ノ感受性 ・・軸 ノ先端 ヨリ基 部 二向 ツテ、 特 二仲長生長 ノ完 了 セル附近 エテ急激 二減
逼 冬ル ト言 ハ レテ居 ル ノニ封 シ、 偏心生長 ハ居部二至ル モ衰 ヘズ、肥 木生長能 カ ノ存 スノレ限 リ古 イ
部 分 デモ起 ノ・モ ノデ ア・しカ ラ、偏 心生長 ヲ屈地 性刺戟 二基 ク ト見 ・・事 ハ困難 デ ア・。故 二寧 ロ之 ハ
直接重力 ノ刺戟 ニ ヨツテ喚起 サ レノ・現象 ト考 フベ ク、 スナハ チ軸 ノ横断 加lrl二作月」ス ル重力 ノ刺 戟
ガ、1;地 性 二於 テ上下 南側 ノ伸長 生長 二偏碕 ヲ起 サ シムル ト相似 的 二、 上下南側 二肥 大生長 ノ偏rr
ヲ生 ゼ シム ルニ ヨル ト解 サ レヤウじ
 斯 ノ如 ク樹幹 二於 ケノ・偏心'{{長 ガ重力 ノ刺激 ニ ヨ'・卜言 フ事 へ 之 ガ屈地性 卜同様、其 ノ偏碕 ノ
程 度 二於 テ 軸 ノ傾 斜 角 二 關 係 シ 正 弦 法
則 二從 フf頃 向 ヲ 示 シ、 又軸 ヲ 水 ンドニ オ
イ テ常 二 回 韓 シ テ 醒 力i-.・ カ'的 作 川 ブ
【徐 クil芋ハ 考逢‡見セ ズ (f麦∫垂實 勤套伊」57.頁参
照)、 更 二 遠 心 カ ヲ ーt/l';!J二 作 用 シ テ 、
叢 カ ニ 代 ヘ タ場 合 、 ヨ クア テ ヲ 形 成 セ
シ メ得 ル事 實(第25「 副)・等 ニ ヨ ッ テ モ
確 カ メ ラ レ ル トコ ロ デ ア ノ・。 シ カ モ 之
ハiづ 進 シ タ揚ミニ加聾也'門三刺ilk=」 毒 ク モ ノ
トハ.言 ヘ ナ イ カ ラ、6蜀 疏 ニーマ種 ノ重 力
!x 〔Ceoreaktio11ノ ト シ テ肥 大 生 長 ガ
{婚碕 ス ル ト シ ナ ケ レバ ナ ラ ナ イ0 1
!・此 庵 ニ カ カ ル現 象 ヲ 童 力 偏'亡し性((?eotrophie i卜 稽 シ、 此 ノ際 生 長 偏 碕 ス ル側 ガ ドー側 ニ ア ル 針 樹
葉 型 ノ場 合 ヲ.ド側 肥 大 性(Hypotrophieハ上(1!9=ア ノ・潤 葉 樹 型 ノ場 合 ヲ 」二側 肥 大 性(EI)itrgphie)h
シ テ 匠 別 ス ル 事 トス ・ル 。
              第 二 節 側 枝 ノ 場 合
  1.側 枝 ノ偏 心 生 長 卜斜 向 屈 地 性
 上 蓮 セ ル 如 キ 關 係 ハ 然 ラバ 側 枝 ノ場 合 二於 テ ハ、 如 何 二 適 用 サ レ ・レデ ア ラ ウ カ 。'?i1Pl枝 ヲ ト ツ テ
 1)Engler(ryz:};(13.・ ノ・Fichte二 就 テ裡 }cin/1}K分 二迄 カ カ7レ屈.IIIIノ起 レ1肩 ク1ブ認 メ テ居 ・レo
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軸 ヲ ソノ安定 セル斜 向位 ヨ リ動 カス時 ノ・、 夫 ガ調位運動能力 ヲ有 セル限 リ、亦幹 ト同様 屈曲 ヲ起 シ
テ原 ノ安 定位 二向 フ。併 シ乍 ラ、 此 ノ際屈曲 ノ方向ハ原 ノ安 定位 二向 ツテ幹 ノ場合 ノ如 ク必 ズ シモ
最短 ノ距離 ヲ トル モ ノデナク、垂 直下向 ノ附近迄 動 カス時 ハ、却 ツテ最 モ遽 イ距 離 ヲ トツテ屈 曲 シ、
スナハ チ外 曲 スル。從 テ屈曲方向 ノ岐 ル ・限界 タル動休止位 ハ斜 下向 ノ位 置 ニアル事 トナル。而 シ
テ此 ノ軸 ノ屈曲 ノ起ル位 置 卜偏心生長 ノ現 レル位置 トヲ比較 スルニ、亦 恰 モ幹 ノ場合 二於 ケルガ如
クヨクー致 スル ト見 ラV 且 肥大生長 ノ偏筒 スル側 モ常 二屈曲 二際 シ針葉樹型 ニテハ凸側、潤葉樹
型 ニ テハ凹側 トナルベ キ側 二當 ツテ居 ル。
 斯 ノ如 ク側枝 ノ屈地性 屈曲 卜偏心生長 ガ螢現位及 ビ嚢 現方向 二於 テ、幹 ト同様 ノ關係 ヲ以 テー致
セル事 ハ此慮 ニモ亦原因 ノ相通 ズベ キモ ノアル事 ヲ豫想 セシムルモノデアル。併 シ乍 ラ、側 枝 ノ屈
   ■
地性屈 曲ハ幹 ノ場合 ノ如 ク輩純 ナル關係 ニアル モ ノニ非 ズ、 hノ 因子 ガ複合 セル結果 トモ考 ヘ ラ
レテ居 ル カラ.此 虚 二之 二關聯 シテ偏 心生長 ヲ考察 シテ見 ルニ當 リ、一慮其 ノ屈地性 二就 テ述べテ
オク必要 ガアル。
 側枝 ガ重力方 向二封 シテ トル斜 向的 ノ休 止位 ガ果 シテ、幹 ノ休 止位 二於 ケルガ如 キ無刺戟 ノ位置
デアルカ、或 バー種 ノ均衡的 ノ位 置 デアル カガ先
                        ズ問題 デ
アル。 Guttenberg(1928)及 ビMuller
(1928)等 ハ之ヲ無刺戟 ノ位置 ト解 シ・軸 ガ休止位   
ヨリ離 レタル時初 メテ屈動性刺戟 ガ喚 起 サ レル モ
ノデ アル ト述べ テ居 ル(52,S,120)。 假 二側枝   
ノ形態的軸 二封 シ第26圖 二示 ス如 久 其 ノ休 止
位 ノナ ス偏角 ダケ偏 ツタ方向 二生理的 直向性軸 ヲ
想定 スルナ ラバ、形態上斜向位 二於 テ無刺戟 ナル
                        
場合 ガ、理 論上成 立 スルワケデ アル ガ、此 ノ際 ニハ
同待 二同圖 二見 ラル ・様 二動休止位 モ、最 大刺戟    第zs圖 斜向屈地性ノ刺戟位及ビ休
                            止位ノ關係ヲ、形態的軸二斜交
位 モ皆夫 々同 ジ角度 ダク偏 ル事 トナ リ、 之ハ實際       セry理 的直向性軸 ノ想定ニヨ
                            /'テ設明スル模型圖o
ノ側枝 ノ屈地性現象 二合致 スル モノデ・・ナイ。De      N・ 正位、1:蓮 位、0・ 最大
                             刺戟位、α:休 止位ノ傾斜角、
Vries(1882)・ ・一般 ノ斜 向性器 官 二於 テ固有 ノ背        軸 ノ黒キ側・・腹側、矢・・生理
        1)                     的直向性軸ノ方向ブ示スo
側伸長性(Epinastie)ナ ル性質 ヲ認 メ、側 枝 ノ示           (Rawitscher二 櫨 ・レ)
  正)此 ノ語ハ又上側傾動性(山 口:植 物の蓮動、昭5)、 上位生長性(纈 纐:生 理植物學、昭6)等 ト
    モ記サvテ 居Pレo
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ス斜向的 ノ位 置 ハ.此 ノ背側 伸長性 卜背地性及 ビ自膿 ノ荷重 ノ三 者 ガ均衡 シテ定 マルモ ノデ、 自然
二於 テ・・更 二屈 光性 ガ關與 スル トシダ(49,S.188)。 此 ノ見解 ハ其 ノ後 多 クノ人kニ ヨツテ探用 サ
レテ居 ルガ、 只背側 伸長 性 ナル モノニ封 シテLundegardh(1918(36),1924(37))・・感磨時 間及 ビ
後作用 ノ時間 ノ長 イ 向地性 ガ同時 二存在 シ,其 ノ現 レニ他 ナ ラヌ トナ シ、Noll・ ・上下 爾側 二於
テ刺戟 ノ相違 アルガ爲 ト解 シ、Earanetzki(1901)(1,S.185)・・Prunusノ 型 二就 テ屈地性屈 曲 二
封 シ反封 ノ方向 二屈曲 セム トスル自屈性(Rektipetalitat j又・・Autotropismus)ノ 關係 スルニ ヨルモ
ノ ト読明 シテ居 ル。Rawitscher(1923)(51)・ ・Tradescantiaヲ 材料hシ テ種hノ 實瞼 ヲ行 ツタ結
果De Vriesノ 所謂上側 伸長性 ノ存在 ヲ確 カメ、且之 ハ軸 ノ重力方向 二封 スル如何 ナル位置 二於 テ
モ愛 化 スル モ ノデナイ トシタ。 叉彼ハ斜 向性苗 ノ屈地性 二關 シ、 直向性苗 ノ場合 ノ如 ク正弦法 則 二
                                       ■
從 フモノニ シテ、軸 ヲ回旋 スル モ同様 二現 レ、之 ガ背側 伸長性 ト作用 方向 ヲ同 ジ ウスル時 ・・爾者 ハ
和 トシテ屈 曲 ヲ促 シ、反封方 向 ヲナス時 ノ・雨者 ノ差 トシテ屈曲 ガ制 限 サ レ、 斜向的 ノ休 止位 ハ要 ス
ルニ此 ノ爾者 ノ均衡 セル位置 二相當 スル ト述 ベテ居
ル。今Eヲ 背側伸長性、Gヲ 水卒、 帥 チ最 大刺戟位
二於 ケル屈地性刺戟 トシ、 ・ヲ休止位 ガ垂 直 トナス
角度 トスル ト休 止位 二於 テハ
    E=G.sin E
ナル關係 ガ アル。而 シテ同様 ノ關係 ハ又 之 ト水李 二
封 シテ相樗 ナル位置、即 チ180-・ ノ トコロニモ存
在 シ、之 ガ動休止位 二當ル。此 ノ關係 ヲ模型 的 二示
シタノガ第27圖 デ アル。
 然 ルニ "Zimmermann(1927)(66)ガRanunculus
repensノ 旬 旬葉 二就 テ研究 シタ結果 ニ ヨル ト、静休
止位 卜動 休止位 ハ水李 二封 シテ互 二相構 ヲナサズ、
前者 ガ65° ノ位置 ニ アルニ封 シ後者 ノ、135° ノ トコ
ロニ アル ト言 フ(第28圖)。 彼 ハLundegardhト 同
様 斜向性器 官 二於 テ向地性 ノ存在 ヲ 認 ムル モ ノデ アルガ、此 ノ向地性刺戟 ガ、嘗 テ彼 ガLepidium
sativum等 ノ根 二就 テ確 カメタル如 キ重 力調 律性(Geotonusjノ 作用 ヲ受 ケ、正 弦法則 二憂 調 ヲ來
ス トノ想定 ノ下二之 ヲ説 明 セム トシタ。實際 上長軸 二並行 二作用 スル所 謂重力調 律性縦 力(Geot(Y
nische Langskraft)ナ ルモノガ屈 地性 二如何 ナル 關係 ヲ以 テ影響 スル カへ 未 ダ十分明 カニサ レテ
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居 ル ワケデ・・ナイガ、一般 二軸 ガ倒位(Inverse Lage)ヨ リ正位(Normale工age)二 向 フ程刺戟 ガ
          o°         減殺 サ レ、叉刺戟 ノ大小 ニ ヨヅテモ其 ノ影響 ノ
      程度 ヲ異 ニ スル ト考 ヘ ラ レテ 居 ルカ ラ、Metz-
      nerハ 此 ノ見地 二從 テ之 ヲ9. k. sin a, COS aナ
   
      ル式 ヲ以 テ現 ノ、サム ト試 ミタ(52,S.149)。 コ
370° ° 北9・'動 ・k・'植 物及 ビ部分 ニ ヨツテ異 ナ
      ル刺戟 ノ制限係藪(Spezifische Hemmungsfak-
      tOr)、 aハ 偏角 ヲ示 ス。 更 二tヲ 刺戟 時間 トス
     ル ト屈地性反慮 ノ大 イサ(G)ハ 次 ノ如 ク示 サレ
                       ノレ0         
130°
  第28圖  Ranunculus repensノ 葡旬窒ガ      G=g. t. sin a-9. k. t. sin a. cos a
    各傾斜位二於 テ現ス屈地性屈曲方向 ト其
    ノ休止位 ノ關係 ヲ示ス模型圖。            (Geoinduktion)(Tonische Hemmung)
     縦線 ハ内曲スル圏。
         (Zimmermann二 'IV)           二9. t. SLTI a(1-k. cOsの
 而 シテ斜 向性器官 二於 テ、正 及 ピ員 ノ方向反封 ナルニ種 ノ屈地性 ガ同地 二作用 スル モノ トスル ト
全禮 トシテ現 レル反慮(P1)ハ 爾屈地 性 ノ差 ニナル カ ラ、今 雨屈地性 二於 ケル制 限系敷 ヲ夫 々k、及
ビk>ト シ、 爾屈地 性 ノ比 ヲPト シ、 爾屈地性 ・・作用 方向 ヵ"反封 ナル爲 一方 ノ偏角 ヲ2R-・ ニテ
ア ラワシ且 ソノCOSノ 符號 ヲカヘル ト次 ノ式 ガ成立 スル。
        PL        =e. t. sin a(1‐kl. cos a)‐
   (Gesamtplagiotropismus)     (Hauptgeotropismus)
                 P.g, t. sin a!l-}-k.;cos a)
                  (Nebengeotropismus)
 ココニ'Zimmermannノ 所説 二從 テ背地性 ヲ主屈地性 、向地性 ヲ副屈地性 トシ、前者 ハR●R"1ナル正弦
法則 二準 ルモ、後者 ハ重力調律性 ノ支配 ヲxfi,ソ ノ正弦法則 二愛調 ガ生 ズルモ ノ ト假定 スルr前
式 ハ更 二次 ノ如 ク改 メラ レル。
               Pl=g. t. sin a-P.昏t. s血a(1十k. cosの
而 シテ休 止位 ニアツテハ
           g.t. sin a=P. g. t. sin a (1-1-k. cos a)
ノ關係 ニア リ、 之 ヲ書 キカヘルh
                 1-P            COS 露=                P.k
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トナルoMetznerハ 此 ノ値 ヲPlagiotropiefaktor h シ、均衡位 ノ角度 ヨ リP. kヲ 求 メ、之 ヲ以 テ
各刺戟位 二於 ケル刺戟 片間 ノ大 イサヲ算定 シ、 前述 ノZimmermann/Ranunculus二於 ヶル實験
値 ニ ヨクー致 セル結果 ガ得 ラ レタ ト言 フ。
 固 ヨリカカル蜀旬董 ノ如 キ特殊 ノ器官 ノ性質 ヲ以 テ、直 チニ樹 木 ノ場合 二適用 スルハ早計 タルヲ
免 レナdガ 、著者 ・・ぶ た くさAmbrosia arteinisiaefolia L.ノ 側枝 ヲ用 ヒ、RawitscherガTradeskantia
二就 テ行 ヘルガ如 キ方法 ニヨヅテ休止位 ノ位置 ヲ求 メテ見 タ ノニ、第 俵 二示 ス如 クZimmermann
 第1表        ぶた くさノ側枝 ノ屈地性屈 曲方向
   
   
     實験・・ig36年7刀 、花蕾ヲ生ズIV前 ノ通直ナw側 枝ヲ選 ビ、屈光性ノ影響 ヲ除ク爲暗
    室中ニオキ12-24時 間 ノ後屈曲セry 向ヲ観測シタo供 試数・・各 々ノ揚合二5-20本 ト
    スo艀 休止位ハ原傾斜位ノ附近ニア リ、原傾斜位 ヨサ5° 以内ノ移動二於 テノ、屈曲ハ殆 ド
    見 プレx.10° 以上ニシテ始メテ明瞭rナ1レo之 二樹シ動休止位ハ150-155° ノ附近ニア
    、}ト見プレ、位置ノ僅カナ相逮 ニテモ著シク屈曲ヲ進行スryo
ノ例r同 様 ノ傾 向ヲhリ 、動休止位h休 止位 ハ水李 二封 シテ互 二相構 ヲナサヌ ト言 フ結果 ヲ得 タ。
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更 二か らまつ、 くり、 あべ まき等 ノ若 イ第一一∈欠                o°
側枝 ヲ以 テ hノ 傾斜位 ニオキ、先端 ノ屈 曲 ス
ル,r向 ヲ測 定 セノレニ第29圖 二見 ラル ・如 ク亦
同 ジク動休 止位 ガ水卒 トナス角度 ハ常 二静休 止
カル關係 ハ側枝 ノ偏心生長 二際 シ、偏僑側 ガ韓
向 スルニ ツノ位置 ノ間 二於 テモ見 ラ レタ トコロ
ノモ ノデアル(第2.3表)o
 此腱 二於 テ假 二上蓮 ノ斜向屈地性 二關 スル説          180。
明法 ヲ側枝 ノ偏心生長 二韓用 スル事 トシ、其 ノ     第2s圖 からまつ、あべまき等
                               ノ側枝ノ先端ガ各傾斜位 ニテ
生長偏碕 二封 シテ肥大生長 ノ偏心性 ヲ想定 シテ       現ス屈地性屈曲方向ノ關係ヲ
                               示 ス模型圖。
見ル ト、次 ノ如 キモ ノガ考 ヘ ラ レル。            縦線ハ推定内曲圏。
 第2表      あか まつ ノ側枝 ノ傾斜 角 トア テ ノ形成側
    
     背側二7テ ヲ生セルモノ  腹側 ニアテ ヲ生セ,レモノ
     +印 ノ数ハ観測撒 ヲ示スo實 1¥2年 生側被 ヲ用ヒ、基部ヨリ轡曲シテ傾斜角ヲ憂化シ、
    1/L一長期 ノ後2年 軸 ノ中央部ニテ検シタoア テノ形成程度・・]15°-130° ノ附近二最モ著
    シイガ後期ニハ次第二弱度 トナ,v傾向ア リ・特二160° 附近 ノ背側二現 レタルアテハ後雫
    期 ニテ全ク消失シ再ビ腹側二生ズルモノがアルo
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 第3表  か らまつノ側枝 ノ輪状轡曲二於 テ生長偏碕側 ノ韓向スル位置 ノ傾斜角
            … 向 ・.ii-・ ・i⊥ ・樋
    欝 瀞 ノ位 触 ・ry場合 ・2° ・5° ・a ・8° ・5° ・5°
    _下 向、 一 揚合152148145-L148
    位置ニアIVモノ 外・・噺 14814515・1481451147
一雌一㎡ll諜;:灘1::1黙
   固有騨 ㎞ ・頑 繍 二;聯1灘瀦 器ie
 今 カカル偏心性 ヲ以 テ先 ズ均衡位 ノ關係」二類似 スルhコ ロ ノ ア ル"Zimmermannノ 読 明法 ヲ準
用 シ、側枝 ノ偏心生長 ヲ考察 シテ見 ル ト、生長偏碕 ノ現 レザル位 置、即 チ偏 心的休 止位 ハ正及 ビ負
ノ重力 偏心性 ノ均衡 スル位置 卜解 サ レル。而 シテ此 ノ均 衡位 ヨ リ離 レタル位置 ニ テハ爾偏 心性 ノ差
ダ ヶ刺戟 ノ大 ナル方 二從 テ偏碕 ガ現 レル ワケデ アル。 勿論爾偏 心性共軸 ノ横 断方向 二作 用 スル重 力
ノ刺戟 ニョツテ喚起 サ レル モノデアルカ ラ、垂 直 ノ位 置 二於 テノ、現 レナイ トセネバ ナ ラヌ。 然 ルニ
實際 ハ第10圖 及 ビ第17圖 二見 ラル ・如 ク、休 止位 ヨリ垂 直位 二向 ツテ偏碕 ノ程 度 ハ次第 二壇加
シ、垂 直位 二於 テモ偏心生長 ・・決 シテ清失 スルモ ノデ・・ナイ。之 二封 シ"Zimmermannノ 読明法 ヲ
以 テ スレバ、 正 ノ偏 心性 ガ員 ノ偏 心性 二比 シ後作用 ノ大 ナルガ爲、 カカル無刺戟位 二於 テモ猫從來
ノ傾向 ガ残 存 スルニ ヨル ト解 サ レル ガ、實 際上側枝 ヲ垂直 ノ位置 二上向 セ シメ シ時 二生 ズル偏心生
長 ・・、 後 二述ベ ル長期 二亙 ル實瞼 ノ結 果ニ テ見 ラレル如 ク、Ic生 長期 二及 ンデ潰失 セザル モノガ ア
リ(第36圖B雪)、 之 ヲpp°Fs#ナル後作用 二基 クF見 ル事 ハ可 ナ リ無 理 卜言 ハネバナ ラヌ。
 コ コニRawitscherノ 見解 ヲh'1入 レテ、 正 ノ重力偏心性 ノ代 リニ固有偏 心性 ノ存在 ヲ想定 スル
時 ハ設 明ハ甚 グ簡短 ニ ナル。師 チ側枝 ニハ常 二針葉樹 型 二於 テ脊側、潤葉樹 型 二於 テ腹側 二肥 大生
  1)Trophieナ ツ語ノ・元來Wiesnerニ ヨ T偏 心生長ガ榮養ノ偏 、}二基イテ趣 レrノ 思想ヨ可用ヒ
    ラレタモノデ、既二Ursprung(63)モ 指摘'1テ 居ル通11、 此ノ揚合適當ナ1レモノrノ・言ヘナイ
    カ・慣用二從1テ 此虞二充テタ。Schimperノ 構 シタEpinastie・Hyponastieナw語 モ猫其ノ儘用ヒ
    テ居ル人ガアi)(Neger(46))、 中野(44))、 叉邦語ニノ・上側生長、下側坐長(藤 岡:(16))、 上偏
    性、下偏性(三 好:最 新植物學)、傾上性、傾下性(小 倉:植 物形態學)等 ノ語モァルが統一上コ
    コニ上掲ノ言葉 ヲ用ヒテ見タo
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長 ノ偏碕 スル性質 ガ有 リ、 一方幹 ノ場合 ト同檬 ノ重力偏心性 ガ存在 スル トスル。而 シテ前者 ・・重 力
方 向 二封 スルスベ テノ位置 二於 テ同様 二現 レル ガ、後者 ハ軸 ノ傾斜 角 ノ正弦慣 二比例 シ、 水李位 二
於 テ最 大 ヲ示 シ、垂 直位 二於 テ現 レズ、且此 ノ爾者 ガ同時 二同一横断面 上二現 レル場合 ニハ互 二相
殺 シ、爾者 ノ強 サノ代t和 トシテ偏椅 ガ登現 スル モノ トスルh,偏 碕 ノ現vザ ル位置 ハ爾者 ノ均衡
スル トコロニ當ル ト言 フ事 ニ ナ リ、此 ノ位置 二於 テ其 ノ關係 ハRawitscherノ 式(30頁)二 才目似 的 二
        A   =  G.sinε
     (Aut`)trophie)     (Ceotrophie')
                 A:固 有偏心性
                 G:重  力
                 ・:均 衡位 ノ傾斜角
ナル式 デ示 サ レル。而 シテEく90° ナル限 リ同様 ノ關係 ニ アル均衡位 ハ水李 二封 シテ相構 ノ位置 ヲ
トリ、斜 向上下 二二個 アル筈 デアル。然 ルニ先 二Hartmannノ 設 ヲ評 スルニ際 シテ述 べタ如 ク、著
者 ガ繰返 シ行 ツタ實験 ノ結 果 ニ ヨル トニ個 ノ偏碕 側 ノ韓向 スル位置、換言 ス レバ偏心性休止位 ハ水
李 二封 シテ互 二相構 ヲナサズ、動休 止位 二當 ル位置 ハ常 二垂直 下向位 二近接 シテ居 ルモ ノデ アル(第
2.3表)。 故 二此 ノ理論 ・・直 チニ實際 ノ場 合 二封 シテ適用 シ難 ク、設 明上何等 カノ補 正 ヲ要 スル。此
慮 二注 目サ レル 〃 ・カ ノZimmermannノ 所謂重 力調律性縦力 ノ影響 デ アル。此 ノ作用 ニ ヨル刺戟
            心
・・洞 様 ノ關係ヲ以 テ 性
モ ノナ ラバ、重力偏 心
性 ハ垂 直上向位 二近 ヅ
ク程減 少 シ、從 テ水李
二封 シ互 二相構 ナル傾
斜 位二於 テ其 ノ強 サバ
             3fiO°         270°          180°   7       90°   $        0°相違
スル様 ニナル。此                            (360°)
                                      軸 ノ傾斜角
ノ制限作用 ガ果 シテ屈    第30圏 重力調律性縫力ノ作用ヲ考慮シテ攣形セル重力偏心性
                (G)ト 、スベテノ傾斜位二於テ同一・ナ,レ固有偏心性(A)ト ノ組
地性 二於 テMetznerノ     合セヲ以 テ・側核ノ各傾斜位二於ケry偏心生長 ヲ読明ス1レ模型
                圖c重 力偏心性・・固有偏心性 ト360'-180'二 於 テ作用方向一致
提案 セル如 キ式 デ表 サ      シ、180°-0° ニテ反封トナル。而シテS及 ビレ ・爾者ノ均衡
                スル位置二當ルo圖 上横線ハ針葉樹型二就 テ言ヘバ腹側二生長
レル モ ノデ アルカ ドウ      偏碕スル圏、縦線ハ背側二生長偏碕スル闇 ヲ示スo
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カバ勿論未解決 ノ問題 デ アルガ、假 二此 ノ思想 ヲ トリ入 レテ攣形 セル重力偏心性 ト、固有偏 心性 ノ・
均衡 スル駄態 ヲ模型 的 二示 シテ見 ル ト第30圖 ノ如 クナル。 スナハ チ之(の)ニヨッテ側枝 ノ傾斜 關係 ニ
ヨル偏心蛋長 ハ」  明 ガ可能 ノ如 ク見 ラ レル デアラウ。
 然 ラバ軸 ノ回旋 二際 シテ現 レル偏心生長 ハ如何 二解繹 サ レルデ アラウカ。側枝 ノ軸 ヲ回旋 シ其 ノ
形態的脊腹 相構軸 ヲ重力方向 ヨリ動 カ セル場 合 二、先 ヅ吾 入ノ注意 ヲ ヒク反慮 ハ軸 ノ振 曲 (Torsi-
on)デ アルc此 ノ現象 ガ如何 ナル機作 ニヨツテ起 ル カバ猶問題 デ アラウガ、 兎 モ角側枝 二生 理的脊
腹性(Physiologische Dorsiventralitat)ノ 分化 セルニ基 クモ ノデ アル事 ハ確 カデアル。脊腹性 ハ叉
極断的極 性(Transversale Poladt孟tt)ト モ呼バ レ、此 ノ際脊側 ハ苗極(SprosspoD、 腹側 ハ根極(Wur-
zelpol)二 當 ル。今 各横 断面 二於 テ第31圖 二示
ス如 ク直向性輩位 ヲ想定 シ、 之 ノ、互 二隣接 スル  
モ ノ ト密 二結 合 シテ居 ルガ、或 ル程 度迄 ハ動 キ  
得 ル状態 ニ アル ト假 定 スルr,側 枝 ノ軸 ヲ或 ル  
角度回旋 シ、 其 ノー端 ヲ固定 シタ場 合 ニハ各横  
噺面 ノ直向性P°位 ハ屈地 性刺戟 ニヨツテ各々 ガ
許 サ レル範 園 二於 テ屈曲 ヲ現 シ、 固定部 ヨ リ遠
ザ カ レル モ ノ程 其 ノ復 位 ノ程度 ハ累加 サ レルカ   第31圖 背腹性器官ノ重力擬曲ヲ各横臨
・・鯉 艦・・T大18ぴ 迄・紬 ガ現・得  罫諜 繍 轡 位ノ屈地性ヲ以テ
・・ワケデ・・嚇 ・乍・實際振曲・際・各細胞   翫 轟 鷺 謝 羅 『,ン脇
ノ生長 ハ主 トシテ長軸 ノ方 向二行 バ レルモ ノデ、         (Rawitscher二 豫ル)
回旋ニヨツテ董叉ハ根ガ傾斜サ レタル時 卜同様、苗
極 ノ方デハ下側ガ、根極 ノ方デハ上側ギ伸長生長ヲ
促… 其・端 綱 定・・テ居ル鵬 … 瀦 ガ  
偶力 ノ如 ク作用 シテ、第32圖 二模 型的 二示 ス如 ク
軸 ノ涙 レヲ來 スニ 至 ルh解 スル方 ガ、 或 ・・事 實 二
                          第 32 圖    背腹[生器官ノ重ブ」涙曲プ爾
近dカ モ シレヌ(52,s.206参 照)。 然 ラバ 此 ノ      極 二於ケル組織ノ屈地性属曲ヲ以
                             テ説明セル模型圃O
種 ノ涙曲モ亦一種 ノ屈地性現象 トシテ組織 ノ屈曲       軸ヲgo。回旋シー端ヲ固定セry
・起・・… モ・デ・嵐 之・・ツテ軸・屈曲   場鮒 從灘 騰 。劇
  1)但 シ:Metznerノ 瑚 向性 ヲ表 ス式 ・・向 地性 二競 デ ノ ミ雌 ノ重 力 調 律性 ノ影響 ヲ考 慮 ス ル モ ノデ 、
    此 ノ場 合 ノ説 明法rハ 全 然 別 デ ア,v ハ言 フ迄 毛 ナ イo
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ヲ來 スモノデハ ナイ、而 シテ此 ノ場 合 ノ涙 曲 ハ軸 ノ回旋度 二比例 シテ塘 加 スル ガ、 回旋 二俘 フ偏心
生長 ノ方 向 ニハ直接 カカル關係 ガ認 メ ラレズ、爾者 ノ間 ニハ何等注意 サルベ キ類 縁 モ見 出 サμナ イ。
 側枝 ノ回旋 二際 シテバカ カル涙 曲 ノ他 二爾屈 曲モ現 レル6-而 セテ振 曲 ノ影響 ヲ除 キ テ考 フヒバ、
其 ノ屈 曲方 向・・脊側伸長性 二屈地性 ノ組合 ・・サツタモ ノト見 ラレル。Rawitscher・ ・前 ニモ 述ペ タ
檬 二屈地性 ハ軸 ノ側 二關係 ナ 久 脊、腹或 ハ横側 ノ何 レノ側 ヲ刺 戟 スルモ同様 二重力方向 二從 テ屈
曲7起 スモ ノ トシテ居 ルガ、 肥大生長 二於 ケル重力偏心性 二就 テモ亦之r同 様 、何 レノ側 ニモ現 レ
且之 ガ軸 ノ側 二固定 セル偏 心性 タル脊側或 ハ腹 側肥 大性 ト合成 シテ肥 大生長 二偏碕 ヲ起 スモノ トス
ル ト、軸 ヲ回旋 セル場合 ニハ南者 ノ作用方向 ・・互 二或 ル角度 ヲナシテ交 リ、其 ノ合力 ノ方 向 モ亦重
力 ノ方 向 ヨリ離 レル事 ニナル。6今 爾者 ノ強 サガー垂直面 内二於 テ 均衡 セルモ ノ ト考 ヘ ラル ・休 止
位 ノ傾斜角 ヲ保  軸 ノ回旋度         針 葉 樹 型
チ軸・回旋…  £   15°嶺  45°  9°°  13°  18°
           i          i
時ハ舗都 曇 1  ! ・ /
膿 了 ト ↑叉d
ス如キ關係ヲ以
テ回旋度r共 二
                                          嵜
愛化スルガ・之             澗 葉 樹 型
ヲ實騨勺・求・             ,   1 、↑
タル偏心生長ノ                               (コ)l
                                          i
lll饗1弓 ユ斗_寮 !
                      '・如ク・批 ・
、1  ノ  /
豫想・蜘 ル 4 ! ♂
・・デ・・1)LO ・ 騨 ㌦ 讐 蝿 鵬 輔 孚生長ヲ重力髄 ト固有麟
衡位 以外 ノ傾斜         黒箭・・重力偏心性・破箭ハ固有偏心性・白箭ハソノ合力方向・
                圓ノ黒孚側ノ、針葉樹型ニテ〉、腹側、潤葉樹型ニテハ背側 ヲ示ス・
位 二於 テハ爾因         モノrス 。
  1) 回旋度O曾 ノ場合、第13圖 ニデ・・猫男度ノ偏心生長rア テノ形成 ヲ認メryモ ノデア1レカ1、之・・.
    後二述ベル如〃、自彊ノ荷重ニヨ1'テ自然二於ケw側 枝 ノ静止スw位 置が正シイ偏心性ノ均衡位
    郭可稽 々下位、即チ重力偏心性 ノ固有偏心性ヨ可幾分大ナノゼ}コRニ アノレ爲 ト解サulvQ
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子 ノ強 サガ卿 ・囑 、 其 ノ合力方iFIげ 簡短 二求 メノ序 ハ出來 ナ ィガ、 適宜 酵 ノ強 サヲ知 ・レ事 ガ出
來 ルナ ラバ、 同様 ノ關係 ヲ以 テ偏 碕 ノ方向 ヲ求 メル事 ガ出來 ルデ アラウ。・
  2, 固有 偏心性 ノ成立 ト其 ノニ次的攣 化
 上述 セル加 ク側枝 ノ偏心生長 ガ傾向上幹 二封 シテ特異 ナル所以 ハ、 側枝 二於 テ脊側、或 ハ腹側肥
大 性 ナル固有 ノ偏 心性 ガ存在 シ、 之 ガ重力偏 碕性 二合成 シテ現 レノし幽爲 卜解 スノ・時 ヨク詮 明 シ得 ル モ
ノデアル。然 ラバ此 ノ假 定ハ實N'Jニ ドノ程度 迄眞實性 ガ認 メ ラレル モ ノデア ラウカ。以 下實験 ニ
ヨツテ之 ガ謹 明 ヲ試 ミ、 固有偏心性 ナノレモ ノノ本質 二關 シテ更 二考察 ヲ進 メテ見 ヤ ウ。
 固有偏心性 ノ實在 ハ脊 側伸長性 ノ澄明 二際 シテ行 ハ レタル ト同'13K・重力 ノー一)f的作用 ヲ除去 セル
歌態.例 ヘバ軸 ヲ垂 直 ノ位置 ニオケル時、或 ハ水;i.:植物 回縛機 ニ ヨツテ回韓 セノレ場合等 二認 メ ラレ
ル筈 デ アルQ此 ノ内前者 ノ場合 二就 テ・・既 二述 べ タ實験結果(第10-12圓)ニ ヨツテ明 カナル トコ
ロ デアルガ、 後者 ノ例 トシテ著 者ハ あか まつ及 ビた うかへで ノ第 一一次側枝 ヲ水1トニ保 チ毎 口.朝夕
9ぴ 宛回縛 ヲ績 ク子 見 タノニ前者 二       A         B
ハ脊側 二、 後者 デハ腹側 二顯著 ナ・し
アテ ノ形成 ト肥大生長 ノ偏碕 ガ認 メ
ラレタ (第34圖)o
 脊 側並 ビニ腹側肥 大性 トハ夫 々形
態 的上側並 ビニ ドー側 二肥 大生長 ノ偏                       腹            腹
碕・ル傾 ・意味・・モ・T.3[・ 騨 圖 聖、か、。鰍 嚇 。螺.,融 漏
ル・一種・生理的脊灘 現象・見・   A欝 云懇 黙 揚騰 轡 驚
… モ・デ・蝋 必ズ・・軸・形   R欝 瓢 繍 押2回9蜘 斐撃プ
態 的 ・轍 側 嘔 別 ・=JIN6.ラ。、、事      共 ニアテノ形成ノ'背側二偏IV・
ヲ條件 トスルモ ノデハ ナイ。併 シ此 ノ偏心性 ハ側 ニヨ リ座長 ノ相違 ヲ生 ズ ルガ故 二結果 トシテハ勿
論 軸 二形態 的脊腹性 ヲ附與 スル事 ニナル。側枝 ニバ カカル偏 心生 長 ニ ヨル fiah相講 ノ形 ノ他 、皮部 ノ
上側 ノ柔細胞 二葉線艦 ヲ塘 加 シ、或 ハ下側 二特 二皮 目ヲ獲達 スルモ ノ等 ガ アル。夏 二著 シイ ノ・・之
ヨ リ出ズル器 官 ノ排列及 ビ大イサ ノ相違 デ アル。之等 ニ ヨル廣 イ意味 ノ脊腹的形 態 ハ程度 ノ差 コ ソ
ア レ殆 ドスベ テノ側伎 二認 メ ラレルモ ノデ,其 ノ成立 ノ原 因 ハ夫 々ノ場合 ニ ヨツテ 一ー様 デナ カラウ
ガ、 内因的 トシテ考ヘ ラ レル例 トシテハ.Tilia, Fagus等 ノ側枝 二於 テ芽 ノ時代既 二葉序 ノ」二條的
構造 ヲ備へ、 伸長中 ノ外 的條件 ニ ヨツテ全 ク放射 的構造 二改攣 スノレ事 ノ 出來 ナイモ ノガ アルo尤
モ 之等 モ後 天的 二或 ル程度迄 ハ 攣化 サ レル傾向 ガ ア リ、 針葉樹 ノ如 キハ寧 ロ芽 ノ伸 長當時 ノ外因
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ニヨツテ脊腹相 構軸 ノ定 ギルモ ノガ多1卜 言 フ(52,s..238)。・而 シテ此 ノ外因 タル因子 ニハ重力、 光
等 ガ特 二主要 ナル モノニ撒 ヘ ラレテ居 ル。
 形態 的脊腹性 ・・由來生理的脊腹性 ノ分 化 ニ ヨヅテ現 レルモノデ アルカ ラ、一・見南者 ノ相稻軸 ハ柑
一致 シ、其 ノ原因亦相通 ズベキモ ノノ如 ク思 ノ・レルガ、 形態 的脊腹性 ニハ此 ノ他 直接 ノ外的刺戟 ニ
ヨツテ成立 スルモ ノガ ア リ.重 力涙 曲(Geotor,ionj,脊 側伸長性、或 ・・肥 ノ(生長 二於 ケル固有偏心
性等 二就 テ認 メ ラル ・生理的脊腹性 ト必ズ シ干其 ノ相樗軸 ノ方 向 ヲ同 ジウスル{,ハ 限 ラナイo併 シ
生理的脊腹性 ノ分fヒ ヲ來 ス因子 二就 テハ同様 内的及 ビ外 的 ノ爾方面 二求 メ ラレルモ ノデiTilia, Fa-
gus等 ノ側 伎ヲ芽 ノ時代 ヨリ植 物回輻 機 ニ ヨツテ回縛 シ、重力及 ビ光 ノー 方的影響 ヲ除去 スルモ.
猶 伸長 二際 シテ脊側伸長性 ヲ現 ス ト言 フガ如 キハ内因 二基 ク ト見 ラル ・例 デ アル。而(わ)シテ外 因 ドシ
テハ重力、 光等重要 ナル モ ノ トシテ學 ゲ ラレルデ アラウ。何 レニ セヨー度分化 セル生理的脊腹性 ハ
長 ク其 ノ器 官 ノ側 二師 シテ固定 サ レルモ ノデ、此 ノ性質 二基 イテ現 レル現象 ハ假令二次的 二軸 ノ位
置 ガ攣 化 スルモ容易 二傾 向 ヲ改 メナイ毛 ノデ アル事 ヲ約束 スル0此 虚 二普 通 ノ刺戟現象 トノ匿別鮎
ガ アル。 今例 ヲ重力 性脊側伸 長性(Geoepinastie)ト 屈地性hニ トツテ、此 ノ關係 ヲ説明 スル ナラバ、
雨者 ハ等 シク軸 ノ横断方 向ニー方 的 二作用 スル重力 ニ ヨツテ軸 二分極歌態 ヲ來 セルニ基 ク.',二於 テ
ー致 スルモ ノデ アルガ、前者 ノ分極歌態 ハ永 ク固定 サ レ、常 二脊側、此 ノ場合 上側 二當 ル側 ガ伸長
スル性質 ヲ トリ、二次的 二軸 ノ重力方 向 二封 スル關 係ガ愛 化 シ、脊側 ガ上側 ヨ リ離 レタル場 合、或
ハ重力 ノー方的作用 ノ滑失 セル場合 ニアツテモ、一度 固定 サ レタル脊側 二伸長 スル性質 ハ失 ハ レナ
イ ノニ封 シ、後者 ハ重力 ノ刺戟 ノ存 スル時 ニ ノ ミ、其 ノ作用 方向 二從 テ登現 シ、刺戟 ノ漕失 スル ト
共 二若干 ノ後作用 ハ認 メ ラレルガ速 二消失 スルモ ノデアル。從 テ此 ノ鮎 ノ ミニ就 テ言 ヘバ、 爾者 ノ
相違 ハ分極 歌態 ノ固定度 ノ相違 二過 ギヌ ト言 フ事 ニナ リ、 前者 ハ後者 ノ後作用 ノ非常 二長 イ場 合 ト
解 シテ解 サ レヌ事 ハ ナイ。勿論重力性 脊側伸長性F モ、其 ノ強 サ及 ビ固定度 ハ之 ガ成立 二與 ル重
  1)Wiesner(1896)(65)1、 前ニモ述 ベタ様二(4頁)、 側枝ノ・母軸二醤ス7レ側ニヨツテ内因的ノ偏
    心性ヲ有ス・レ}シ ・針葉樹ニテ・'母軸 阪 野ノ側二∠脹 鵬 シ(E・ ・t・phi・)・潤葉樹ニテ・'母
    軸二封ス,レ側二生長著シ〃ナry(Endotrophie) ト礪シテ居ルが、著者ノ實験ニヨレバ前者ニノ・
    背側肥大性力・、後者 二・・腹側肥大性が認メラソ,晦 ノデ、第一次側枝ノ場合Wi・ ・n・ ノ所甜
    其ノ關係全ク逆デアivo叉 彼ハ第二次側枝二就テモ母軸 タ1レ第一・次側枝二封スル側ニヨリ、同y
    クExo一 或ノ・Endotrophieヵ"成 立シ、之ガ重力ニヨrV下側又ノ・上側肥大性 ト合成シテ生長偏椅
    ノ方向ハ針葉樹二於テノ・外下側二、潤葉樹二於 テ・・内上側二向フト述 ベテ居ルガ、著者 ノ観察ニ
    ヨレバカカ,レ傾向・・認メ難 ク、只第一・次側枝が自然二於テ多 クノ場合次第二傾下ス'レガ爲、其ノ
    横二水平二出1レ第二次側枝 ノ軸 ヲ回旋スル事 トナリ、之二俘ソテ生長偏碕側ガ横側二向へ'レ例ハ
    屡1 見々 ラLノ,レo
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カ ノ作用 ノ量 二關係 ス・レモ ノ ト考 ヘ ラレルガ、一度 固定 セル此 ノ性質 ・・屈地性 ノ女[iク軸 ノ重力方向
二封 スル傾 角 ニヨツテ嚢現 ノ程度 ヲ異 ニスルモ ノデハ ナ'G
 斯 ノ如 ク生理的脊腹性 ハ器官 ノ側 ニ ヨツテ固定 セル性質 デ アル ガ、併 シ絶封 不憂 的 二固定 セルモ
ノデ ・・ナイ事/¥側 枝 ヲ長期間植物回韓機一ヒニ オキ重 カ ノー方 的作 用 ヲ除 ケノレ場 合、或 ハ挿木 トシテ
母艦 ヨリ切 リ離 セル時等 二次第 二其 ・斜向性 ガ減少 ス・・卜冨 フ多 クノ實験例(52,s.116)ニ ヨツテ
モ察 セラレル トコロ デア・レ。而 シテカカ・覗 三理 的脊腹性 二攣 化 ヲ來 サ シムベキ県 因 ハ、 脊腹 性 ヲ附
與 セ,シ原因 ト同様、 亦 内的及 ビ外的 二分 チテ考ヘ ラレ、 内的 ニハ器 官相互 ノ相關h係 ノ攣 化 ガ アリ
外的 ニハ重 力 ・光等 外因 タルベキ因子 ノ作 用 ケ法 ノ攣化 ガ アノ・。
 樹木 ノ肥 大生長 ハ同一・横断面 ヒ長期 間 二亙ツテ行 ・・レ、偏 心性 ヲ現 スニ際 シテモ、 傾動性 ノ場 合
ノ如 ク多数 ノ:占イ枯死 セル要素 ニ ヨツテ妨ゲ ラの レモ ノデハナイカ ラ、 固有偏 心性 ハ他 ノ生 理的脊
腹 性現象 二比 シニ次 的 ノ愛 化 ヲ受 ケル機會 ガ多 イ トセネバナ ラヌ。
 此 ノ固有偏 心性 ノ憂 化 ノ問題 二關 シ著 者 ハ次 ノ如 キ場 合 ヲ選 ンデ實験 ヲ試 ミテ見 タ。
    a.側 枝 ヲ水 李 二於 テ長期 間回薄 セ・レ場 合
 あか まつ及 ビひの き ノ第一一次側枝 ヲ用 ヒ、軸 ヲ水∠ドニ保 チテ毎1」9U'yL 2回2生 長期 二亙 リ回韓
ヲ績 ケテ見 タノニ、實瞼 ノ初期 二於 テ・・前 二蓮 ペタ様 二(38頁)何 レモ脊側 二著 シク生長偏碕 スルガ・
次第 二不明瞭 トナリ、アテ ハ燧 二認 メ ラレナ クナル カ或 ハ全周 二弱 度 二生 ズル様 ニナル。此 ノ時期
ハ部分 ニ ヨツテ相違 シー般 二若 イ部分程早 ク、あか まつ ノ2年 生軸 デハ2年 目 ノ初 叉 ノ・中頃 二來 ル。
 叉毎 口180° 宛回韓 シテ脊腹側 ヲ交 配二上面 セ シム ルカ、或 ハ 常 二水'ド ノ方向 二 横面 セ シムル時
ハ、前 ト同様初期 ニハ明 カニ脊側肥 大性 ガ現 レルガ次第
二減退 シ、代 ツテ上 下爾側 二同程 度二生長偏碕 スル傾 向
ノ偏心傾向 ノ・第35圖 二示 ス如 ク、 水!ト ニテ90° 回旋 セ
ル時 ノ偏心傾 向(第14圃 参 照)ヲ 上下 二複合 セル形 卜見
以 傲 第・備 方向ガ上下側・分レ・來ル・ハ脊側 第3灘.,聯 濃 蓼ご饗
肥 大性 ノ分力 ガ吹第 二減 少 シテ來 ル爲 ト解 サ レヤウ。      ヲ24時 間毎二18()'宛回韓 三テ
                             2生長期問纏績セル場合ノ偏心
    b.側 枝ヲ垂直位二長期間保 テル場合         成長・初メ背側二強度二生長偏
                             筒スルモ次第ニアテノ形成側ノ・
 す ぎ ノ第一次側枝 ヲ用 ヒ垂直 二上向或 ハ下向 シテ、母      上下二分離シ來・レ。×12
幹 二並行 二保 チ、3盤 長期 ノ後其 ノ偏心生長 ノ傾 向 ヲ調査 シテ見 タノニ、何 レモ脊 側 二偏碕 シ、且生
長次第 二衰 ヘテ3年 目二・・全 ク停ILシ テ居 タ。而 シテ此 ノ生長減退 ハ下向 セルモ ノニ於 テ特 二著 シ
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イ。(後 述第8表 参 照)。
 次 二母幹 ヲ傾斜 シ、 ソノ上側 ノ側枝 ヲ華直 二一L向セ シ メテ;;/長 期 ヲ保 ツテ見 タ ノニ母 幹 ノ傾斜
大 ナル場合程、側 枝 ノ肥 大生長 ・・著 シクナ リ、僅 二母幹 ヲ15° 傾斜 セル ノミニテモ枝 ハ3年 目迄 ヨ
ク生長 スル。 而 シテ母幹 ヲ水'卜迄 傾斜 セル例 ニテハ側枝 ノ生長次 第 二旺盛 トナ リ、同時 二脊側肥 大
性 ヲ減 少 スル傾向 ヲ現 シ、甚 ダシキハ1年 目、多 クハ2-3年 目二於 テ全 ク同♂亡、的 二生 長 スル様 ニ
ナ リ、アテ ノ形 戒 ハ認 メ ラレナクナル(第36圖)。 而 シテ其 ノ先端 二生 ズル新 ラシキ芽 ハ外部的形
      A                  B,                     B2
     腹
     側            腹
                  側
                                  腹
                                  側
    第36圖  母幹 ヲ傾斜シ、其ノ上側 ニアiレ側枝ブ垂直二上向セシ場合ノ偏心成長o
      A すiか けのきノ例。断面ハ基部 ヨ、I tocmノ 位置。アテハ初メ腹側二現 レ,v
        當年中二iY!失スryo  X 4.
      B すぎノ例。B1ノ ・基部ヨy30 cm。 アテ・・初メ背側二現レ,レモ次第二弱度 トナ、I
       z年 目二・・nク 形成セブご。
        B2ノ 、同ジ側枝 ノ基部 ヨ、112 Cm/r面oア テノ・2年 目二於テモ猴顯著二背側二
        生セしivヲタ己Fレ0      ×8.
態 ニモ放射型 ヲ帯 ビ、H.斜 向性 ヲ失 フo
 な なめの き、すすか けの き等 ノ潤葉樹 ノ若 イ枝 二就 テ行 ツタ同様 ノ實験 デハ1年 目 ノ後 期既二腹
側 ヘ ノ偏碕傾 向ヲ失 ヒ、先端 ハ直向性 ヲ示 ス様 ニ ナノし(第36圖A〕 。
    c.側 枝 ヲ上向 セ シメ且母幹 ヲ傾斜 シテ長期間保 テル場合
 す ぎ、 ひの きノ側枝 ニテ約70uノ 傾斜角 ヲ有 セノ・モ ノヲ トリ約40'位 迄 上向 シ、 目其 ノ母幹 ヲ水
李迄 傾倒 シテ3生 長期 ヲ保 ツテ見 タ ノニ、 初期 二・・第ll圖 二示 セル如 ク明 カニ脊側 二生 長偏 碕 ス
ルガ、 後、 多 クハ2年 目 ノ内二再 ビ腹側 二 崖長偏碕 スル様 ニナル(第37圖)。 尤 モ古 イ部分 デハ
3年 後 ニモカ カル偏碕 側 ノ韓向 ヲ現 サナ イモ ノモ アル。叉潤葉樹 ノ場合 デノ・此 ノ愛化極 メテ早 久
若 イ部分 ハ當年 中 二既 二幹 ノ傾向 ヲ帯 ビテ來 ル。
    d.側 枝 ノ軸 ヲ或 ル角度 回旋 シテ長期間 保 テル場合
4L
        北          側枝 ノ軸ヲ回旋スル時ハ初期二於テハ常二先二示 シタ
        側(じヨ)        第14.15圖 二見 ラル ・如キ方向二生長偏碕ヲ起スモノ
        デアルガ、喪期間其 ノ位置二保 ツ時ハ第38圖 ノ例 ノ如
        ク次第二偏碕側ガ針葉樹型ニテハ下側二、潤葉樹型ニテ
        ハーL一側二移動シテ來ノレノガ認 メラレル。爾此 ノ際針葉樹
        二於 テ履 々偏碕側ガ正 シキ下側ヲ超 シテIX ノ方向二移
        リ、再 ビ正 シイ下側二向ツテ返 リ、振子的二偏碕側ノ憂
        化スル例ヲ見ルガ、之ハオソラク軸 二重力涙曲ガ起 リ、
        將     下・述ベル如・・款 的・回旋・關係ガ現・蠣 デアラ
第37圖 すぎノ母幹 ヲ傾斜シ其ノ上側  ウo叉 カカル偏碕側 ノ推移 二際 シ年輪界 ヲ界 トシ、或 ノ、
   ニア,レ側枝ヲ上向シテ40° ノ傾斜
   欝 魔 場合'生騨 狽曜 咋 輪内一アツテ・明・ナ曙 ・示・テ鰍 ・4ヒ・・
    簿1滋 舅盤 講 禦 伽 多・事・棚 ・・ル撒 デ・ル緬 ・テななめのき・
    繕 驚 帰 幽講 謄 す棚 ナのき等醸 樹・場合デ… カ・・推御 比較解
    見ル・      槻 ・一 年目。於漸.正 。キ上側。移、モノノ多イ
        A          B      事・・前ノ實験ト同様
        ト
                         上         デアル(第38圖B)Q
              以E:ノ 諸事實ハ何    腹側
             レモ固有偏心性ガ重
背側
             ニヨツテ消長スル事
             ヲ物語 ルモノ ト見 ラ
        トー        下     ・・蝋 夏二動 ・
   第3撮 謬 駕 縢 嚇 ノアテノ形成狽賊 購 二  作用方向・攣化・際
     Aす ぎノ側枝ヲ約100°lullii 3生 長期 プ経過セル毛ノo     シ新 ラシイ重力方 向
       アテハ初メ背下側二生ズルモ2孟Fロ ニ・・略 々正シキ下側
       二移vryヲ 見ry。   ×7.5              二從 テニ次 的 ノ固有
     B な ・めのきノ側枝 ヲ約so° 圓旋セry ノ。アテハ初メ腹
       上側二生ズルモ次策二上側へ推移シ當年中二殆 ド正シキ     偏 心性 ガ分化 スルモ
       上側二3K,vヲ見7L。   ×.;,                                   
ノデ アルカ如何 カニ
關 シ、次 ノ如 キ實験 ヲ補 ツテ見 タo
    e.側 枝 ノ軸 ヲニ度回旋 セル場合
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 あか まつ及 ビす ぎ ノ側枝 ヲ用 ヒ軸 ヲー・度約60° 回旋 シ、2生 長期 ヲ維 過 セ シメ テ後再 ビ回旋度 ヲ
2ぴ 迄返 ス。 カク シテ現 レル肥大生長偏碕 ノ歌 態 ヲ検 スルニ第39岡 二示 ス如 ク2回 目 ノ回旋 二際
シテハ最初 ノ脊腹 相構軸 ノ回旋關係 ニヨラズ、1回 目 ノ回
購 ・轍 向職 欄 ・訊 ソノ回旋・關係・從 艦 黛 醜
フ如 キ偏心4三長 ヲ現 シテ居 ル。尤 モ古イ部分デハ依然最初
ノ脊腹相稽軸 ノ回旋 ノ關係二從 フ傾向ガ見 ラレルガ、之ハ
原 ノ固有偏心性 ノ固定度 ガ高 ク、新 ラシイ固有偏心性ノ分
化ヲ見ルニ至 ラナカツタ爲 ト解 サレルQ            且  漉 D
    f. 側枝 ノ軸ヲ回旋 シ1生 長期 ノ後傾斜角ヲ攣化         一(ユユワ)
                            第39圖 一t}・ノ側枝ノ軸ヲGO'団
      セル場合                旋シ、2生 長期ヲ保チテ後更二
                             岡旋度ソ200迄返セ7レ場合ノ偏 
同様 ノ材料ヲ以 テ先ヅ水Zドノ附近二於 テ軸ヲ45'回 旋 シ、    心・L1:ノ例。   xa.D.
                              Dハ腹側、uiハ最初ノ回旋暗
1生 長期 ヲ保チ・後傾斜角ヲ30° 二迄上向 シ・ ココニ現 レ     ノ下側、u,ハ21。 旧 ノ1[11旋
ル偏姓 長・検・… 第・・圖・例・女帥 鰍 ・」・側  鷺二識 歪痛㍊1躍
・アテ・生・源 ・脊側・加 ・從一… 叉最初・180'  讃 賂 繍 鶉 尚号
回旋 セノし例 二就 テ見 テモ同様 ノ結果 ガ認 メラレタ。       '1{ス゜
 師 チ」二記 爾實験共、重力 ノ作用 か向 ヲ攣 化 シテ長時 間維 過        上
セ シムノし時 へ 次第 二新 ラシキ重カ ケ向 二從 テニ次 的 ノ重力
牲 固右'偏心性 ガ成立 スル事 ヲ示 スモ ノ ト見 ラ レヤゥo
然ラ硬 ・元來生鋤 放雛 デ・埴1司性 ・幹・於・・、 蕩 鴇
長期間 二亙 リ重 力 ヲ 一ー・方的 二作用 セ シムル時 二・・矢張 リカカ
ル脊腹 性 ガ附與 サ レル モノデア ラウ カ。若 イあか まつ ノ幹 ヲ
傾斜 シテオク ト重力偏心性 二基 ク偏心生長 ニ ヨツテ軸 ハ脊腹         下
嘔 別拙 來ル様・ナル。併・之ハ生鋤 搬 性ト直接・關  弟響1謬 論 膵
係ガ… ケデ・・… 夏・之・長期間同・催 ・保ツテ才  器 、轡 雛,lll
ク ト偏心生長ハ傾斜當時税顯著デナクナリ、アテ ノ形成 モ次     !L!r:°
                                川旋後ノ上側二生長
第 二不 明瞭 トナルガ、此 ノ現象 ハ果 シテ重カ ノ作用 ニ ヨツテ      f耐奇スwヲ 示ス・
脊側肥 大性 ガ成立 シ、重 力直接 ノ刺戟 二基 ク重 力偏心性 ヲ制限 スルニ至 ルニ ヨル モノデ ア ラウカ。
之 二慮 ヘ ルガ爲 二著者 ・・次 ノ如 キ實験 ヲ行 ツテ見 タ。
   g・ 幹 ノ傾斜角 ヲニ度髪化 セル場合
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 くろ まつ ノ若 イ幹 ヲ水Zド ニ近 ク傾斜 シ、4月 ヨリ6月 一ド旬迄 保 チテ後之 ヲ上向 シ、垂 直、或 ハ約
10'ノ 傾斜角迄返 ス。 カク シテ現 レノ・ア テ ノ形成歌態 ヲ見 ルニ乖       上
直 トセルモ ノモ、猫約IO° 傾斜 セノレモ ノモ共 二最初 ノ傾斜當時一L
側 タ リシ側 二明 カニアテ ヲ形成 シ、後次第 二沿 失スノ・(第41瞳1).
但 シ之 ハ2年 軸迄 ノ若 イ部分 ニ ノ ミ見 ラレ、3年 軸以」ニノ古 イ部
分 ニハ 現 レナイ。 同様 ノ結果 ハす ぎ、 うりはだかへで等 二 就 テ
行 ツタ實験 デモ認 メ ラレタ。
    h.幹 ヲ水!h二 傾斜 シ、1生 長期 ノ後 其 ノ軸 ヲ回旋 セル       下
      場合           箪41鑑,≦藤;ご 鍔1
あかまつ及・棺 ・繍 ・水'1'=・傾斜・1帳 期・後繍1・ 欝 雅 罷讐
… 回旋・テアテ・形成側・瞼・臆 回撒 ノ下側… 多  灘 ζ翫 獄
小 最初 ノ傾斜 當時 ノ上狽1ノ方 二偏 ツタ側 二生 ズノ・傾ll,げ アJb          ×.,
 此 ノニ ツ ノ實験結果 ・・宛 モ側枝 ノ場 合 ト同様 ノ傾llllヲ示 スモ ノデ、長期 間 二亙ル重力 ノー方 的作
用 ニ ヨツテ、本來放 射性 ナノし幹 二於 テモ生理的 俘腹姓 ガ分 化 シ、脊側肥 大性 ノ成立 スノし事 ヲ物語 ル
モノ ト考ヘ ラレヤウじ 而 シテ之 ガ若 イ部 分 ノ ミニ限 ラ レル ト言 フノ・・、.占イ部分程 カカル生理的1性
質 ノ樽換 ガ困難 トナノ・爲 卜解 サ レノし。
 ・般 二脊腹 性 ヲ分 化 スル外的 ノ因f一 トシテハ重 力 ノ他 二fnj光 ガ重要 ナノレモノ トサ レテ居ル。併 シ
固有偏 心性 ヲ現 ス生 理的脊腹性 ガ果 シテ光 ニ ヨッテ成立 スルモ ノデ アノしカ ドウカ、 」叉光 ニ ヨツテ此
ノ脊腹性 ガ礎 化 サ レルヤ否 ヤニ就 テノ、著者 ハ未 ダ的確 ナル材料 ヲ有 シテ居 ナイ。
 脊腹性 ノ攣 化 ヲ起 ス内因的 ノ場合 トシテ、 先ゾ第 ・二数ヘ ラレル ノハ器官相 圧 ノ相關 々係 ノ憂化
セル場合 デ アル。側 枝 ト母幹 二於 ケ・・相關h係 ガ母幹 ノ傾斜 二際 シテ麗齪 サ レノしト言 フ事 ハ古 クカ
ラ知 ラレテ居 ル トコロデ アルガ、 前 二述ペ タ側枝 ヲ」:向 シテ長期 間保 テル實瞼 ニテ(41頁)母 幹 ガ垂
直 ナル時 ハ側枝 ノ固有偏心性 ハ憂 化 シ難 ク、ソノ生長 ハ制 限 サ レル ノニ封 シ・母幹 ヲ傾斜 セル時 ニハ
側枝 ノ脊腹 性 ハ消 失 シ易 ク、且生長賑盛 トナル ト言 フ事實 ノ如 キモ、此 ノ 一ー例澄 タルモノデア ラウ。
 :1三幹 ノ先端 ガ障 ±;ヲ受 ケ タ場合、最」二部 ノ側枝 ガ次第 二1亘向性 ヲ帯 ビ、形態 モ漸次脊腹性 ヲ失 ツ
テ來 ル。叉挿木、伏條等 トシテ、母罷 トノ關 係 ノ少 クナツタ側枝 ニ モ同様 ノ傾向 ガ見 ラ レル。反封
二主軸 卜競 孚 ノ位置 二立 テル側枝 ハ韮軸 ノ分 化明瞭 トナ リ、 ソノ生長旺盛 トナツタ時、次第 二傾 下
スル性 質 ブ現 スモ ノデ アル。EDgler(13, S.275ノ ノ記 載ニ ヨル ト上方 ノ同側 ニアル側枝 ヲ裁去 スル
時 ・・下方 ノ側枝 二1ゴ11屈 曲 ガ起 ノレトuフ 。 之等 ノ諸現象 ハ何 レモ母幹 卜側枝、或 ハ側枝相互 ノ相 關
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關係 ノ憂 化 ニ ヨツテ屈地 性休止位 二愛化 ガ起 ルニ基 ク ト説明 サ レテ居 ・レモノデ アル。換 言 スレバ之
等 ハ相 關 々係 ノ攣 化 二際 シ姐 理的脊腹 性 ガ動撫 シテ其 ノ脊側伸長性 二消長 ヲ來 スニ ヨル ノデ アル。
從 テ同様 ノ場合、肥 大生 長 二於 ケル固有偏心性 モ亦影響 ヲ受 ケル ト想像 サ レルガ、 實際 如何様 二此
ノ攣 化 ガ現 レルモ ノデアラウカ。 著者 ハ之 二關 シ次 ノ如 キ場面 ヲ選 ンデ観 察 ヲ試 ミテ見 タ。
   A.固 有 偏心性 ノ減少 スル場合
    a.代 償梢形成(Ersatzgipfelbildung)
 す ぎ、 ひの き、 あか まつ、 ナこうひ等 二就 テ主軸 ノ上部 ヲ載去 シ、 最上部 ノ側 枝 二現 レル偏心生 長
ノ歌態 ヲ槍 シタノニ、先 ヅ最 初 二兄 ラレル攣化 へ 下側 二急激 二偏碕 ノ程度及 ビアテ ノ形成 ガ著 シ
クナル事 デアル款 イデ軸= _L向屈 魂
                 民 ジ,,麟簿
                                  ♂「
ル(昂42圖)。 之ハ代償現象 二際 シ     A       B       C
脊側伸長性 ノ浦失 ニヨツテ脊地性 ガ    a%42轡 すぎノ側技ノ補充梢形成二際シ現レノレア
                      7冒る{列o                             ×4・
劇 ・ル・艦 脊側肥大㈱ 少  繍 ㌘諮 戴去シ'1帳 期ヲ糸脚 後ノ
シ重力偏心性ガ著 シク獲現 スルニ至       A・ 基部。傾斜角iO°・ 下側二著シクアテヲ
                        形成ス。
ル儒 ト解 サ レル。而 シテ此 ノ際脊側      B・ 基部ヨ リDCITI。傾斜角初メ60°・後25°迄
                        上向スoア テ・・初メ下側二現レ次第 二消
肥 大性 ノ消失ハ漸進 的 ナル ガ故 二、          失シ。次デ上側二現レ之 モ亦次第二消失
                         スO
重力偏 心性 トノ均衡位 モ亦漸次 上向       C.基 部ヨ1115cmノ 附近。傾斜角初メ55°、
                        後15° 迄上向スoア テノ形成朕態ハBト
ノ位置 二推 移 シ、 一方脊側伸長性 ノ         略同様。
減 少ニ ヨル脊地性 上向屈 曲モ漸次 二進行 シテ行 クガ、此 ノ速度 ト肥 大生長 ノ偏 心性均衡 位 ノ移動 ス
>L速 度 ト・・軌 ノ各横断面 二於 テ常 二必ズ シモー 致 シ得 ルモ ノデハナ イカ ラ、前 者 ガ後者3リ 先行 ス
ル部分 デハ重力偏心性 ガ現 レテ下側 二生長偏碕 シ、後 者 ガ前者 ヨリ進 ム時 ハ固有偏 心性 二支配 サ レ
テ上側 ニア テ ノ形成 ヲ見 ル ワケデアル。叉脊地性屈 曲ハ側枝 二既 二存在 スルア テ ノ抵抗 ニ ヨツテ圓
滑 ニー垂 直面 内 二進行 シ難 ク、屡 々軸 二涙 曲 ヲ來 シ、從 テ此慮 二偏碕側 ガ横側 二移 ル場 合 ガ生 ズル
事 ニナル。
 脊地性屈 曲 ガ進行 ス レバ軸 ハ結局垂直 トナル ガ、此 ノ屈 曲 ハ次第 二基 ノ方 ノ部 分 ニモ現 レ、 各部
ノ屈 曲 ガ累積 シテ先端 デノ、却 ツテ反封側 二向 ツテ傾斜 シ、 所謂超過屈曲(Uberkrummung) ヲ來
ス事 ガアル。 カカル場合 勿論 重力偏 心性・・新 ラシキ側 二封 シテ喚起 サ レ、 夏 二復蹄屈軸(Riick一
4G
krummung)ガ 起 レバ再 ビ元 ノ側 ガ刺戟 サレル様 ニナル。斯 ノ如 ク軸 ノ振子的蓮動毎 二偏心生長 モ
幾度 力攣化 スル ワケ デアルガ、樹木 二於 テ・・屈 曲 二抵抗 スル要素 ガ多 イ爲實際 ニハ夫程屡 々憂 化 ヲ
繰 返 セル例 ハ稀 デアノし。
 以 」ニニ ヨツテ古 クカ ラ問題 トサ レテ居 タ代 償梢 二現 レルア テ ノ形成歌態(63,s,260)・ ・ヨ ク了解
サ レルデア ラウQ而 シテ生理 的脊腹性 ガ全 ク潰失 シ垂 直 ノ位 置 ヲ得 タ部分 デノ・モ早偏心生長 ハ現 レ
ズ、之 ヨ リ出ズル新 芽條 ハ正常 ノ幹 卜何等攣 ル トコロハ ナイ。
 今若 シ上'1cノ 材料 ニテ脊地 的上向屈 曲 ノ=1ET了二先立 チ、人工的 二側枝 ヲ上向 セ シムル時 ハ初 メ脊
側 二強度 ノ生長偏碕 ヲ起 スガ、次第 二先端 ヨ リ此 ノ傾向 ヲ失 ヒ、若 イ部 分租 早ク生理的放射性 ヲ獲
得 スル。
 叉反封 二脊地性 」二1'・」屈曲 ヲ入工 的 二制禦 スノレ時 ハ、著 シク下側 二生長偏/-frシ、別 ノ代償芽條 ガ嚢
達 スル場合 二再 ビ此 ノ傾向ハ減 少 スル。之等 ノ例 ハ亦 ヨク上記 ノ理論 ヲ裏 涯 スル モ ノデアラ ウ。
 f`inすすか けの き、 は うちは かへで等澗葉樹 ノ例 二就 テ代 償梢 形成 ノ場合 ヲ観察 セルニ、代 償現 象
・・更二活溌 二現 レ、 固有 ノ腹側肥 大性 ハ早 ク消失 スルガ、其 ノ トル縄 過 ハ上述 ト全 ク同様 デ アル。
    b,挿    木
 らんだ いす ぎ、ひ の き、あす なろ、 いちゐ、すすか けの き等 ニテナルベ ク水∠ドニ近 イ位置 ニ アル
側枝 ヲhツ テ、傾斜 角及 ビ回旋度 ヲ種 々二組 合 ハセタル位 置 二挿       背
                                   側
木 シ、ソノ偏心生長 ノ傾向 ヲ調査 シテ見 タノニ、初期 ニ アツテハ全
然母 幹二着 ケル儘行 ヘ ル實験 ト同様 ノ結果 ヲ示 シテ居 ルガ、次第
二固有偏心性 ヲ減 少 スル傾向 ヲ現 ス(、第43圖)。 併 シ之 ハ挿 付 ノ
傾斜 角 ニヨツテ異 ナ リ、垂 直 二近 ク挿 セルモ ノ程放射性 二攣 リ易
イ・紳 二挿 … モ… すすかけ・)き以外・・何 ・モ三・印 ・月酋    籍
脊腹性 ヲ保存 シ、新芽・・依然 トシテ倶腋 ・姿勢 咄)・ 。叉軸 ヲ回  節43町 すぎノ側枝獅
                                木セル場合二止セルア
旋 セル形 ニテ挿 セルモノハ挿姿 二於 ケノレ重力方向二從 テニ次的ニ    テノ例・   ×4・
                                 約10つノ傾斜二挿シ
脊腹相稽軸 ヲ憂化 シ、之 ヨリ出ル芽・・挿姿 二於ケル重力方向二從      2・k長期ヲ経過セry
                                 モノ、アテハ初メ著
テ脊腹性 ヲ現ス。一般 二側枝 ヲ鳳 テ挿木叉ハ接木セ・・場合一 餉     シク背側ゴkズ 妊
性・憂化・ル傾向・・蹄 … YiR分… 、鱗 ・・ツテ雛   矯 饗 姦撫
ガアルト言ハ レテ居 ルガ、固有偏心性 ノ潰失二就 テモ同檬 ノ事ガ     セズ゜
言 ・・レ、著者 ノ槻察 ニ ヨル トらんだ いす ぎ、 ひの き、 あすなろ等 ハすすか けの き、すぎ等 二比 シ放
射性 二憂 リ易 ク、叉枝系 二就 テ言 ヘバ高 次 ノ枝程、同次 ノ側枝 ニ アツテハ古イモ ノ程、 ソノ固有偏
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心性 ハ固定 シテ居 ル ト見 ラ レル。
 筒此 虚 二注意 シテ オキ タイノハ不定根 ヲ下 セル附近 ニ テ、アテ ノ形 成 ガ認 メラ レナ クナル事 デ ア
ル。概 シテアテ ノ形 成 ハ土中 二於 テ不 明瞭 トナル傾向 ガ アル ガ、獲根状態 トナ ツタ部分 デノ・急 二其
ノ形戒 ガ見 ラレナ クナル。同様 ノ現象 ハ叉伏條 ノ場合 二於 テモ観察 サル ・rコ ロデアル。
  B,固 有偏心性 ノ檜 加 スル場合
 Piceaノ 頂 芽 ノ生 長 ガ側芽 二比 シテ遅 レ、叉Pinusノ ー/FY_'I」イ時代夏 芽(Johannistrieb)ノ 獲達 ガ側 芽
ノ ミニ現 レル例 ハ 自然 二於 テ屡 々見 ラレルガ、此 ノ際側枝 ハ比較 的上向 セル位 置 ヲ トヅテ生長 シ、
頂芽 ノ生長 ガ旺 盛 トナルニ及 ンデ次第 二傾下 スル傾向 ガアル。類似 ノ現象 トシテ、す ぎ ノ如 ク萌 芽
シ易 イ樹 種 ニテ、側 枝 ガ代償梢 トナ リツツ アル際 其 ノ基部 ヨ リ別 二新 ラシイ 代償的 ノ繭芽 ガ現
レ、 此 ノ勢力 ノ方 ガ優勢 トナ ツタ場合、側枝 ・・再 ビ傾下 スル モノガアル。 カカル材料 ヲ トツテ見 ル
ト何 レモ基部 二脊側 ヘアテ ヲ形成 セル ノガ認 メ ラレルガ、之 ハ主軸 トノ相關 々係 ニヨツテ側枝 二脊
側肥 大性 ガ噌加 シ、 重力偏 心性 トナ ス均衡位 ガ次第 二下向 シ、一方脊 側伸長性 ノp曾加 ニ ヨル軸 ノ傾
下 ガ之 二及 バナカツタ場合 二脊側肥 大性 ニ ヨツテカ カルアテ ノ配置 ガ現 レタモ ノ ト解 サ レル。
 fFlj Pinusノ 側枝 ハ若 イ芽條 ノ時代 二・・主軸 ト並行 シテ直向性 ヲ示 スガ、葉 ノ伸 ビル頃 カラ次第 二
            1)
基部 ヨリ傾下 シ斜 向性 二憂 リ、 此 ノ際 ニモ基部lcm附 近迄 上側 ニア テ ヲ形成 スル例 ガ多 イ(第44
圖)。 著 者 ハ くろまつ ヲ材料rシ テ支桿 ヲ附 シ、カカル軸 ノニ吹 的傾下 ヲ制 限 シテ見 タ ノニ、 此 ノ上
側 ノア テハ著 シク噌 加 シテ先 ノ方 へ10cm↓ ユ上 ニモ及 ンデ認 メ ラレル様 ニ ナ リ(第45囲)、 叉反封
                第45圖 くろまつノ
  第44圖 くろまつノ       側芽條ノニ次的傾      策郵圖 くろまつノ側芽   側芽條
ノ基部ノ上        下ヲ制限セ1レモノ        條プO月 中旬人工的二
   側二生ゼ,レアテノ       ニテ上側ニアテノ       傾下セ,レモノニテアテ   例
。  ×4・     形成 ノ椴加セル     ガ陥明二著シク現レ、
                  例つ噺面ハ基部ヨ        上側ニハ生セザw例O
                  りJCInノ 部分・       断面・・墓部ヨ、}5cm
                       ×4・         ノ部分o    X4.
  1)此 ノ側枝ノニ次的傾下二就キBaranetzki(1)ノ ・荷重ノ檜加ニヨリ機械的二起ryト述ベテ居〃が
    之ノミニテノ・説明不十分デア7LO
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二人工的 二早 クカ ラ傾下 シテ見 タノニアテ ハ途 二上側 二現 レズ、下側 二強度 二形成 サ レタ(第46圖)。
之亦側枝 二主軸 トノ相關 々係 ニ ヨツテ生理 的脊腹性 ヲ分 化 シ、 脊側肥 大性 ノ成立 スル爲 ト見 ラレノし
モ ノデアル ガ、Pinu,二 於 ケノレカカル現象 ハ主軸 二遠 イ高次 ノ側枝 ニアツテモ認 メ ラレ、 目或 ル時
期 二至 ツテ初 メテ現 レルモ ノデアル カ ラ、 寧 ロ固有 ノ生 長縄過 二1'tフ脊腹141ノ 出現 ニ ヨル トモ考 ヘ
ラ レル。而 シテ最初 ヨ リ側枝 ガ固有 ノ傾角 ヲ トツテ仲長 シ、此 ノ種 ノニ'ti'1.'Jノ傾1ド ヲラ」気サナイ多 クノ
樹種 、例 ヘバTaxus. Picea. Ahies. Cunninahamia等 ノ側枝 ニノ・之 二相當 スルア テハ認 メラレナイ。
 生長絶至過 二從 テ直向性 ヨリ斜向性 トナ リ、或 ハ斜 向性 ヨリ直向・i生二攣 ル例へ 更 二主軸 ノ場合 ニ
モ廣 ク見 ラル ・モ ノデ,Phyladetphu,Staphylea其 他 ノ多 クノ灌木 二前者 ノ型 ヲiレ モ ノ多 久Cha-
maecyparis, Tsuga, Fagus, Ulmusノ 如 キ・・後者 ノ例 二屡 スル。 カカル主軸 ノ先端 ニテ斜lr・1性ヲ示
ス部分 ガ側枝 ト同様固有偏心性 ヲ有 スル カ否 カニ關 シ、 ひの きヲ材料 トシテ次 ノ様 ナ實験 ヲ試 ミテ
見 タ。
    a.傾 下 セル ドー軸 ノ先端 ヲ入7:f'J二 雇直 トセル場 合
 此 ノ結果 ハ第47f41=示 ス女nク初 メ顯 著 二脊側 ニア テ ヲ
形成 スル ガ次 第 二基 部 ヨリ此 ノ傾向減 少 スル。
 自然 二於 テ生長 卜共 二上向屈 曲 ヲ起 シ軸 ノ直立 スル際 ニ
モ、 時 トシテ傾斜 當時 上側 タ リシ側 ニア テ ノ形 成 ヲ認 メル
事 ガアル ガ、 之ハ前 二述べ タ代償檎 形成 ノ場 合 二述ベ タル         傾                                  慰
ト同檬 ノ關 係 ヲ以 テ設 明 サルベ キモ ノデア ラウ。            蒔
    b.傾 斜 セル・r軸ノ先端 ヲ回旋 セル場 合              下(ノ)
                                  側
先端 ノ傾下 セ・・部分 ヲ9(lu回 旋 シ・}い 脊腹相辮 軸 ヲ水  第47圖 ひのきノ先端 ノ傾斜セ
不・・テ見… 」七・r糊 ・ル酬 ・長ハ側枝・同様  灘 二歪霧 離 蟹
・回旋・・場合・準… 、偏襯 ・・牌 「ド側・・ル・  禦 諜 騨 窺醒
    ・・傾斜・ル榊 ・先端・抑 催 ・オ・テ   鵬 鞭 耀 繊
      回韓 セル場 合
 傾斜 セル先端 ノ部分 ヲ水牛 二保 チ、毎 日90° 宛2回 回縛 ヲ縄績 シテ見 タ ノニ前二述 ベ タル側枝 ノ
例(38頁,h同 様初 メハ著 シク脊側 ニア テ ヲ生 ズル ガ、長期 二亙ル時 ハ次第 エ ソノ形成弱度 トナツ
テ全周 二鑛 散 シテ來 ル。
 同様 ノ實瞼 ヲ夏 二は ひびや くしん]uniperus procumbens Sieb.二 就 テモ行 ツテ見 タガ結果 ハ全 ク
同様 デアツタ。
 之等 ノ諸 事實 二徴 シ斜 向性 ヲ示 ス部分 ハ其 ノ主軸 タル ト側軸 タル トヲ問ハズ、何 レモ生理的脊腹
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性 ヲ分 化 シ、脊側又 ハ腹 側 二肥 大(サ)生長偏碕 ス ノし、即 チ固有偏 心性 ガ存 スル ト言 フ事 ガ出來 ル。而(め)シ
テ此 ノ固有偏心性 ハ前述 セル種 々 ノ場合 ノ實験例 二嫁 ツテ、器 官相 互 ノ相 關h係 ニ ヨリ、或 ハ生 長
ノ縄過 二從 、ヒ、 更 二又 外因、特 二重 カ ノ作用 ニヨツテ成立 シ、 且之 ガ成立 二與 ル條 件 ガニ孜 的 二攣
化 スル場合 ニハ此 ノ性質 モ亦 二次 的 二漕長 スルモ ノデ アル ト言 バ レル。
              第 三 節 光 ト 偏 心 性
 以上 述べ來 ツタ トコロ・・屈地性並 ビニ脊側伸長性 ニヨヅテ軸 二屈 曲 ノ起 ル位相 二於 テ肥 大生長 ニ
モ偏碕 ガ認 メラレル トコロヨリ、此慮 二特殊 ノ偏心性 ヲ想定 シ、之 ガ謹 明 ヲ試 ムル事 ニ ヨヅテ展開
シ來 ツタモ ノデ アルガ、生 理的 二屈曲 ノ起 ル場合 ハ尚他 ニモ種 々 アル。就中重要 ナル關係 ヲ有 λル
ノ・・屈 光性 デ アツテ、 之(の)二封 シ屈地性 ノ場合 卜相似的 二光偏 心性(Phototrophie)ノ 如 キガ想像 サ レ
ル ワヶデ、 叉實 際既 二Wortmann(1887), Ball(1SO4)等 ハ屈 光性屈 曲能力 ヲ有 スル器 官 二於 テ、
光 ノー方 的刺戟 ニヨ リ重力 ヲー方 的 二作用 セシメタル場 合 卜同様 ノ生 長偏碕 ガ現 レル ト報 告 シテ居
ル(4)。 併 シ乍 ラ樹 木 ノ場合、 ココニ述 ベ ツツアル如 キア テ ノ形成 ヲ件 フ偏 心生長 ガ、 果 シテ光 ノ
刺戟 ニ ヨツテモ成立 スル モノデアル カ ドウカバ猶確實 デナ イ(の)。
 著者 ハ針葉樹及 ビ潤葉樹 二亙 ル多 ク ノ樹 種 二就 テ幹 ヲ垂 直 二保 チ、一側 ヨリ光 ヲ アテ、1生 長期
ノ後其 ノ横断面 ヲ槍 シテ見 タガ、何 レニモ此 ノ影響 ニヨル ト認 メラ レルアテ ノ形成 ヲ確 カメル事 ガ
出來 ナ カツタ。一般 二董幹部 二於 ケル屈 光性刺戟 ハ屈地性刺戟 二比 ス レバ微弱 ナモ ノデ、散 光 ノ下
デ・・屈地性休止位 ・・光ニ ヨツテ夫程麗齪 ヲ受 ケルモ ノデ・・ナイ ト言 ・・レテ居 リ(1,S.160,51)、 偏
心性 二關 シテモ亦之 ハ オソラク同様 ト考 ヘ ラ レ、假令 光偏心性 ナルモ ノガ實 在 スル トシテモ、以上
述 べ來 ツタ自然 光下 二於 ケル實験結 果 二封 シテ特 二其 ノ影響 ヲ考慮 スル ノ必要 ハナ ィデ ァ ラゥ。嗜
室 二於 テ光 ノ作用 ヲ除 キテ實験 スル時 ハ同時 二生理的障害 ヲ雄 ジ生長 ガ制限 サ レル爲、結 果 ヲ明 ヵ
ニスル事 ハ出來 ナイガ、著 者 ガあか まつ ノ幹 ヲ水zF二 傾斜 シテ2ケ 月間暗室中 二光 ヲ除外 シテ置 イ
タ例 ヲ見 ルニ明 カニ下側 ニアテ ノ形成 ガ認 メラ レタ。
  1) 勿論之・偏心生長 ヲナス樹種二限wモ ノデ、Beriberidaceae, Saxiflagaceae, Stachyuraceae;Apocy-
    naceae, Caprifoliaceae等 二見 ラwrレ重力偏心性 ヲ示サナイ樹種 二・・固有偏心性モ亦認メラレヌ0
  2) Engler(13, S, z65)ノ・樹木二於ケry屈光性 フ多撒ノ樹種二就テ槻察シ、相當太イ部分二至/V迄
    之ニヨル屈曲能力ノ存 スル事 ヲ記載シテ居ル0
  3)軸 ノ背腹i生二關シ光成形的デアPレト考ヘラレテ居アレつすご二於テ垂直 ノ壁 ヲ飼フ董ノ肥大成長ガ常
   』二壁二背ク側二偏筒セル事が観察サレァレが、此 ノ現象ハ或ハ光偏心性ノ型ヲ示スモノデハナイカ
    ト想像サレをモ、未ダ實瞼的讃明ヲ経タワケデ・・ナイo.
fho
             第 四 節 軸 ノ轡 曲 ト偏 心 性
 上述 ノ如 キ生 理的 二軸 ノ屈曲 ヲ起 ス場 合 ノ他、機械的 二軸 ヲ轡 曲 セル場合 ニモ肥 大生長 二偏碕 ガ
現 レル事 ハ、 既 二述 べ タ多 ク ノ轡 曲試験 ノ結果 ニテ見 ラル ・ トコロデ アル。Bucher(4)ハRicinus
communis等 ノ董 ヲ轡 曲 セル時、其 ノ凹側 ト凸 側 トニ生 ズル組織 二量的並 ビニ質的 ノ相違 アル ヲ認
メ此 ノ現象 ヲKamptotrol)hismusト ヨ ンダ。而 シテ此 ノ際 二現 レル生長異常 ・・前述 ノGeotrophis-
musノ 場合 ト全 ク同種 ノ傾向 ヲ有 シ、 爾者 ガ同時 二同一横 断面 二現 レル時 二・・互 二合成 シテ敷 果 ヲ
生 ズル ト言 フ。今假 二轡 曲 二際 シテ自屈性 ノ如 キ轡 曲 ヲ通 直 二返 サム トスル崖 長努 カ ガ起 ル ト考 ヘ
ル ナ ラバ、且 之 二件 ツテ、重 力偏心性 ガ屈地性 刺戟位 二於 テ現 レル ト相似 的 二、 同様 ノ關係 ヲ有 ス
ル特殊 ノ偏 心性 ガ成 立 スル モ ノ ト假 定 スル ナ ラバ、針葉樹 型 ニテハ轡 曲部 ノ凹側 二、潤葉樹 型 ニテ
・・凸側 二生長偏碕 スル傾向ガ見 ラ レル筈 デアル。此 彪二第二章 二述 べ タ實験 中幹 ヲ水李面 内 ニテ轡
曲 セルあか まつ ノ例(第8圖)ヲ トツテ見 ル ニ、
生長偏碕側 ・・初 メ正 シキ下側 ニ アルモ、吹第 二
轡 曲 ノ凹 側二推 移 シテ來 ル傾向 ガ認 メラレル。
之 ヲ上記 ノ假定 ニ ヨツテ考察 スル ト、實験當初
ニハ著 シイ重力偏心性 ノ爲 二轡 曲 ノ反慮 ハ覆 ・・
レテ現 レナ イガ、 カカル動hイ傾斜位 ニ アツテハ
重 カ ノ作 用 ニヨツテ次第 二重力性脊側肥 大性 ガ
成立 スル カ ラ、之 ガ重力偏心性 ヲ制限 スル ニ及
ンデ初 メテ轡 曲 ノ影響 ガ偏碕方向 ヲ髪化 スルニ
至 ル ト解 サ レ、一一 ハ説 明ガ ツク様 二見 へ・レ。
 更 二幹 ヲ垂直面 内 ニテ轡 曲 セル例(第48圖)
ヲ トツテ見 ルニ、肥 大生長 ノ偏碕 スル程 度 ハ圓
.Lc部 二於 テ常 二9部 ヨリ大 デ アル。之亦轡 曲
ノ刺戟 ガc部 二於 テハ重力偏心性 卜反慮 方向 ヲ
同 ジウシ、9部 二於 テノ、反封 ナル爲 ト'Filterサレ
ル モ'レ   ' 一   ノ  "
程 ノ敷果 ヲ アラハスモ ノデアル ナラバ、 重力偏心性 ノ無刺戟位 ナルa及 ビe部 二於 テモ相當 ノ偏心
生長 ガ現 レナケ レバ ナ ラナィ筈 デ アル。然 ルニ實際上此 ノ部分 二於 ケル生長偏f奇及 ピアテ ノ形成 ノ・
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軸 ノ先 ノ方 二於 ケル隣接横断面 ノ影 響 ニ ヨル ト認 メ ラレル程 度 二過 ギナィ。又先 二引用 シタ幹 ヲ水
李面 内ニ テ轡 曲 セルあか まつ ノ例 ニテ、 其 ノ横断 面 ヲ仔細 二検 スル時 ハ、其 ノ項 下(12頁)ニ モ注意
シテオイタ如 ク、屡 々初期 二生 長偏 碕 セル側 ガ寧 ロ轡 曲 ノ凸 側 二移 リ、次第 二正 下側 ヲ経 テ凹側二
偏 リ來 ル傾向 ガ アル。實験期 間 ノ短 イ場 合 ニハ決 シテカカル傾 向ハ認 メ ラレズ、常 二正 シイ下側 ニ
ノ ミ生長偏碕 スル モ ノデァル カ ラ、 之ハ長期 ノ間 二軸 二二次 的 ノ涙 曲ガ起 レルニ ヨルモ ノ ト見 ル ノ
他 ・・ナイ。事 實此 ノ種 ノ涙 曲ハAmbronnノ 所謂間接涙曲(Mittelbare Torsion)ノ 形式 ニ ヨツテ軸
二屈地性屈 曲能力 ノ存 スル限 リ起 リ得 ルモ ノデアル。 スナハチ水李面 内 二於 テ轡 曲 セル幹軸 ガ爾端
ニテ固定 サ レテ居 ル場合、屈地性反慮 トシテ起 ル
                        
著 シイ下側 ノ伸 長生長 ハ、轡 曲部 二於 テ勢 ヒ抵抗
ノ少 イ凸 側二向 ツテ組織 ヲ伸長 セシメ、此 ノ結果   
第46圖 二示 ス如 久 軸 二常 二下側 ガ凸 側へ向 フ振
曲ヲ起ス。從 テ此 ノ場合初 メ正下側 二形成サ レタ   
アテハ涙曲 卜共二凸側二回 リ、一方長期ノ間ニハ                           
軸二重力ノ作用 ニヨル生理的脊腹性ノ分化ノ結果   
重力性脊側肥大性ガ現 レ得 ルカラ、之ガ振曲ニヨ
ル軸 ノ回旋 二俘 ヒ生 長偏碕側 ヲ轡 曲凹側 二向ハ シ  第49圖 Pharbitis hispidaノ 董二就テ間
                          接涙曲ノ現vry例 ヲ示スo
ムル事 ニナル。上記 ノ轡 曲部 二於 ケルアテ ノ形成     軸 ヲ水李 ニシ先端及ビ基部ヲFlastilin
                           (P)ニ テ硝子板上二留メタryt合 。1
側 ノ移動 ハ寧 ロ此 ノ理論 ニ ヨツテ解決 サルベ キモ     ノ・實験開始當臥2ノ ・48時 間 ン後軸                           
二握曲ノ起のレ形02ノ 鮎線ハ1ノ 晧
ノデ アラウ。                   代二下側 タリシ側 ヲ記號セpレモノニシ
                           テ、之 二a-'テ 著 シク涙曲ノ生セル事
 更 二著者 ハあか まつ ノ幹 ヲ水李 ニ シテ轡曲 シ、     が認メラw。 (Rawitscher二#ry)
毎 日2回90° 宛 回韓 シテ重 カ ノー方 的作用 ニヨル 重力偏 心性 ノ影響 ヲ除 キ、2生 長期 ノ後其 ノ横
断面 ヲ検 シテ見 タ ノニ、5ケ ノ材料 ノ何 レモニ、 アテ ノ形成 ハ不明瞭 デアルガ明 カニ轡 曲 ノ凹側二
向 ツテ生 長偏筒 シテ居ル ノガ認 メラ レタ。此 ノ現象 ハ或 ハBucherノ 樗 セル如 久 轡 曲部 ニテ組織
緊張(Gewebespannung)ノ相違 ガ現 レ、肥 大生 長 ノ偏 筒 ヲ起 サシムル ヲ物語 ルモ ノカモ知 レナイ
ガ、 之 二就 テノ・猶研究 ヲ要 スル。
 軸 ノ機 械的轡 曲 二際 シテハ、上 述 ノ如 キ意味 ノ刺戟 ノ他、組織 ハ多少 ノ損傷 ヲ蒙 ルモ ノデアルカ
ラ、直接 コゴニ癒傷組織 ノ形成 ガ促 サ レ異常 ノ肥 大 ヲ見 ル事 ガアル。又轡 曲 ノ凹 側ハ肥大生 長 ト共
二必然形成暦 ノ短 縮 ヲ來 スモ ノデ、各細胞 ハ室間 的二伸長生 長 ヲ阻害 サ レル事 ニ ナ リ、繊維 ノ走向
JZ
・・長 サ ノ方 向 二屈 曲 シテ所謂 波歌材 トナル。此(り)ノ部分 ハ針葉樹 モ澗葉樹 モ共 二生長著 シクナ リ、 年
輪 幅 ガ廣 クナル ガ、 之 ニハ必ズ シモア テ ノ形成 ヲ俘 フモ ノデナク、此威 二取扱 ヒツツアル偏 心生 長
トハ自 ラ別種 ノ現象 トセネバナ ラヌ。
             第 五 節 偏 心 性 ノ量 的 考 察
 以上叙述 ハ著者 ノ思索 ノ順序 二從 テ見 タ爲可 ナ リ紆餓 スル トコロガ アツタガ、要 スルニア テ ノ形
成 ヲ件 フ偏心生長 ハ主 トシテ重力 ノ刺戟 ニ ヨル重 力偏心性 卜生理的背腹性 ノ分化 ニ ヨル固有偏心性
トニ基 クモ ノデアル事 ハ、上述 セル多 クノ例謹 二徴 シテ今 ヤ疑 ヲ容 レナイ トコロデアル。然 ラバ之
等 ノ性質 ハ量的 二如何 ナル關係 ヲ嶽 テ蛮現 スル モノデアラウカ。此 ノ問題 二關 シテハ更 二今後 ノ研
究 二倹 ツモ ノデアルガ、 ココニニ三 ノ實験例 ヲ述 べ豫備的 ノ考察 ヲ進 メテオキタイ ト思 フ。
  1.重 力 偏 心 性
   A.正 弦 法 則
 重力偏心性 ハ軸 ノ横断方向 二作用 スル重力 ノ刺戟 ニ ヨツテ喚起 サ レルモ ノデ アル カラ、 其 ノ反慮
ガ刺戟 二量的 二比例 スJVモ ノ トスレバ、種 々 ノ傾斜位 二於 テ現 レル幹 ノ偏心生長 ノ程度 ハ軸 ノ傾斜
角 ノ正弦値 二比例 シ、帥 チ正弦法則 二從 フ筈 デ アル。之 ハ第二章 ノ結 果 ニ モ述 べタ様 二概観的 ニノ・
略k肯 定 サ レル モノデ アルガ、果 シテ正確 二偏碕 ノ牽 ガ正弦 曲線 ヲ叢 キ、 水不 ヲ最 大反慮位 トスル
カバ猶 問題 デアルQ屈 地 性 ノ場合、之 二關 シテ現在読 カル ・ トコロニ ヨル ト、 間欺刺戟法 ニ ヨツテ
實験 セル結 果 ハ多 クノ材料 二於 テヨク正弦 ノ法則 ガ適用 サ レル ガ、樫績刺戟 ノ場合 ニハ必 ズ シモ之
ラ當嵌 ラズ、例 ヘバCzapek(8)ガFittingニヨツテ間 歌刺戟 ノ場合 明 カニ正弛法則 二從 フ ト稽 セ
ラレテ居 ル植 物 二就 テ縫 績刺戟 ヲ以 テ實験 シタ場合 二・・最 大刺戟位 ガ120° 叉 ・・135° ノ附近 二見出
サ レタ ト言 フ。 之・・既 二述べ タZimmermann(66)或ハBremkampf(1925)等ニ ヨツテ研究 サv
タ重 力調律 性縦力 ノ作用 ニヨル ト考ヘ ラレ、 其 ノ影 響 ガ間欺刺戟 ノ場 合 二認 メラ レナイノハ、縦 カ
ノ調律的作用 ガ感慮 二於 テ屈地 性刺戟 ヨ リモ大 ナル時 間 ヲ要 シ、短 イ時 間 ニテ間欺的 二刺戟 シタ場
合 ニハ影響 ヲ及 ボスニ至 ラナイ駕 デアラ ウ ト設 明 サ レテ居ル(52,S.87)。
  1)之 ・・Wimmerwuchsト モ呼バレテ居ryモ ノデ、根際、分枝部ノ附近等ニモ見プレ、波釈 ヲナス
    各組織二欝シWellenholz. Wellenrinde, Wellen Kambium等 ノ語力"用ヒラレテ肺 レ(34)。
    Hartig(22)ノ ・此ノ現象二就テ肥大成長 ト共二形成暦及ビ皮部が縦塵 ヲ受ケル様ニナ'レ爲 ト説明
    シテ居 り、xMolisch(42)ハ 轡曲部ニテ凹側ノ導管ガ屈曲シ水分ノ通導 ヲ妨ゲル爲、却-'テ生
    長不良 トナryト記シテ}rvo
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 重力偏 心性 二封 シテモカカル影響 ガ存在 スルモ ノデアル カ ドウカバ、未 ダ立 謹 スルニ足 ル材料 ヲ
有 シテ居 ナ イガ、 あか まつ ノ苗木 ニ テ水李 二封 シ相講 ナル位 置、例 ヘバ30°;150°,60°:120° 等 ノ
組合 セニテ24時 間 毎 二反縛 シ、互 二反封 ナル側 ヲ刺戟 シテ2生 長期 間禮績 シタル材料 二就 テ、 其
ノ爾側 二於 ケル生 長偏碕及 ビアテ ノ形成程 度 ヲ比較 シテ見 タ ノニ、爾側 二於 テ必 ズ シモ同様 デナカ
ツタ。併 シ之ハ實験敷 二乏 シク、 且個髄 ニ ヨツテー致 セル傾向 ガ認 メ ラレナイカ ラ、夏 二實験 ヲ繰
返 シテ見 ル必要 ガ アル。
   B.反 慮 時間及 ビ示顯:1寺間
 重力偏 心性 ノ反慮 ・・生長偏碕側 二於 テアテ ナノし異常 ノ組織 ノ出現 ニ ヨツテ判定 サレルモ ノデアル
ガ、此 ノ異常化 ハ細胞 ノ生長過程 二於 テ生 ズルモ ノデアル カラ、判(の)定上其 ノ分化 シ行 ク経過 ヲ明 カ
ニ シテオク必要 ガナル。n針 葉樹 ノ幹 ヲ傾斜 シ、横断面 二現 レル攣 化 ヲ日々鏡査 シテ行 ク ト傾斜後
或 ル期 間 ノ後形戒暦 幣 ノ稻 ミ内部 二當 リ、 細胞膜 ノ肥厚 ヲ略 く完rセ ル假導管2・3暦 ノ膜 ガ殆 ド
同時 二赤褐色 ヲ呈 シテ來 ル ノガ見 ラレル。其 ノ内最 内部 ノ細胞 ハ膜 ノ肥厚著 シカラズ。細胞間隙 モ
現 レテ居 ナイガ、 之 二次 グ細胞 ハ膜 ノ肥厚顯著 トナ リ、夏 二外部 二生 ゼル細胞 ニ テ横断面 ノ形 圓味
ヲ帯 ビ、細 胞間隙 ヲ康 ジ、 只膜 ノ肥厚 ハ未完成 ト見 ラレ猫薄 イ。其 ノ外側 ノ分裂後間 モ ナキ細胞 ハ
膜 未 グ赤褐色 ヲ呈 シナ イガ、 細胞間隙 ・・跣二認 メラ レル。ア テ ノ形成ハ此 ノ時期 二於 テ初 メテ誤 リ
ナク識 別 サ レルモ ンデ アル(第50圖,。 而 シテアテ ノ
分 化 ガ失 バ レル場合 ハ全 ク此 ノ逆 ノ順序 ヲ トリ、 内
部 ヨ リ順次、 圓形 ニ シテ細胞 間隙 ヲ有 シ膜 厚 ク赤褐
色 ヲ呈 スル典型的 ノアテ ノ假 導管 ヨリ、 先 ヅ膜 ノ着
色 セザル モ ノガ現 レ、次 イデ膜 ノ肥厚 セザルモ ノヲ
生 ジ、更 二細胞間隙 ガ現 レナクナツテ、正常 ノ假 導管
二返 ル。縦 断面上 二認 メ ラレノし螺 旋状隙紋 ハ膜 ノ肥
厚期 二生 ズル モ ノデアル。澗葉樹 ノ場 合 デハSalica-
ceae, U【maceae, Moraceae,1,auraceac, Fabaceae,
Rutaceae, Anacardiaceae, Aceraceae其 他 多 クノ樹
種 二於 ケル如 ク木繊維 ノ膜 二成暦 ノ明瞭 ナル三次的
ノ膠質暦 ヲ分化 スル例 二就 テ見 ル ト、先 ズ膜 ノ肥厚
第00圖 あ か まつ ノ幹 ヲ71J 27日 ヨi)
 7日 間水1二 傾 斜 セ ・レ場 合 二現 ソ タレア
 テ ノ假 導 管o         X300.
  姦禦 要∫製篇 鑛 灘
  岳諾臨;豊姻1豊1懸鵬
  材 、R:ア テ、K:形 成 層 帯 、H:樹 脂溝 。
1)ア テ ノ・心 材 ノ如 〃先 成 セ ル細 胞 が後 生的 二攣 化 シ テ生 ズ ル モ ノデ ノ・ナ イ カ ラCiesler(6＼ ノ記 載
  セル如 ク傾 斜 ノ前年 二生 セ ル年 輪 迄 ア テ1・ ナ'レ事 ・・ナ イ。
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期 ニ アル細胞 ノ最 内部 二全 ク木化 セザ ル膠質暦 ガ現 レ、次第 二此 ノ暦 ノ率 ガ増 加 シテ、 之 ガ肥厚 居
ノ大部分 ヲ占ムル細胞 二移 ル。此 ノ膠質暦 ノ出現 ヲ以 テアテ ノ形成 ノ標準hス ル事 ガ出來 ル。
・以上 ノ標準 ニ ヨツテあか まつ ノ苗木 二就 キ幹 ヲ水李 二傾斜 シテ日々其 ノ横断面 ヲ瞼 シ、反慮 ノ出
現 二要 スル時 間 ヲ調 査 シテ見 タ ノニ第4表 二示 ス如 キ結果 ガ得 ラレタ。
 露4表    ア テ ノ 形 成 二 要 ス ル 時 間
 
  材料 ・あかまつ3年 生苗ヲ用ヒ、水亭二傾斜シナキ、毎 日3-7本 宛切噺シテ2年 軸ノ中央 ニテ検シタ。
 之二就 テ見 ル ト細胞間隙 ノ現 レル ノノ・比較的早 ク2--5日 ニ シテ既 二其 ノ傾向 ガ認 メ ラレルモ、
明 カニ赤褐 色 ヲ呈 シ、 膜 ノ肥厚 セル細胞 ノ出現 ニハ5.-7日 ヲ要 シ、確實 二識別 サ レル ノハ6月 乃
至8月 ノ候 二於 テ、 先 ヅ7日 ノ後 デアル ト言 フ事 ガ出來 ル。 而 シテ7ロ ノ後 三・・李均 シテ、細胞 間
隙 ナク膜赤褐 色 ヲ呈 シ梢 丸肥厚 セル細胞2胤 細胞間隙 ヲ生 ジ膜赤褐色 ニ シテ且肥厚 セル典型的 ノ
ア テ ノ假 導管1鳳 未 ダ赤褐色 ヲ呈 セズ膜 i肥 厚 シ細胞 間隙 ヲ有 スル細胞2暦 ガ認 メ ラレル。
                                            」)
 併 シ乍 ラ、此 ノ反慮 ヲ示顯 スル ニハ夫 レ程長 イ時間 ノ刺戟 ヲ必要 トスルモ ノデハナ イ。 同様 ノ材
料 ヲ以 テ hノ 時間幹 ヲ水ZF二 傾斜 シ、後再 ビ垂 直二立 テ ・一ク月 ヲ保 チ之 ヲ切断 シテ反慮 ヲ示顯
スルニ要 スル時 間 ヲ検 シテ見 タ ノニ第5表 ノ如 キ結果 ヲ得 タ。
 第5表      ア テ ノ形 成 二 要 ス ル 刺 戟 時 間
      材料ノ・何レモ3年 生苗、各 々5本 宛 ひシ、水李二傾斜シテ刺戟セry後再ビ直立シ、
      6月22日 迄置キテ切 」2年 軸 ノ中央 ニテ検スo
 之 ニ ヨツテ見 ル ト5月 下旬 二於 テハ3日 間 ノ刺戟 ニ ヨツテ既 二3暦 内外 ノ細胞 二不完全乍 ラア テ
ノ構造 ガ窺 レル様 ニナ リ、5日 間 ノ刺戟 ニ ヨヅテ明瞭 二3■-4居 ノア テ ノ假導管 ガ形成 サ レル ト言
ヘ ノレO
   C.反 磨 ト生長期 ノ關係
 言 フ迄モナク此 ノ反慮バ 一ー種 ノ生長反慮デアルカラ、形成暦 ノ活動ガ全ク休止 セル時期 暑於テ現
レナイノハ當然 トセネバナラヌ。今秋季凡ソ何時頃迄 此 ノ反慮ガ現 レ得7Lモ ノデアル カニ關シ10
 第6表      ア テ ノ 形 成 休 止 期
            1   幹 ・ 傾 斜 セw時 期
年 度 材 料iX .1・1x・ ・lx・ ・ 狐1・ 狐 ・・
  1933  あ か まっ3年 生  十 十 十 十 十  十 十 十 十 十  一 一 一 一 一  一 一 一 一 一  一 一 一 一 一
  1985     〃    グ    十 十 十 十 十   十 →∫十 十 一   〔+)一一 一一    一一 一 一 一   、∴一一 一 一 一
  1936  くろ まつ2年 生  十 十 十 十十  手 十 十 十 十  (+)一 一 一一  一 一一 一 一  ・一 三 一 一 一
     材料 ・・各5本 ヲ ト,J水 早 二傾 斜 シ オキ翌1月 末2年 軸 ノ中央 二就 テァ テ ノ形成 ノ有 無
      ヲ槍 ス。
JV
月 中旬 ヨリ11月 中旬迄 苗圃 二於 テ10口 毎 二あかまつ及 ビくろまつ ノ苗 ヲ傾斜 シ、 其 ノ休止期 ヲ追
跡 シテ見 タ ノニ第6表 ノ如 キ成績 ヲ得 タ。
 スナハチ3ケ 年共10月20日 前後 二傾斜 セルモ ノニ・・猜反癒能 力 ガ認 メ ラ レ、10月30日 以降 二
傾斜 セルモ ノニハ其 ノ能 力 ガナイ ト言 フ事 ガ出來 ル(の)。
 肥 大生長 ハ勿論 立地 ニ ヨリ、樹 種 ニ ヨリ、部 分 ニ ヨツ テ、 其 ノ休止期一様 ナルモ ノデハナ イガ、
一般 二8月 末 乃至9月 二既 二生長 ヲ終 ルモ ノノ如 ク思 ハ レ(44,S.100)、 梢端 ニテ・・更 二逞 ク11月
頃迄生 長 スル トモ言 ・・レテ居 ル(16)。 此 ノ普通 ノ肥 大生長 ノ休止期 トアテ ノ形成 ガ 現 レナ クナル
時期 トハ必 ズ シモー・致 スルモ ノ トノ・言 ヘナ イカモ シレヌガ、 少 ク トモ、 此 ノ種 ノ反慮 トシテ ノ肥 大
生長 ハ上表 二見 ラル ・如 ク可 ナ リ晩 ク10月 中旬迄 ハ起 ルモ ノ ト言 フ事 ガ出來 ヤ ウ。 叉(わ)春ノ生長開始
ガ此 ノ種 ノ刺戟 ニヨツテ促 サ レル モノデアルカ ドウ カバ未 ダ確 カムルニ至 ツテ居 ナイガ、生 長 ノ開
始 ガ常 二生長 ノ偏碕 スル側 ヨ リスル事 ハ春季 二於 ケル横断面 ノ観 察 ニ ヨツテ明 カデ アル。
    D,刺 戟 ノ 累 積
 短時間 ノ刺戟 ニテモ之 ヲ繰返 ス時 ハ累加 サ レテ反慮 ヲ現 スニ至 ル事 バー般刺戟現象 二廣 ク認 メ ラ
レテ居 ル トコロデアルV重 力偏心性 二於 テモ前 二 述ペ タ`f:1:Ul8び 宛水準 ニテ 回韓 ヲ綾 ケ、 粛 側 ヲ
             間敬的 二刺戟 シタ例 ニ テ爾側 ニアテ ヲ形成 セル事實 ノ如 キハ、此 ノ
     傾向 ヲ物語 ルモ ノデアル ガ「第51圖)、 更 二あか まつ 及 ビた うかへ
     で ノ苗木 ヲ用 ヒ、第7表 ノ如 キ時間 ノ組合 セニテ…側 ヲ間歌的 二刺戟
      第7表    間歌刺戟 ニ ヨルアテ ノ形成～
;」;51圃 ひ゜)きノ幹   午 前8-'1・ 後01 4・20 1 ++++  一 一
  媒 講 禦  "・一,後5 ・,15 ++++ 一 一
  下交互二刺戟セ1レ    午 後5_・r前8  15:9   +++     +++
  場合二生セ㍗アテ             1
  ・例・ ×1°・ 隔  日124:24 +++  +++
  r) 此 ノ3'i ニ テ沼三意 サ レryノ ノ、、111末 各 材料 ノ幽1面 プ検 ス ノレニ、 Io月30日 二傾 斜 セ ル モ ノニ ノ・
    殆 ド杢 ク7テ ノ形 戊 プ 認 メ ナ イ ノ_p4[シ ・Io刀20日 二傾 斜 シ タ モ ノ ニノ・卒 均Io暦 ノ ア テ が
    認 メ ラレ、 シ カ モ之 ノ・loH30日 頃 二切断 シ テ検 シ タ場 合 ニノ・僅 二z-3歴 が認 メ ラvタ ニ過 ギ
    ナ カソ タ モ ノデ ア7Vカ ラ、 」比ノ黒1、カ ラ推 シ テIo月30日.以 後 ニ モ、 荷 生長 ヲ縫 績 シ タ1・思 ノ・レル
    事 デ7ivo
  2?三 好 技 師 ハ ひの}二 就 テ苗 木 ノ暗 代g月 下 旬頃 迄 ノ・生 長 スw事 ヲ認 メ、 杢 均 氣温15°Cヲ 以 テ其
    ノ限 界 トサ レ テ肺 レガ(41)、 第6表 ノ結 果 モ略 々之 二近 イ様 デ ア/L。
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・現 タ・・誘 かまつ ・ アツテ・・田 ・ロ寺間宛 ・刺戟 ・テ既 。明.ア テ ・形 顧 認.ラ 。タ 齢
     A          . B       52圖)。 此際 注 意 サ レル ノハ圖 ニ
        テモ見 ラル ・様 ニアテ ノ形成程度 ガ
        '1年 目 ノ頃 ヨ リ次第 二弱度 トナ リ、
        更 二1-2年 軸 ノ若 イ部分 デハ z
        傾斜 セル時 ノ上側 二當ル側 ニモア テ
        ヲ生 ぜル例 ヲ見 ル事 デ、 之 ハオ ソラ
                            クカカル間敬刺戟 ニテモ長期 二亙 ル 第52圖  問敏刺戟ニヨー'テ形hkセ シメタwア テ。
   A あかまつノ幹・毎 日4時 問宛水牛 二倒 シテ刺戟セ   間 ニハ背側肥 大性 ガ成立 スルニヨル
     ,レモノo           ×io.
   B ずこうかへでノ幹、毎日IJ時 間宛水挙 二傾斜シテ   モノデアラウ。
     刺戟セ1レモノ。          ×4・
      何レモ2年 目二於 テアテハ次第二弱度 トナrレ。     叉同様 ノ木オ料 ヲ以 デ幹 ヲ毎 日 9ぴ
宛2回 水李位 二於 テ回旋 セル場合、肥 大生長 ノ偏碕 ハ各側 相補 ッテ現 レナィガ、ア テハ第53圖 二
iT:ス如 ク弱度 二全周 二形成 サ レル モ ノデ アル。此 ノ部 ヲあか まつ ノ例 二就 テ鏡楡 スルニ、假導管 ノ
        A                           B
                甑 嶺爾噂 鴫磯 雛鳶 撒幾鱒 撫 ,.噸 噸繍購輔 鱒
     ≒轟 鱒鴇 ・零 鳶籍欝。樋 藤 噸・魚 ◎鋤病 嚇 灘     鷲 、
∴ ・磁 鴫灘 轍 噸樋 獅 鶏⑥ 鷺灘 ごガ藤纂縮
     鷺 ・讐1鐙 嘉 ㌘ ∴ ∴ 繋 覧濫・・輔 舳 蓼
     翫 醸灘 鰻 惹穿諦 嚢1
               讐 膿5盤 窮 ∵∫鎚 郵 ㍗慧 門㌦∵                                    鰺 麟  窟    竃
         XG.                                     X200.
      第53圖 あかまつノ幹 ヲ水挙ニシテ毎日2回90° 宛囮韓 ヲ績ケタ1レ場合、杢
        周ニアテヲ形成セ7レ例っ
         A ハ2年 軸部ノ積臨面、B ・・其ノ・・部 ヲ廓t;セrVモ ノoア テ ノ解部的
          異常ハ弱度 ニシテ、且、暦歌二i1Y長ア1レヲ見1レo
横断 面上 ノ形 及 ビ排列ハ不規則 トナ リ、 細胞 間隙 ヲ生 ズル事 少 ク、 膜 ハ僅 二肥厚 シ、 螺旋歌隙紋 ハ
辛 ウジテ認 メラ レル程 度 デア リ、 色 モ淡 イ赤 褐色 ヲnriス ル。叉た うかへで ノ例 デハ全周 二薄 ク膠質
暦 ヲ生 ジテ居 ル。而 シテ2年 日二於 テハ肥 大生長 ノ衰 ヘザル モノニアツテモア テ ノ分化次 第 二不明
瞭 トナ リ、逡 二認 メラ レナクナル モ ノガ多1。 之亦前 ノ例 ノ如 ク固有 ノ背側 肥大性 ガ全周 二旗 散 シ
  1)Ash二 就テSommerville及 ビHarper(60)モ 隔日二傾斜方向ヲ交互シテ!{_f偏侮 ヲ起サシメタ
    事 ヲ記載シテ居アレo
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テ成 立 シ、 重力偏心性 ヲ制限 スル爲h 像 サ レルガ、併 シ之 二就 テハ尚一一慮軸 ヲ直立位 二直 シテ謹
明 シテ見 ル必要 ガ アル。
  E.刺 戟 ノ感受 ト其 ノ傳蓮
 第二章 二,,liタ 様 二樹 幹 ヲ轡 曲 セル場 合、轡 曲 各部 ハ横断 面'rf=tit斜 ノ程度 二從 テ肥 尺生長 二偏
碕 ヲ現 スガ、 之 ハ軸 ノ各横噺 而 二於 テIEカ ノ刺戟 ヲ感受 シ、 El. lf=ノ断而 二於 テ反慮 ヲ起 ス募ヲ示 ス
モ ノ ト見 ラレル。元來 重力偏 心性 ハ屈地性 トjn]様、軸 ノ横断 方向 二作用 スノレ重力 ノ刺戟 ニ ヨツノ起
ルモ ノデアル カラ刺戟位、換 xレ バ刺戟 ノ起 ル軸 ノ位置 ガ爾 者二於 テー・致 スルノハ當然 デ アラゥ
ガ、 其 ノ反慮 か法 ハ相異 ナ リ、 屈地性 ガ伸 長生 長 二偏f奇 ヲ生 ズルニ封 シ、 重力偏 心性 ハHL'kit:長 二
偏 リヲ來 スモ ノデアル カラ反懸 ヲ起 ス部分 ハ必 ズ シモ…致 スル ト・・言 ヘヌ。 スナ・・チ前者 ・・伸長 得三
長能力 ノ旺盛 ナ、H.翫 存 ノ組織 ニ ヨル抵抗 ノ少 イ若 イ部 分程'コC 二現 レ、 後者 ハ肥 ノ(生長能力 ノ存
スル限 リ古 イ部 分 ニモ認 メ ラレルo
 此 麩 二留意 サ レル ノハ屈地性 屈曲能力 二富 ム くろ まつ ノ若 イ芽條 ヲ水!ト ニ保 チ、 其 ノ加{地性 反慮
ヲ制限 シタ場 合 二見 ラレル生 長異常 デ アル。之 ハ第54圖 二示
ス如 ク、下側 ノ組織特 二皮暦 ガ辞 シク膨 大シ、横 走 スル1波曲 ヲ生
ジ、其 ノ細胞 ハk型 ニ シテ膜薄 クナ リ、葉 ハ左 右二岐 レテisr,二
向 ハ ントスル。 材部 モ勿論下側 ニアテ ヲ生 ジ生長偏碕 スルガ、
皮暦 二於 ケル程其 ノ程 度 ハ甚 ダシクナ イ。 此 ノ現 象ハPiicher
(4)ガGeotrOphiSmus トシテ記載 セル トコロ ト全 ク 一ー致 スル
モ ノデ、 彼 ・・此 ノ原因 ヲKamptotrOplliSmtlsノ 場合 ト同康二組
織 ノ緊張差 ニ ヨル ト論 明 シテ居 ル ガ、併 シ實際 ハオソラク屈地
性刺戟 ニ ヨツテ下側 ノ組織 二仲長4三長 ガ促 サ レ.シ カモ屈曲 ガ
制 限 サ レテ居 ル爲此 ノ縦 ノ方向 ノ伸長 ガ察間的 二制隈 ナレル結
果、 前 二波状材形成 ノ場合 二蓮ベ タル(51頁)ト 同襟 ノ關係 ニ ヨ
ツテ生 ゼ'ルモ ノ ト考 ヘ ラ レ、直接重カ ノ刺戟 ニ ヨル重力偏心性
現象 トハrlP別 サルベ キモ ノデ アラウo




  レPレ プ フ」くスO
ナ ィガ、屈地性 二於 テ問題 トサ レテ居 ル運動 性澱粉粒 ノ存 スル ト}㌃フ皮1ノ 如 キハ、 樹皮 トシテ既
二枯死脱落 セル後 モ猫重 力偏心性 ハ決 シテ減 退 スル モノデナイカラ、J受 装 置 トシテハ更 二他 ヲ求
メ ナケ レバ ナ ラナイ。叉横断面上、h下 爾側 二於 ケル相封的 ノ或 ル種 ノ關係 ニ ヨツテ此 ノ性質 ガ成
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立スルモノデモナd事 ノ・あかまつ ノ幹 ヲ種々ノ方向二縦断 シテ傾斜 シタ場合.第55圖 二示ス如 ク
アテガ常ニソノ下牛ニノミ生ズル事實ニヨツテ明カデアル。3C傾 斜 セル董幹二於 テ上側 卜下側二化
 的相違 ヲ來 ス事 ガ古 クカラKraus,
zapek等 ニ ヨツテ述 ペ ラ レテ居ル。
 4,S.176)Warner(1928)ガHelian-
us, Silphium其 他 二就 イテ實験 シタ
結果 ニヨル ト軸 ノ傾斜後約2時 間 ニ シ
テ既 二下側 二輩糖類 ヲ増加 シ、遊離酸
ノ減 少 スル ノガ認 メラレタ ト言 フ(52,S.385)。 近年Jaccard(1935)(29)・ ・Esche, Birke, Ahorn,
Fichte, Bergf3hre等 二就 テ永鮎降 下法 ニヨ リ形成暦帯 ノ細胞液 ノ濃度 ヲ測定 シ、肥大生長 ノ偏碕 セ
ル側 ハ常 二濃度 大ナル事 ヲ報 告 シテ居 ル。併 シ之等 ヲ以 テ猫 偏心性 ノ機 構 二鰯 レルニハ至 ラナィ。
 兎 モ角重 力偏 心性刺戟 ・・各横断面 二於 テ猫立 二感受 サ レ、 其 ノ横断 面 二於 テ反鷹 ヲ起 スガ故こ、
反慮 二際 シ必ズ シモ特殊 ノ感 受部位 ヨリノ刺戟 ノ傳達 ヲ必要hス ルモ ノデハ ナィガ、轡 曲試験 ノ場
合 二述 ベ タル如 ク、或 ル横断 面 二反慮 ヲ生 ゼル時・之 ヨリ基 ノ方 二向 ヒ若干 ノ距離 内 二於 テ隣接横断
面 ニモ、假令夫 ガ無刺戟 ナル位置 デアツテモ同
ジ側 ニアテ ノ形成 ヲ見 ル。又針葉樹 ノ側枝 ノ下
側 二連 ル部分 ニハ幹 ニアテ ノ形成 ヲ導 キ、第56
圖 二示 ス如 キ歌態 二於 テモ同様 ノ傾向 ガ認 メラ
レ、常 二繊維 ノ走向二{pウ テ基 ノ方 二影響 ヲ及
ポ シテ居 ル。之等 ノ・何 レモ刺戟部 ニアテ ノ形成
二與 ル何等 カノ刺戟物質 ガ形成 サ レ、之 ガ基 部
ノ方 二向 ツテ靱皮部 ノ如 キヲ通 リ傳蓬 サ レルモ
ノノ如 ク想像 セシメルモ ノデ アル。僅 カニ傾斜
セル斜面 内ニテ幹 ヲ輸状 二轡曲 シタ場合.前 掲
第48圖 ニ テe部 二當 ル位 置 ニテ肥 大生長 ノ偏
碕及 ビアテ ノ形成 スル方向 ハ常 二傾斜 ノ下側 二
滑 ヒテ回 リ、偏碕 ノ程 度 ハ此 ノ部 ガ傾斜角僅 小
第5f圖 アテノ形成ガ基部 ノ方 二向-'テ
   影簗ス,レ歌態 ヲ示ス半模型圖つ、
    A すぎノ幹 ヲ水平 トシ、其ノ下側
      ノ牛周ヲ螺旋IF%二剥皮セル場合
     (↑)、アテノ形成 ノ、之 二浩ウテ
     横側二上ry(X)o
    B すぎノ幹 ヲ水挙 二傾斜セル場合
     其ノ上側又ハ横側ニァry側枝二
     生ズryアテノ影響 が繊維ノ走向
     二沼 ヒテ基蔀ノ方 二向フ(X)。
ナルニモ拘 ラズ夫程減少 シナ イ ト言 フ事實 モP●A"1ナル軸 ノ傾斜 ノ關係 ニテハ設 明 シ難 イモ ノデアリ、
叉後 二述 ベル如 ク地 下ニ アル根 ニノ、普通アテ ヲ形成 シナイガ、 幹 ヲ傾斜 シテ根際迄アテ ヲ形成 セ シ
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ムル時 ハ地下相當 ノ距離 迄根 ニモ同側 ニアテ ヲ生 ジ、之亦刺戟物質 ノ移動 ヲ想 ハ シメルモ ノデ アル。
   F.側 枝 二於 クル重力偏心性
 重力偏心性 ハ側枝 二於 テ常 二固有偏 心性 卜合成 シテ現 レル爲、果 シテ之 ガ正 弦法則 二從 フモ ノデ
アルカ、或 ハ更 二上述 ノ重力 調律 性縦 カノ作用 ヲ受 ケル モノデアル カヲ明 カニスルハ頗 ル困難 ガ多
イ。之一方 ノ固有偏心性 二於 テ既 二長期 二亙 ル實験 ノ間 ニハ憂 化 ガ豫 想 サ レル モ ノデ アリ、且 之 ガ
スベテ ノ重 力方 向 二封 スル位 置 二於 テ同 ジ様 二現 レルモ ノデアル カ ドウカ猶吟味 ヲ要 スル問題 デア
ルカラデアル。併 シ乍 ラ大艦 二於 テ枝 ノ場 合 モ重力偏心性 ガ水ZFノ 附近 二最 大 デア リ、垂直 二近 ヅ
ク程 減少 スル事ノ・、第14圖 二示 ス偏 心傾向 二就 キ固有偏心性 ヲ假 二同一 卜見傲 シテ重力偏心性 ノ
分力 ヲ求 メ、推察 サル ・トコロデアル。
  2固 有 偏 心 性
 固有偏心性 ハ背側 伸長性 卜同様斜向性軸 二特有 ノ性質 デ、生 理的背腹性 ノ分化 二基 クモ ノデアル
ガ.背 側伸長性 ノ存在 ガ屈動能 力 ヲ有 スル若 イ部分 二限 リ謹明 サ レルニ封 シ、固有偏心性 ハ側枝 ノ
基部 ノ太 イ部分 ニモ 明 カニ認 メ ラレ、寧 ロ軸 ノ古 イ部 分程 其 ノ固定度 ハ 高 イモ ノデ アル。而 シテ
Rawitscher(51)ガ 背側伸長性 二就 キ軸 ノ重 力方 向二封 スルスベ テ ノ位 置 二於 テ同檬 二現 レルモ ノ
デ アル ト稗 セルガ如 ク、 固有偏心性 モ亦 内的 二固定 サ レタル モ ノデ アルカ ラ,之 ガニ次的 二攣 化 ス
ル場 合ハ別 トシテ、軸 ノ傾斜關係 二影響 サ レルモ ノデハ ナイ ト考 ヘ ラレル。併 シ乍 ラ其 ノ襲現 バー
種 ノ生長現象 デ アリ、生長現象ノ・重カ ノ調律的影響 ヲ受 ケル モ ノデ アルrス ルh,之 ニ ヨル生 長偏
碕 ノ・スベ テ ノ傾斜位 二於 テ同襟 デ アル トハ構 シ難 イカモ シレヌ。
 今すぎ ヲ材料hシ テ、 ナルベ ク相關關係 ノ攣化 ノ影響 ヲ受 ケザ ル様母 幹 ヲ直立 ノ儘、其 ノ第 一一次
側枝 ヲ垂直 二上向及 ビ下向 セシメ、 重力偏心性 ノ影響 ヲ除去 シテ爾位 置 二現 レル背側肥 大性 ニ ヨル
アテ ノ形成 程度 ヲ比較 シテ見 タノニ、第8表 二示 ス如 ク上向位 ハ常 二下向位 二比 シ大 デアル。若 シ
之 ヲ生長 二封 シ逆位 二於 テ制限 スル ト言 フ重力 ノ調律 的影響 ニヨル モノ トス レバ、側枝 ニハニ ツ ノ
意味 ノ'逆位 ガ考 ヘ ラ レル。帥 チー ハ縦断 的極 性(Verticibasalitat)二 關 スル モノデアリ、一 ハ横断 的
 第8表     すぎ ノ側枝 ヲ垂直 二上向 セル場合 ト下向 セル場合 ノ
          アテ ノ形成程度 ノ比較(母 幹ノ、垂 直上向)
   
      
   
  3年 枝 ヲ用 ヒ昭和8年6月 二轡雌シ、2生 長期 ノ後切噺シテ基部ヨ、115cmノ 附近ニテ測定セ'レモノo
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極性(Dorsiventralitat)二 關 スル モノデアル。此 ノ雨方面 二於 ケル 重力 ノ調律的作用 ノ程度 ・・必 ズ
シモ同様 デアル ト・・言 ヘ ナイデ アラウガ、假 二爾者 ヲ同程度 ト考 へ、互 二複合 シテ固有偏心性 二影
                                     軸ノ傾斜角
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          第37圖  重力調律性縦力ノ作用ヲ考慮シテ攣形セル重力偏心性
             (G)ト 重力調律性縦力 並ビニ横力ノ作用ヲ考慮シテ攣形
             セル固有偏心性(E1)rノ 組合セヲ以テ側枝ノ各傾斜位 二於
             ケル偏心生長 ヲ説明スw模 型圖o
              圖A中Eハ 制限作用ヲ受ケザ,レ固有偏心性、H,ハ 重力調
              律性横力ノ制限作用、H2ハ 同縦力ノ限制作用ヲ示スoコ
              コニ於 テ實際獲現ス,レ固有偏心性ノ・El=E-(H,十HZ)ナ
              ル關係ニアアレO
              圖Bハ 偏心傾向ノ關係ヲ明瞭ナラシムル爲圖Aヲ 書キ直セ
              ,レモノニシテ横線ハ針葉樹型ニテ腹側(V)二 、縦線.・背
              側(D)二 生長偏筒ス1レ圏 ヲ示シ、瀾葉樹型ニテハ其ノ逆
              rナ ルoS及 ビLハ 偏碕側ノ轄向スル位置二當1レ。
響 スル モ ノ トスル ト、 其 ノ關係 ハ第57圖 二模型 的 二示 ス如 クナ リ、 之 二前 二(35頁)述 ベタル重力
     1)
ノ調律的慶形 ヲ考慮 セル重力偏心性 ヲ重 ネ レバ結 局現 レル偏心生長 ハ同圖B二 示 ス如 キ關係 トナル
  1)重 力ノ調律的作用ノ・屈地性 二戴テ前述 ノMetznerノ 式 二示セ'レ如キ、軸 ガ正位 二向フ程刺戟が
    制限サ1ノルト言フ關係ノ他二、軸ガ逆位二向フ程生長ガ減少スLr言 フ反封ノ關係が考慮サレw
    カラ、實際庇ノ影響が重力偏心性 二封シテ如何二現vwカ 、實瞼的二確カメテ見 ル迄ハ言明ノ限
    リデナイo
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 第9表      すぎ ノ側枝 ヲ垂 直面 内 ニテ内曲 セル場合 ノ各部
           ノアテ ノ形成程 度(母 幹 ハ垂 直上向)
     材料ハ5年 枝ニシテ昭和IQ年9月7日 二轡曲シ昭和11年10月10日 二切噺セryモ ノ02
     年目以後 ・生長著シク減退シ、基部ヨリ13-30cmノ 附近二・・猛相當ノ生長 ヲ見ルモ、
     38cmノ 附近 ニテノ・細胞2年 目二ie 3年 目二5暦 ヲ生セツニ過ギナイo而 シテ
     55cm附 近 ニテノ・2年 目以後ノアテノ分化甚ダ不明瞭デア'レ。アテノ形成側が反韓ス
     'レ位置ノ傾斜角・・大鐙60° 及ビ160°、形成ノ最大ナry部分ハ凡ソ300°及ビ100° ノ
     附近ニア'レト見 ラvryo
ガ.之 ハ側枝 ヲ垂直面 内 二輸 状 二轡 曲 セル實験 二於 ケル偏心生 長、例 ヘバ第9表 二示 セル例 卜比較
シテ傾向上 ヨクー致 スルモノ ト見 ラ レル。
 然 ルニ醗 ツテ固有偏心性 ガカカル影響 ヲ受 ケズ、 スベ テノ傾斜 位 二於 テ常 二同襟 デ アリ、 重力 偏
心性 ノミガ重力 ノ調律的慶形 ヲ受 ケルモ ノ トスル ト、 背腹 正位 ノ傾斜圏 内二於 ケル偏 心生 長 ハ或 ハ
説 明サ レル カモ シレナィガ、背腹逆位 ノ圏 内デハ第30圖 上 二見 ラル ・如 ク最 大刺戟位 ガ背腹 正位
ノ場合 ノ夫 ト垂直 二封 シテ相構 ナル位 置、 帥 チ180°-270° ノ間 二來 リ、實際 ノ傾向 二合 ハナ ィ事h
ナル。
 勿論之等 バ 一ーノ考察 タルニ止 リ、更 二實験 的 二吟 味 ヲ要 スル問題 デ アル ガ、只 ココ ニ注 意 シテ オ
キタイ ノハ重力偏心性 ガ純然 タル刺戟現象 デ アルノニ封 シ、 固有偏 心性 ハ假令重力 ニヨツテ分化 サ
レタル背腹 性 二基 クモ ノ ト難 モ、 内在的 ノ偏心llzyデアル カラ雨者 ハ本質 的 二同一視 スベ キモ ノデノ・
ナイニモ拘 ラズ、其 ノ現 レタル偏 心生長 ニハ等 シクア テ ノ形成 ヲ件 ヒ、 全 ク同種 ノ生長現象 ヲ來 ス
事 デアル。 而 シテ雨者 ガ同時 二同 `,iA面上二現 レル時 ニハ各hガ 掲立 二獲現 スJL事 ナ 久 互 二合
                                        G
成 セル方向二崖長偏碕 スル。換言 スレバ爾偏心性ハ反慮 タル生長二於 テ合成敷果 ヲ示スモノニ非ズ、
反慮示顯前 ノ過程 二於 テ齪二合成サレ、其 ノ均衡 スル位置 ニアヅテハ何 レノ`j向 ニモf ガ現 レナ
イ。故二結局此 ノ爾偏心性 モ更二深 ク突 キ進 メテ考 フレペ 同種 ノ理化學的現象ヲ惹起 スベキー元
的ノ原因 ノ存在ヲ豫定 シ得 ルモノh言 フ事ガ出來 ルデアラウ。
    第 六 節 荷 重其 ノ他 間接 二偏 心性 ノ成 立並  JL`現二關係 スノレ因 子
 自然二於ケル側枝 ノ傾斜位ハ前述 セル屈地性及 ピ背側伸長性 ノ均衡關係ニヨル他、 自髄 ノ重サ並
ピニ雨、雪等 ニヨル荷重 ノ機械的影響 ヲ受 ケル事 ガ著 シイモノデ、此 ノ荷重ニヨル傾下ガ軸ヲ重力
 第io表  すぎノ側枝 ノ先端ヲ裁去セル場合ノ傾斜角 ノ憂化 トアテノ形成側
 
    材料ハ5年 生内外 ノ第一次側枝 ヲ用ヒ墓部ヨ、115-20cmノ 附近ニテ裁頭シ、2生 長期
    ノ後切噺部 ヨ可稽 ζ基ノ方二於 テアテノ形成側 ヲ槍セルモノデァ1レo
偏心性 卜固有偏 心性 トノ均衡位 ヨリ離 レシメ、普通針葉樹 ノ枝 デハ下側 二、潤 葉樹 ノ枝 デハ上側 二
生長偏碕 シ、師 チ重力偏 心性 二從 フ偏 心生 長 ガ現 レテ居 ル。而 シテ荷重 ヲ減 少 スル時 ハ組織 ノ弾性
ニ ヨツテ側枝 ハ幾分 ヒ向 スル ガ、 此 ノ際時rシ テ偏心性 ノ均衡位 ヲ通 リ越 シ、從 テ固有偏心性 ノ方
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ガ現 レル事 ガ アル。第10表 ハす ぎ 二就 テ カカル場合 二於 ケルアテ ノ形成側 ヲ調査 シタモ ノデ、之
ニ ヨル トア テ ノ形成 スル側 ハ軸 ノ傾斜 角 ノ攣化 ノ大 小二關係 ナ ク、 直接 傾斜角 ノ關係 ニ ヨツテ定 マ
リ、 大約60° ノ附近 二於 テ其 ノ方 向 ヲ韓 向 スル ト見 ラ レル。
 又樹種 ニ ヨリ枝垂 レh シ垂下 スル枝 ヲ有 スルモ ノガアルQZimmermann(66)等・・之 ヲ生 長縄
過 二從 テ屈地 性 ガ慶化 シ、向地性 ガ堆 加 スル爲Fes^テ 居 ル ガ、寧 ロMol丘sch(42)等 ノ設 明 ノ如
ク荷重 ガ其 ノ主要 ナル原 因Fナ ル モノデアラウ。何(め)レニ セヨカカル重力方向 二並 行 ノ位置蓮垂 下 セ
ル枝 ・・次第 二生理 的背腹性 ヲ失 フモ ノデ、例 ヘ バPicea Smithiana Boiss.ノ 此 ノ種 ノ枝 ヲ用 ヒ實験
的 子確 カメテ見 タ トコロニ ヨル ト、重力偏心性 ノ ミガ現 レ背側肥 大性ハ認 メ ラレナカツタ。尤 モ之
ニハ芽 ノ位置 モ關係 シ、一般 二高次 ノ枝程屈地性 二乏 シ久 垂 下 セル枝 ノ先端 二着 ク芽ハ其 ノ儘機
械 的二下向 シテ伸長 シ、形態的 ニモ生理的 ニモ背腹 性 ハ分化 シナイモ ノ ト見 ラレル。
 荷重 ノ・斯 ノ如 ク側枝 ノ傾斜角 ヲ愛化 セ シメ、其 ノ固有偏 心性 ノ成立並 ピニ重力偏心性 ノ登現 二關
係 スルモ ノデアルガ、 カカル意味 二於 テ偏心生長 ノ登 現 二關係 スル因f・ ・自然 二於 テ甚 ダ多 イ。叉
幹 ノ重力偏心性 二封 シテモ直接 ノ原因ハ重力 デ アル ガ、間接 ニハ風、地 崩、 移植其他 ニ ヨ リ機械的
二幹 ガ傾斜 サレル事、 屈地性、 屈 光性等 ニ ヨリ生理 的 二軸 ガ屈 曲 スル事 等 ガ其 ノ登現 ノ原 因 トナル
モ ノデ、 自然 二於 ケル偏心生長 ヲ詮 明 スルニハ、此 ノ種 ノ間接 ノ原 因 ノ關係 ヲ明 カニスル事 ガ蜀際
上 必要 デ アルガ、此 ノ問題 二就 テハ改 メテ取扱 フ筈 デアル カ ラ、 ココニ・・深 ク鰯 レズニ オク。
  r)Baranetzlci(1, S.220)ノ ・Caragana arborescens, Fraxinus excelsior及 ビLJImus montanaノ 枝
   露 レrナ'レ攣種二就テ、其ノ枝ハ材部 ノ獲達不良ナル爲、組織 ノ構逡上自齢ノ荷重 閉支ヘルニ足
    ラザ/L事ヲ指 」テ居,レo
      ・、曜                A?
  1
      工;
           c
    .■ じ 燕 ∵壌 、 鱒f
       冒 。、,      謡 ゾ ㌧.矧
  誘騰轡 葱
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            第 五 章 根 二 於 ケ ル 偏 心 生 長
一淺 ク地表 二沿 ウテ伸 ビル側根 ハ生長 ト共 二特 二基部 二近 キ附近 ニ テ著 シク上 側 二肥 大生 長偏椅 ズ
・・傾 向 ガア リ、甚 ダ シ暢 合 二・・地 上 二高 ク露 出 シテ板 根(E・ettW・ ・Zel, Lutt・eSS)卜 構 セ ラレル悌
58圖)。 之ハ熱帯 ノFicus, Mora, Parkia等 ノ例 ニ テ知 ラレテ居 ル トコロデアル ガ、程 度 ノ差 ・・ア
レ廣 ク温帯 ノ樹種 ニモ見 ラ レルモノデ、就 中Carpinus(い ぬ しで)、 Fagus(ぶ なの き)、 Shiia(し
ひ)、Celtis(え の き)、 AI〕hananthe(む くのき)、 Zelkowa(け や き)、 Aesculus(と ちの き)、 Prunus
(り んぼ く)、Corpus〈 みす き)等 二顯 著 ナ ノガ アル(の)。
 此 ノS..・ ・宛 モ之 ガ樹 幹支持 ノ用 ヲナス如 キ観 ヲ呈 スル トコロヨ リ古 クカ ラ機 械的刺戟 ニヨル`モ
                 :
ノ ト想 像 サ レ テ 居 タ ガ(19)、Petch(1930), Francis(1925), Davis及(の)ビRichard,(1934)<g)1
等 ノCeylon, Queensland或 ハ 莱 領Guiana地 方 二 於 ク ル 観 察 ニ ョ、ル ト樹 冠Z大 イ サ、.主 風Z方 向
等 ノ關 係 ・・認 メ ラ レ ヌ トサ レ、1著 者 ノ観 察 モ 亦 之hIri デ ァ 」 テ寧 ロ"Zimmermann l(66)ノ 記 載
セ ル ガ 如 ク、 一種 ノ重 力 成 形 的 ノ現 象 ト見 ラ レ ル 。
 板 根 ノ・斯 ノ如 ク著 シ キ肥 大 生 長 ノ偏 碕 ヲ ナ セ ル ニ拘 ラ ズ,其 ノ偏 碕 側 ノ材 二 、幹 ノ偏 心 生 長 二 律 へ
ル 如 キア テ ノ構 造 ヲ 登 達 シ ナ イ モ ノ デ、Singapore産 ノFicus(cotinifolia a)、 皇(の)濁産 ノ ら んだ い ぐ
す 、 う ら じろ え こ の き 、 か しは い ぬ び は 及 ビ内 地 産 ノ しひ 、 ぶ な の き、 せ ん だ ん 、 と ち の き、 りん
ほ く等 ノ例 二 就 テ槍 セ ル トコ ロ ニ ヨ レバ 、 ア テ ノ特 徴 タ ル 膠 質 暦 ハ 認 メ ラ レ ズ、 只Ficus及 ビ
Fagusノ 例 中 上 側 二僅 カ ニ 散 在 的 二 此 ノ暦 ヲ 有 ス ル 細 胞 ガ見 ラ レ タ ニ過 ギ ナ イ 。 然(の)ルニ こ は う ち は
か へ で ノ根 ガ若 イ時 代 二曝 露 セ ル モ ノ ヲ ト ツ テ 調 べ テ見 タ ノ ニ明 ヵ 二 幹 ノ場 合 ト同 様 ノ、ア テ ノ構 造
  1) 本 學 豪濁 演 習林 二於 ケ 〃所 見 ニ ヨryト 板 根 ノ・か しiい め びli (Ficus nervosa Heyne),お ほ ば た
    ぶ(Machilus Kusauoi Hay・),ら ん だ い ぐす (Cinnamomum randaiense Hay・),ひ ひ らん くりか
    し (Castallopsis stellato-spina Hay・),も が し (Elaeocarpus decipiens Hemsl.) ふ ち【こ しで
    「(Engelhardtia formosana Hay・),う ら じろ え この き(Styrax suberifo]ius Hook. et ern.)等 二著
    シ ク現 レrvo叉 中 緻 ニ テ ノ・Heinbuche, U:me(46)・Bache・Eiche(30)等二板 根 が多 イ 」`a7p
  2)¥avez(igz4)ノ ・Rio de Janeiro地 方 二於 テ落 葉 暦厚 ク地 盤 ノ抵抗 少 ナキ所 二板 根 ヲ獲蓮 ス ルモ
    ノ多 ク、 其 ノ生 ズ1V側 ・・主 風 ノ方 向 二關 係 ア リ トシ(9)、 又 中野 博士(lg25)(45)ノ ・む くの き其
    他 二就 テ ノ襯 察 ニ テ荷重 が板 根 ノ形 成 二關 係 ア ル ヲ認 メ 、之 ガ張 力 側_ ?シ テ樹 木 ノ傾 倒 ヲ防
    グ意 義 が ア,レ トサ レ テ居 ル0
  3)Singapore産 ノFicusノ 板 根 ・・本 學 古 曾部 温 室 主 任玉 利 幸次 郎 氏 ノ探 取 ブ煩 シ タo深 ク其 ノ厚 意
    ヲ謝 スIv。
  4)Ulmus, Robinia等 ノ根 ノ地 中 ニ ア ル モ ノ ニテ、 杢 周 二此 ノ種 ノ眉 ガ 認 多 ラLつ レfi・.之 ノ・偏 心 成
    長 二俘 フモ ノデ ナ ク・ 一.・種 ノ貯 藏 物 質 トモ言 ・・レ テ居'レ モ ノデ(44・S.210)・ 之 ヲアテ ト見,レ事
    ・・出來 ナ イσ
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ガ認 メラ レタ。
 針葉樹 ノ場合 ニテモ亦地表 二近 ク水ノドニ出ル側根 ハ某部 ニテ多 ク上 側 二生 長偏碕 シ、梢 々離 レタ
ル部分 ヨ リ更 二下側 ニモ偏forス ル傾向 ガ現 レ、第59圖 二見 ラル ・如 ク鯖 圓1形叉 ハ繭形 ノ横断面 ヲ示
甥齢謬瀦灘懸
繋鎌∴ぐ
方的 二風 ヲ受 ケルFichteノ 森 林 二於 テ  a,59圖 あかまつノ地表二近 キ側根 二於ケ朔 巴大
                     生長fil訂奇ノ例。            約ソ2.
風 下 ノ方 二出ル側根 二板根状 ヲナスモノ    断面右ヨy順 次、7+COI.10 cm.1v cm及 ビ25
                      cm ノ部分o.1+-uliニテハ主1・シテ上側_%1.i
ガ 多 イ事 ヲ観 察 シ テ 居 ルQ併 シ何 レ ニ セ    偏 倫 シ、10Cm附 近 ニ テ.、下 側 ニ モ生長(h.i 11ブ
3通 針輔 一ハ前述・燗 輔 ・例・  繍 轍 男:鵜 繹 二喬灘
如 ク瀦 ナ板根 ヲsス ルモ ・ハナ ィQ   楠 ノ傾向ナク・又アTノ'髄 ニモ認メラレヌ・
 而 シテ此 ノ場合 ノ生長偏碕 ハ亦澗葉樹 ノ場合 ト同様 アテ ノ形成 ヲ1't=フモ ノデ ナク、is側 ノ生 長偏
碕側 ノ材 二於 デ比較的厚膜 ノ假導管 ヲ見 ル事 ハ アノしガ、 アテ ノ典型 的 ナ構造ノ・見 ラレナイ。 只崩壊
地等 ニテ若 イ頃 ヨ リ地 表 二露 出 シタ根 二於 テ.霊 根 モ側根 モir.二下1則
二顯 著 ナアテ ヲ形成 セル例 ガアルC第60圖) vカ ・ル事 實 ハ實験 的 ニ
モ確 カメ ラ レルモ ノデ、 之二關 シ針葉樹 ノ根 二就 テ行 ツタ.ニ 三ーノ實験
例 ヲ述べ テ見 ル ト。
    1.主 根 ヲ傾斜 シテ曝露 セル場合
 あか まつ ノ苗木 ニテ空根 ノ基部 ヲ曝露 シテ傾斜 シ、2生 長期 ノ後其
ノ鵬 面ヲ瞼 シタノニ・口購 セル部分及 ビ之 ・リ先端 坊 荊 ・地中 塀 。圖 あかま・,ノ若
若干 ノ距離迄下側二沿 ウテアテガ現 レ、 ソノ形成ハ曝露 セル當年二師    キ生根ノ曝露セ亡部
                                 分二形威セ・レア7・ノ
ニ認 メ ラレタ。                                 例       X6匿
    b.側 根 ヲ自然位 二於 テ曝露 セル場 合
 あかまつ及 ビすぎ ノ地表 二近 イkrイ 第 一・次1則根 ノ基部 ヲ日為喜露 シ、 t{長 期 ノ後其 ノ断面 ヲ槍 スル
ニ、結果 ハ前 ノ場合 トii1 ド側 二明 カニアテ ノ彰成 ヲ認 メル(第61圖)。 但 シ之 ・・若 イ側根 二限 ルモ
ノデ、約20年 生 ノあか まつ ノ側根 ノ基部 ヲ曝 露 シタ例デ・・3年 日二於 テモ猫アテ ノ形 成ハ現 レナイ。
                                           (i!
                          c.側 根 ノ軸 ヲ90°回旋 シテ曝露 セル場合
        此 ノ場合アテヲ形成スル側ハ常 二下側二限 リ、側
            d.曝 露セル根ヲ再 ビ埋浸 セル場合
     A       B     あかまつ ノ根ヲ曝露 シ、zf_}長 期 ノ後再 ビ埋浸ス
  `才`6膿 讃 二端1磐 チ響,三 … 度現・・アテ・倣 ・埋浸後次綱 糊 ナ
    成螺 熱 。  ×5噛 ル傾向硯 ・VJ60
     B lcノ先 ノ左ニテ地中lcm     以Lニ ヨツテ明 カニ1針葉樹 ノ根 ハ若 イ時 代 二曝露       
ノ附近。曝露部 ノアテ ノ形
       成ノfibit ヲ受ケテ溺度乍ラ   スル時 バーi三根 二於 テモf1!9根二於 テモ共二下側 ニア テ
       同側ニアテヲ帆 レ・  瑚 。、、里浸 。ル時.、.再ビソノ形,翻 宵失 。、。モノ
デアル ト言 フ事 ガ出來 ル。嘗(リ)テhny(32ノ ハ曝露 セノ・根 二於 テ側枝 ト同傾向 ノ偏心4三長 ガ見 ラ レ
ル トシ、其 ノ原因 ヲ側枝 卜同様温度、 光等 ノ關 係ニ ヨル ト蓮 ベ ナ居 ル ガ、若 シ然 ラバ幹 モ埋 浸 スル
時 ハ偏心生長 ヲ現 サナ ィ筈 デ アル。實際 あかまつ、す ぎ、 ひの き、すす かけの き等 ニ テ若 イ幹 ヲ傾
斜 シ、其 ノー部 ヲ土 中 二埋 メテ見 タ ノニ何 レモ次第 ニアテ ノ形成 ガ
弱度 トナル傾向 ガ認 メ ラレタ(第621副)J特 二不定根 ヲ下 セル部分
ニテ全 クアテ ヲ生 ジナ クナルハ挿木 ノ場合 二蓮ベ タルhjiil デァ
時 二起 ル モノデハ ナク、不定根 ヲ生 ジナイ場合 ニハ数 ケ年 二亙 ツテ
鰻 化 ガナィ例 モ ア・レ・從 テ之ハ上里浸 二際 ・ア テ ノ繊 二必須 ナル  」yli'3圖 すぎ.幹 吐
因子秩 ハ・蠣 … 考灘 ・・寧・翻 犬態・ナツ・場合・著・  騨 隅 ㌘讃
クア テ ノ形成 ガ減少 スル鮎等 ヨ リ推 シテ、幹 二反 懸能力.isノ攣 化 ガ    ル例゜ .
                                     幹 ヲ水∠ドニ倒シ其ノ
現 レル ニ ヨルモ ノデ アラウ ト想像 サ レル。              蔀 ヲ埋浪セ・レモノ
                                     ニシテ初メ141'ハtiY
 アテ ノ形成側 ハ幹及 ビ側枝 ノ場合 屈地性及 ビ背側仲長性 ニ ヨル軸      度 ニアテヲ形hkセ ノレ
                                     モ、.,年 目二・・急ニ
ノ屈曲方 向 ト關聯 シテ考 ヘ ラレタモ ノデア・レガ、根 二於 テハ如何 ナ     弱度 トナ,レ。且此ノ
                                     附近ニテ多数ノ不定
ル關係 ガ アルカ、 一先 ヅ此 ノ問題 ヨ リ考察 シテ見 ヤ ゥ。根 ガ重力 ノ     根ノ{隻・kヲ認ム。
刺戟 二封 シ向地性 ヲ示 ス事 ハ言 フ迄 モナイ。而 シテ根 二於 テアテ ガ幹 ノ場合 二於 ケル ト同様、屈地
性屈 曲 二際 シ針葉樹 デノ・凸 側 タルベ キ側 二現 レルモ ノデ アル トスノレト、 主根 ヲ傾斜 セル場合 卜側 二
  1) 根 ・・曝露セザry限 り如何二重力h向 二封スrvT ilia'化 スIVモアテ ヲ形成スァンモノデノ・ナイo
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之 ガ見 ラレナケ レバ ナラナィ。然 ルニ實際 ハ上 二述 べ タ様 二常 二下側 ニア テ ガ見 出 サ レル。尤 モ根
工於 ケ)レ屈地 性刺戟 ノ感受部位 ハ若 イ先端 ノ附近 二限 ラレテ居 ルr言 ハ レ、且其 ノ反慮 モ遠 ク基部
二及 バズ、幹 ノ例 ノ如 ク太 イ部分 二屈地 性屈曲 ガ認 メ ラレタr言 フ例 ハナ イガ、 叉元來、 重力偏心
性 ノ成立 二關 シ必ズ シモ屈地性反慮能力 ノ存在 ヲ問題 トスル必要 ハナイカモ シレヌガ、等 シク重力
ニ ヨル刺戟現象 タル屈 地性 二於 テ明 カニ幹 ト反磨方 向反封 ナル根 ガ、重力偏 心性 二於 テハ同方 向 ヲ
示 ス ト言 フハ少 ナカ ラズ理論上異様 デ アル。
 此 ノ際考慮 サ レル ノ・・生 理的 二根 トシテ ノ性質 ガ、 獲生的 二、或 ハ形態的 二根 デ アル部分 二、如
何 程 ノ程度迄 固定 サ レテ居 ルヵ ノ問題 デ アル。幹 ガ土 中 二埋浸 サ レ不定根 ヲ下 スニ至 ツタ部分 デハ
既 二生理的 二根 ノ性質 ヲ帯 ビタル モノ ト解 サ レ、此慮 二生 ズル組織 ノ構造 ハ根 二類 スル鮎 ガ多 クナ
ル ガ(44,S.288)、 反封 二根 ガ曝露 セル場合 ニモ光、1度 其他 ノ條 件 ノ攣 化 ニ ヨツテ本來 ノ成形 機
能 二或 ル程 度 ノ異常 ヲ來 ス事 ハ想像 スルニ難 クナイ。 スナハ チ此 ノ見地 ヨ リス レバ.曝 露 セル根 二
幹 卜同様 ノア テ ノ形成 ヲ件 フ偏 心生 長 ノ現 レル ノ・・曝露 ニ ヨツテ生 理的機能 二憂化 ヲ來 シ、重 力 ノ
刺戟 二感 ジテ幹 二準 ゼ ラレル重 力偏 心性 ガ出現 スルニ ヨル モ ノ ト解 サ レル。
 然 ラバ古 イ根 二於 テハ曝露 スルモアテ ノ形成 ガ現 レナイノハ何故 デ アルカ。之 ハオ.ソラク古 イ部
分程根 ノ生理 的性質 ガ強 ク固定 サ レ、曝露 ニ ヨツテ容 易 二其 ノ性質 ガ愛 化 サ レナ イ爲 ト考 ヘ ラレ、
少 ク トモ此 ノ事實 ハ曝露 ガ直接アテ ヲ形 成 セ シムル原因 タル モノデナイ事 ヲ謹 スル モ ノデア ラウ。
 次 二問題 トナル ノハ側根 二於 ケル背腹性 デアル。側根 ハ勿論斜向性器官 デアル ガ、 ソノ斜 向的休
止位 ガ如何 ナル關係 ニ ヨツテ定 マルモ ノデアル カ.未 ダ確 タル説 ガナイ。古 クSachsノ 如 キハ輩二
側 根 二於 テ向地 性 ノ小 ナル爲 ト解 シタガ(52)、Lundeeardh・ ・側枝 卜同様 二向地性 ト背地性 ノ均衡
ニ ヨル トシ(37)、v. Ubischハ 正弦法則 二從 フ向地性 ト餓 弦法 則 二從 ツテ之 ヲ制 限 スル縦力 ノ關係
ヲ似 テ説 明 セム トシテ居 ル。叉 多 クノ人hノ 實験 ニヨルh此 ノ休 止位 ・・光、温 度、漁 度或 ハ内的 ノ
相 關關係 ニ ヨッテ攣化 シ易 イモ ノデアル ト言 フc何 レニセヨ 若 イ第一次側根 ヲ トツテ軸 ヲ180° 回
旋 スルニ側枝 ノ場合 二見 ラレタ様 ナ屈曲型式 ガ現 レズ、pm°=i_二最短 ノ距離 ヲ トッテ原 ノ休止位 二近 イ
傾 斜 ノ位 置 二復 ルh セラレ(52)、 從 テ コ ・二生理的背腹性 ハ認 メラ レナィ。上 二述 べ タあか まつ
ノ側根 ノ軸 ヲ回旋 シテ曝露 シ、ア テ ヲ形成 セシメタ實験例 二於 テ、 其 ノ形成側 ガ常 二下側 ニ ア リ、
側枝 ノ場合 ノ如 キ回旋 ノ關係 ガ見 ラレナイ ト言 フノモ、畢寛側根 ガ杢 理的放射性 ニ シテ固有偏心性
ノ分化 セザル爲 ト解 スベ キデア ラウ。尤 モ板根 ノ如 ク背腹 的形態 ノ明瞭 トナ ツタモ ノニ於 テへ 或
ノ・生理的背腹性 ヲ分化 セル モノモアル カモ シレナィガ、之 ハ夏 二實験 的諦明 二倹 ツベ キ問題 デ アル。
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    第 六 章 偏 心 生 長 及 ビ ア テ ノ 形 成 ノ 生 態 的 意 義
 偏 心生 長 ニ ヨツ テ生ズル樹 木 ノ横断面 ノ形 ガ軸 ノ轡 曲轟抵抗 スル上二有利 ナル形 デアル事 ノ・一見
シテ直 チニ想到 サ レル事 實 デアルガ、Ursprung(63)ノ ・之 ヲ似 テ機械 的要求 二封 スル成形 上、物質
ノ経 濟的意義 ガアル ト述 ベ テ居 ル。其後偏心生 長 二俘 ツテ生 ズル組織 ノ機 械的彊度 ガ注 意 サ レル様
ニナ リ、特 二針葉樹 ノ場合 ノアテ ガ抗歴彊 二富 ミ、 且之 ガ自然 二於 テ傾斜 セル幹又 ハ側枝 ノ下側 二
見 出 サル ・トコロ ヨリ、樹禮 ノ荷重 ヲ支持 スル意義 アル モ ノ ・如 ク考 ヘ ラレタ(61),(66)。  '
 併 シ乍 ラアテ ノ形成側 ・・必 ズ シモ機械形成(Mechanoxriorphose)ト ハ見 ラレヌ場合 モ ア リ、上述
ノ見解 二多少 ノ疑念 ヲ挿 ンデ居 ルモ ノニUngerer(62), Kiister(34)等 ガアル。事 實第二章 二述ペ
タ多 クノ實験結果、就 中側枝 二於 ケルア テ ノ形成側 ノ關係 ノ如 キハ荷重 ノ支持 二關 シ何等特別 ノ意
義 アルモ ノ トハ見 ラレナイo
 Trendelenburg(61)・ ・叉Jaccardノ 水分通導 説 ヲモ考 慮 二入 レ、針葉樹 ノア テ ノ假導 管 二重縁孔
紋 ノ形大 ナル鮎 ヲ睾 ゲ テ、之(り)ガ水分通導上 ニモ意義 アルモ ノhシ テ居 ルガ、實際 ハ此 ノ部 ガ却 テ通
導能 力 二劣 ル事 ハ前 ニモ述 べタ通 リデ アル。
 故 二偏 心生長 ノ生態 的意義 ハ之等從來 ノ読 明 ヲ以 テハ満 足 シ難 久.見 地 ヲ更 二新 ニ シテ考察 シ直
シテ見 ル必要 ガアル。元來重力偏 心性 ハ屈地性 ト其 ノ反磨様 式 ヲ異 ニスル モ、等 シク重力 ニ ヨル刺
戟 現象 デ アツテ、反慮位及 ビ反慮 ノ方 向 ガ重力方 向 二關係 ア)L二 於 テー致 スル モノデアル。而 シ
テ屈地 性 二就 テへ 幹 ガ傾斜 セル場合 屈曲 ヲ起 シテ直立位 ヲ恢復 シ、 軸 ノ位置 ヲ調 ヘル意義 ヲ有 ス
ト考 ヘ ラレテ居 ルガ(66)、 重力偏 心性 二就 テモ、幹 ノ傾斜 二際 シ針葉樹 ノ場合 ノ如 ク特 二抗歴 強 二
富 ムア テ ガ ト側 二現 レル ノハ軸 ノ傾倒 二抵抗 スル意義 ガ アノレ様 二見 エル。然 ルニ同種 ノ組 織 ・・側枝
二於 テ更 二固有偏心性 ニヨツテモ背 側 二生 ジ、其 ノ配置 ハ上蓮 セル如 ク決 シテ軍 ナル荷 重 ニ ヨル軸
下 二抗 スル關係 ニアル ト見 ラレナイ。
 固有偏心性 ハ側枝 二特徴的 ノ性質 デ アツ気 軸 二生理 的背腹 性 ノ分化 セルニ基 クモ ノデ ァルガ、
同様生理的背腹性 ニ ヨル性質 トシテ背側伸長性 ナルモノガ アル。此 ノ背側伸長 性・・側枝 ニ アツテ其
  1)之 ハ併シ秋材部 ノ比較二就テノミ言b得ry デ、秋材細胞ノ放射方向ノ幅ノ關係ヨ可來,vモ ノト
   見 ラ1へ 春材部デバカカrレ傾向・ナイ。而シテアテノ重線孔紋・・長裂鐸欺ノ内開ロヲ有シ其ノ激
    二乏シイモノデアw。 潤葉樹ノ繊維状假導管ニテモ同檬、膠質層が蛮逮 スレバ重線孔紋ノ内開口
    ・・狭長ナル裂鰍 デナシ、繊維1軸 二略並行 け'・ 。
70
ノ屈地性 二制 限的 二作用 シ、側枝 ヲ シテ或 ル傾斜位 ヲ保 タシメ、之 ニ ヨツテ樹冠 ヲ構成 スル各要素
ノ室間 的關係 ヲ整理 シ、且 同化器 管 ヲ シテ ヨク日光 ヲ利用 セシムル位置 ニ オク意義 アルモ ノ ト考 ヘ
ラ レルガ、 固有偏心 性 モ亦之 卜同様 ノ關係 ヲ以 テ重 力偏 心性 二拮抗 シ、枝 ガ生理的 ナ均衡位 ヨ リ動
カサ レタル時、之 二抵抗 的ニアテ ヲ形成 スル モノh見 ル事 ガ出來 ル デアラウ。換言 ス レバ、重 力偏
心性 卜固有偏心性 ハ共 二屈地性及 ビ背側伸長性 ト同様、樹 冠 ヲ構成 スル枝系要素 ヲ生 理的 ナ位置 二
保 ツ機能 的 ナ現象 ト見 ラ レ、 只後者 ニ アヅテハ屈曲 ニ ヨヅテ積極的 二調位運動 ヲ起 スニ封 シ、 前者
ノ、抵 抗的 ノ組織 ノ形 成 ニ ヨツT4y極 的 二軸 ノ愛位 二抗 スル ノ鮎 二於 テ相違 スルF解 サ レル。而 シテ
樹米 ノ如 ク長期 二亙 リ著 シイ肥 大生長 ヲ績 ケルモ ノニ アヅテハ、 屈動性 ニ ヨル軸 ノ位 置 ノ調整 ハ既
成組織 ノ抵 抗 ニ ヨツテ屈曲 ノ妨 ゲ ラレナィ若 イ先端 ノ小部分 二限 ラレ、 他 ノ大部 分 ハ肥 大生 長 ノ偏
心性 ニ ヨツテ軸 ノ位置 ノ攣 化 ヲ最 小限度 二阻止 スル ノ方策 ヲ講ズ ルヨ リ他 ハナイ ノデアル。 背側伸
長性ハ前 二述 べ タ様 二側枝 ノ傾斜 ヲ支配 スル因子 ヲナ スモノデ、樹種、 年齢、部分 等ニ ヨツテ強 サ
ヲ異 ニ シ、 且其 ノ固定度 ヲ相違 スルモ ノデ アルガ、更 二枝 系要素相互 ノ相 關關係 ニヨ リ、或 ハ生長
ノ経過 二從 テ憂 化 シ、 之 ニヨツテ枝 系各部 ヲ有機的 ナ關係 二保 タ シメ、樹冠 ノ形 ヲ シテ樹種 固有 ノ
逡傳 的 ナ形 二導 クモノF言 フ事 ガ出來 ル。 固有偏 心性 モ亦 之 ト同様 ノ關係 ニ ヨツテ 攣化 スル モノ
デ、 同様 ノ意 味二於 テ亦樹冠 ノ生理的構成 ヲ保持 スルニ與 ル ト言 ヘル デアラウ。
 而 シテ根 二於 テ此 ノ種 イ偏心性 ガ認 メラ レナイノハ夫ガ‡中 ニ アリ、土壌 ノ抵 抗 ニ ヨツテ軸 ノ蓮
動 ガ制限 サ レテ居 ル爲、 カカル位置 ノ愛 化 ヲ調節 スル機能 ヲ登達 スルニ至 ラナ ヵツタ トモ想像 サ レ
ヤウ。
 以上 ノ如 キ見解 ヨ リス レバ、樹冠 ノ形 ハ重力 ニ ヨル ノ ミナ ラズ、 光 二封 シテモ調整 サ レルモ ノデ
アルカ ラ.屈 光性 二封照的 ノ光偏心性 ガ存在 スル筈 ノ如 ク考 ヘ ラレルガ、 之 二就 テ・・未 ダ的確 ナ謹
明 ガナイ。樹 冠 ノ外貌 ヨリス レバ針葉樹 ノ形 ノ・v 二重 力成形 的 デア リ、澗葉樹 ニノ・可 ナ リ光 二影
響 サレタ如 ク見 ユル モノガアル ガ、併 シ重力 ノ關係 二比 ス レバ猶微弱 ナモノデアル。從 テ光偏心姓
ノ如 キガ假 二存在 スル トシテモ夫程著 シイモノデハ ナカラウ ト想像 サ レル。
 次 二問題 トナル ノハ偏心 性 二於 クル針葉樹型 卜澗葉樹 型 ノ相違 デ アル。此 ノ雨型 ハ偏心方向 二於
テ全 ク封瞭 的 ノ關係 ヲ有 スルモ ノデアルガ、 嘗 テUrsprung(63, S,268)・ ・P正cea二 就 テ歴 力側 二
於 ケル抗墜 弓鼠・・張 力側 二於 クル抗張強 ヨ リモ小 ナル事 ヲ認 メ、 此 ノ質的弱鮎 ヲ量的 二補 ハ ンガ爲 二
歴力 側 二生 長 ガ促 サ レルhi. Eriodendronノ 枝 デ・・此 ノ關係反封 ナル爲 張力側 二生 長偏 碕 スル ト
述べ テ居 ル。 之ハ生長 ガ機械的要求 二慮 ズル トノ思想 ヨリ出獲 セルモ ノデ アルヵ ラ、 其 ノ儘 此庭 二
受 ケ容 レル事 ハ出來 ナイガ、アテ ノ形成 ガ」ニニ述べ來 ツタ如7軸 ノ生 理的調位 ヲ清極 的 二支持 スル
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意義 ヲ以 テ現 レルモ ノrス ルi・.Hartmann(23)ノ 樗 スル様 ニアテ ノ機械的作 用 ハ其 ノ形 成側 ノ關
係 二從 テ針葉樹型 デハ歴力 二、潤葉樹型 デハ張力 二抗 スル性質 ヲ有 スル ト見 ナケ レバナ ラナィ。實
際 針葉樹 ノアテ ガ抗 歴彊 二富 ム事 ハ周知 ノ事實 デ アル。併 シ乍 ラ果 シテ澗 葉樹 ニ シテ偏 心性 ノ傾 向
上針葉樹 型 二屑 スルBuxus, Gardenia等 ノアテ モ同様抗歴 張大 ナ リヤ、叉 解剖所見 上種 々 ノ型 ガ医
別 サ レル潤 葉樹 型 ノアテ ニ於 テ、 スベ テガー致 シテ抗張 張 二優 ルヤハ猶研究 ヲ要 スル問題 デアル(わ)。
併 シ假 二此 ノ爾型 ノ樹 種 ノア テ ニ上述 ノ如 キ機械 的性質 ノ相遽 ガ認 メ ラレタ トコロデ、 之 ヲ以 テ偏
心性 ガ爾種 ノ型 二岐 ル ・理 由 ノ設明 ニハナ ラナイ。
 潤葉樹 ノ中 ニハ、 此 ノ他 二全 クヵ ・ル偏 心性 ヲ有 セザルー群 ノ樹 種 ガアル。 之ハ大艦 二於 テ灌木
性 ノモノニ多 イガ、 必ズ シモ生 育型 ニ ヨツテ別 タ レル モノデハ ナイ。寧 ロ此 ノ偏心傾向 ノ差、並 ビ
ニ之 二件 フアテ ノ構 造 ノ相違 ハ植物 ノ系統 二從 テ類 別サ レル貼 ガ多 イ。之等 ノ諸 問題 二就 テハ併 シ
更 二廣 ク多数 ノ樹 種 二亙 リ、 アテ ノ解剖的並 ビニ理 化學 性質 ヲ吟 味 シテ後改 メテ論 ジテ見 タイ ト思
フo
  互)澗 葉 樹 ノ場 合 二於 テ ノ・Metzger(40, S.253)ガBirke二 就 テア テ が抗 張 強 二大 ナry ヲ述 べテ
    居 可、 最近Clarke(lg36. Forestry, VoI, X・P・143)ノ ・Fagus二 就 テ膠 質層 ヲ有 スry材 ノ・著 シ
    ク抗 歴 強 二劣 レ ト嚢 麦 シ テ居 ルo
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             第 七 章 摘   要
 本報 ハ樹木 ノ肥大生長 ガー横断面上 一側 二偏碕 スル場合、 師 チー般 二偏心生 長 卜呼 バ レテ居 ル現
象 二關 シ、 其 ノ直接原因 タル因子 二就 テ考察 シタモ ノデ アル。
 此 ノ問題 二就 テ・・從 來種hノ 説 ガ述 ベ ラレテ居 ルガ、 ソノ中主要 ナルモ ノ トシテ・・、L榮 養 ノ偏
リニ ヨル トスル モノ、2.皮 歴 ノ差 ニ ヨル トスル モノ、3.重 力 ノ刺戟 ニ ヨル トスル モノ、4.機 械的
強 度 ノ要求 二從 フトスルモノ、5.水 分通導性 ノ要求 二從 フ トスルモ ノ、6.縦 墜 ノ刺戟 ニ ヨル トス
ル モ ノ、7.生 理的均 衡位 二 xル 軸 ノ位 置 ノ攣化 ニ ヨル トスルモ ノ等 ガ アル。
 偏心生長 ハ著者 ガ實験 的 二確 カメタル トコロニヨル ト、幹 ニ ア リテハ軸 ノ傾斜 ニ ヨ リ、側枝 ニ ア
リテノ、更 二軸 ノ回旋 二際 シテ現 レ、其 ノ傾 向ハ第5.14.15圖 二示 ス如 キ關係 二要約 サ レル。而 シテ
之等 ノ・上 二學 グ タル從來 ノ何 レノ説 ヲ以 テスルモ満 足二設 明 サ レルモ ノデハナ1。
 著者 ハ コ ・二新 タニ此 ノ現象 二封 スル理論 的考究 ヲ試L 之 ガ實験的謹明 ト相倹 ツテ次 ノ如 キ見
解 二到達 シタ。
1.樹 木 ノ肥 大生長 ハ軸 ノ横断方向 ニー方的 二作用 スル重力 ノ刺戟 ニ ヨツテ偏碕 ヲ來 ス。之 ヲ重力
 偏心性(Geotrophie) ト呼 ブ。更 二之 ハ生長偏碕 スル側 ガ上側 ナルカ、 下側 ナル ヵ二從 テ、 上側
 肥 大性(Epitrophie)、 下側肥大性(Hypotrophie)二 分 タ レル。 スベ テノ針葉樹(Ginkgo及 ビ
 Coniferae)ト 潤葉樹 ノ 一ー部(Buxus, CUardenia等)ハ 後者 ノ型 ヲ トリ、 大部分 ノ潤 葉樹 ハ前者 ノ
 傾向 ヲ示 ス。 爾潤 葉樹 ノ中 二・、全 クカ ・ル偏 心性 ヲ有 シナイモ ノ モ ア ル(Beriberidaceae, Sa-
 xiflagaceae, Stachyuraceae, Caprifoliaceae等)。
2・ 重力偏心性 ハ屈地 性刺戟 ヲ通 ジテ成立 スル モノデナク、直接重 カ ノ刺戟 ニ ヨツテ喚起 サ レ、全
 ク屈地性 反磨能力 ヲ有 セザル古 イ部分 ニテモ、肥 大生長 ノ衰 退 セザル限 リ、此 ノ反慮 ハ認 メラ レ
 ル。此 ノ鮎 二於 テ$iicherノ 謂 フGeotrophismusト ソノ意味 ヲ異 ニ スル。
3 重力 偏心性 ノ反慮 ハ屈地性 卜同機紬 ノ重力方向 二封 スル傾 斜角 二關係 シ、正 弦法則 ガ適用 サ レ
 ルモ ノデ アルガ、 夏 二重力 ノ調律的影響 ガ考慮 サ レ、此 ノ關係ハ猶 研究 ヲ要 スル。
4.重 力偏 心性 ノ刺戟 ハ軸 ノスベ テノ横断面 ニテ凋立 二感受 サ レ、 横断面毎 二其 ノ傾斜關係 二從 テ
 反慮 ガ現 レルガ、基 部 ノ方 二向 ヒ或 ル程度迄 ハ隣接横断面 ニモ影響 ガ認 メラレル。
5 重力偏 心性 ノ刺戟 ハ間欺的作用 ニ ヨツテモ累加 サ レテ反慮 ヲ現 スニ至 ルモ ノT:例 ヘバあか ま
 つ ノ幼苗 ニテ毎 日4時 間宛刺戟 セルモ ノニ既二明 カナル反慮 ガ見 ラレル。叉其 ノ示顯時 間 ハ春夏
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 ノ候 くろ まつ ノ幼苗 二就 テ實験 セルhコ ロニヨル ト約5日.反 癒時間 ・・約7日 デア リ.京 都 二於
 テハ秋季Io月 中旬迄.反慮能力 ガ認 メラ レタ。
6 側枝 二於 テ・・上蓮 ノ他 或 ルー定 ノ側 二肥 大生長 ノ偏碕 スル傾 向ガ アル。之 ヲ固有偏 心性(Auto-
 trophie)ト 構 スル。夏 二之 ・・生 長偏碕 スル側 ニヨツテ背側肥大姓(Dorsitrophie)及 ビ腹 側肥大性
 (Ventraltrophie)二 分 タ レル。 而 シテ前者 ノ型 ヲ示 スモノハ第1項 二述 ベタ 下側肥大性 ヲ有 スル
 樹種 二相當 シ、後者 ノ型 ヲ現 スモ ノ・・上側肥大性 ヲ有 スル樹種 ニ 一ー致 シテ居 ル。
  此 ノ偏心性 ・・Chamaecyparis, Tsuga, Lelkowa, Ulmus等 ノ先端 ノ斜向 セル部分 ニテ主軸 二於 テ
 モ認 メ ラレ、一般 二斜向性 ヲ示 ス部分 二特有 ノ現象 デアノレ。
Z 固有偏心性 ・〉本來 側 ニ ヨツテ固定 セルモ ノデ、軸 ノ重 力方 向二封 スル傾斜、或 ・・回旋 二件 ツテ
 憂 化 スルモ ノデ・・ナイガ、其 ノ護現 二際 シ生長 二封 シテ重 カ ノ調律的影響 ヲ受 ケルモ ノF考 ヘ ラ
 レ、正位 二於 テ逆位 二於 ケル ヨ リモ著 シイ。
8.固 有偏 心性 ハ生理的背腹性 ノ分化 ニ ヨルモ ノデ アルガ、 其 ノ生長偏筒 スル方向 ハ必 ズ シモ形態
 的背腹性 ノ相爾軸 トー 致 スル トハ限 ラナイ。
9.固 有偏心性 ハ主軸 卜側軸 ノ分化 二際 シ、或 ハ生長 ノ経過 二從 テ現 レルガ、更 二著 シク外因、特
 二動 ノ作用 ニ ヨヅテ成立 シ、 且之 ハ芽 ノ形成 當時 既 二固定 サ レル モノモアル ガ、後 天的 二芽 ノ
 伸 長中 ノ條件 ニ ヨツテ定 マルモ ノガ多 イ。
10.一 度 固定 セル固有偏 心性 ハ之 ガ成立 二與 ル條件 ノニ教 的攣化 二遭 遇 スルモ、直 チニ攣化 スルモ
 ノデ・・ナイ。併 シ長期 二亙 ル間 ニハ次第 二新 ラ シイ條件 二從 テ憂化 スル傾向 ガ現 レル。其 ノ主要
 ナル場合 トシテノ、次 ノ如 キモノガアル。
 a)器 官間 ノ相 關的關係 ノ憂化 セル場合、例 ヘバ主軸 ノ損傷 二際 シ代償現象 ヲ起 セル側枝、或 ハ
 側枝 ヲ挿木、伏條等 トセル時、其 ノ固有偏心性 ハ次第 二潰失 シ、反封 二主軸 ノ分化 明瞭 け レル
 時 、之 卜競雫的位置 二立 テル側枝 二於 テ」曾加 スル。
 b)生 長 ノ縄 過 ニ ヨリ、例 ヘバ前'IL/Chamaecyparis, Tsuga, Zelkowa, Ulmus等 ニ テ主軸 ノ先
端 ノ傾下 セル部分 二認 メラ レル固有偏心性 ハ漸次軸 ノ上 向 スル ト共 二滑失 スル。
 c)重 力 ノ作用 方法 ノ愛化 セル場合、例 ヘバ側枝 ヲ垂 直 ノ位 置 トシ、或 ハ水 卒 ニテ回韓 シ重カ ノ
ー 方的作用 ヲ除去 スル時 ・・、此 ノ性質 ハ次第 二漕失 シ、 叉軸 ヲ回旋 シテ重力 ノ作用 方向 ヲ攣化 ス
 ル時 ハ、 新 ラシイ重 力方 向 二封 冬ル關係 二從 テニ次的 ノ固有偏心性 ガ現 レル様 ニナル。
  カ ・ル固有偏心性 ノニ次的攣化 ハ ソノ生理的背腹 性 ノ固定度 亭 ヨツテ難 易 ガア リ、 一般 二若 イ
部分程、枝 系序 ノ低 イモノ程 、形態 的背腹性 ノ不 明瞭 ナモ ノ程攣化 シ易 イ傾 向ガ アル ト見 ラレル。
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 而 シテ慨 シテ言ヘバ潤葉樹ハ針葉樹 二比 シ此 ノ偏心性 ノ固定度ガ低イ ト言ヘル。
  fY此 ノ攣化ハ極 メテ漸進的 ナ場合モアルガ、冬3Lハ 夏 ノ生長休止期 ヲ界 トシテ急激 二現 レル傾
 向ガアル。
11.重 力偏心性 ト固有偏心性ハ其 ノ成立原因二於テ、叉獲現 ノ方向二於 テ同一ナルモノデハナイガ・
 其 ノ形成 スル組織 ニハ全ク同種 ノ異常ガ認メラレル。木材工藝上アテh シ材質 ヲ損 スル主要 ナ
 ル蝦庇 ノー二敷ヘラレテ居ルノへ 此 ノ生長偏碕剣二生ゼル異常 ノ材デアル。アテガ正常 ノ材 卜
 相違スル鮎ハ種々 ノ方面 カラ認 メラレルガ、識別上主 タノL i.目サレルノ・・針葉樹 ノ場合假導
 管ノ膜ガ赤褐色ヲ呈 シ、且著 シク肥厚 シテニ次 ノ肥厚暦上螺旋状隙紋 ガ見 ラレ、又其 ノ細胞 ノ横
 断面ガ圓形 トナツテ細胞間隙 ヲ痘 ゼル事等 デアリ、潤葉樹 ノ場合デハ導管ノ1 不良 ニシテ繊維
 ノ率二富L其 ノ膜二全 ク木化 セザル厚 イ膠質暦ヲ生 ゼ〉レ事等 デアノ・ガ、樹種 ニヨツテ多少 ノ相
 違 ガアル。
12生 理的放射性ナル幹二於テハ重力偏心性ハ輩猫 二現 レルガ、側枝ニアツテハ常二固有偏心性ガ
 存スルガ故 二、之 卜共二11 スル。固有偏心性ハ重力偏心性 ノ現 レナイ歌態、例 ヘバ垂直 ノ位置
 二於テ、或 ハ水李 ニテ回韓 シ重力 ノー方的作用ヲ除ケル場合二之ヲ軍猫 二確カメル事ガ出來 ル。
  根二於 テハ普通 カカル偏心性 ヲ認メズ、地表二近キ側根 二著 シイ肥大生長偏碕 ヲ來 スモノガア
 ルガ、アテ ノ形成 ヲ伸ハナィo只 若キ時代二暴露 セル場合、幹 ト同様 ノ重力偏心性ヲ現スニ至ル。
 之ハ側根 二於テモ同様 ノ傾向ガアリ、側枝 ノ如 キ固有偏心性 ノ存在ハ認 メラレナイ。
13.重 力偏心性 ト固有偏心性 ガ同時 二同一横断面二嚢現 スル時 ニハ爾者各々ガ狽立 二生長偏碕 ヲ起
 サズ、其 ノ合成方向二偏筒 シ、互 二均衡スル位置二於 テハ偏碕ガ現 レナ㌔ 而 シテ雨者 ノ合成ハ
 反慮結果 ノ合成 二非ズ、反慮登現前ノ過程 二於 テ合成サ レルノデアル。
14・重力偏心性 ト固有偏心性ハ生態的二見テ、屈地性及 ピ脊側伸長性 ト同様、樹冠ヲ構成 スル枝系
 要素 ヲ互 二有機的ナ關係 ノ下 二、樹種固有 ノ生理的ナ位置二保ツ意義ガアル ト解 サレ、只後者ガ
 積極的 二屈曲ニヨツテ調位 スルニ封 シ、前者ハ抵抗的ノ組織 ノ形成ニヨリ,清 極的二愛化二抗ス
 ルモノデア)レ鮎二於 テ相違 スル ト考ヘ ラレル。從 テ抵抗的組織 タルアテノ機械的作用ハ、其 ノ形
成側 ノ配置 上針葉樹型ニテハ歴力二、潤葉樹型ニテハ張力 二抗 スルモノデアル事 ヲ豫定スルQ
15・偏心性 ヲ以 テ前項 ノ如 キ生態的意義 アル機能的現象デアル トスルナラバ、枝系各要素 ノ生理的
 位置ハ動 二封 シテノミナラズ、光二封 シテモ考ヘラレルモゾデアルカラ、屈光性二相慮 スル光
偏心性モ亦想像サレル理デアルガ、之二就 テハ未 ダ十分 ナル實謹例ガナィ。實際上樹冠 ノ成形 二
就テ概観 スルニ光 ノ影響ハ重カノ影響程顯著ナラズ、特二針葉樹 ノ如 キニノ、カカル偏心{生ハ假令
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 存 在 スル トシテモ重 カ ノ影響 二覆 ハ レテ普通現 レナイデ アラウ ト思料 サ レル。
16.軸 ノ機械 的轡 曲 二際 シ、果 シテKamptotropliieノ 如 キガ成 立 スルヤ否 ヤハ猴問題 デ アルガ、
 轡 曲部 ノ凹 側 二於 テ形成暦 ガ肥 大生長 卜共 二縦 ノ方向 二短縮 シ、 細胞 ノ伸 長生長 ガ室 間的 二阻 マ
 レル結果 波状 二屈 曲 ヲ來 シ、此 彪 二肥 大生長 ガ著 シクナル傾向 ハ認 メ ラレル。併 シ此 ノ際 ニハ必
 ズ シモアテ ノ形成 ヲ俘 フモ ノニ非 ズ、 前述 セル偏 心性 トハ全 ク兄ll種ノ現 象亨 アル。
17.側 枝 ハ自艦 ノ荷重 ニ ヨツテ傾下 シ、 自然 二於 テノ・多 ク ノ場合 固有偏心性 ト重力偏心性 ノ均衡 ス
 ル位置 ヨ リ稽 く低 イ位 置 トナ レル爲、重 力偏心性 二從 フ方向 二庸長偏碕 シテ居 ルガ、更 二下垂 シテ
 垂 直下向 ノ位 置 二近 ヅク時 ハ重 力偏 心性 ノ現 レザ/ ハ勿論 、固有偏心性 モ亦次 第 二失 ハ レテ來 ル。
  斯 ノ如 ク間接 二固有偏 心性 ノ愛化並 ビニ重力偏心性 ノ養現 二關係 スル因子 ハ自然 二於 テ甚 ダ多
 久 風、 雪、 倒木等 ノ機械 的作用、或 ハ地た リ、移植等根株 ノ移動 ノ際 ノ幹 ノ傾倒、 屈地性又 ハ                 ●
 屈光性ニヨル軸 ノ屈曲等就中主要ナルモノ トシテ数ヘラレル。
18.偏 心性二於ケル針葉樹型及 ビ潤葉樹型 ノ相違ハ遺傳的二固有ノ素質 二基 クモノデ、外因的二改
 攣 サレルモノデハナイ。
 以上ニヨツテ從來 ノ偏心生長 ノ原因二關スル紛々タル諸設ハ次 ノ如 ク改 メラレル。
 「樹木ニアテヲ形成セシムル肥大生長偏碕 ノ原因 ハニ ヅノーFタル因子二分析 サ レル。一・ハ外因、
特二軸 ノ横断方向二作用 スル重力 ノ刺戟ニヨルモノデ、之ヲ重力偏心性 ト言 フ。一ハ内因的ニシテ
軸 二生理的脊腹性ヲ分化 スルニ基 クモノデ、之ヲ固有偏心性 トヨブ。前者ハ軸 ノ側 二關係ナ久 主
軸、側軸 ノ何 レモニ認 メラ1ノ、後者バー定 ノ側二關係 シ、斜 向性 ノ軸 二限 ッテ見 ラレル。而 シテ爾
者ハ互 二合成 シテ生長偏碕ヲ現 スモノデアルガ、此 ノ偏心性 ガ示ス生長偏碕 ノ方向ハ針葉樹 卜潤葉
樹二於 テ全 ク封踪的 ナル關係 ガアル。」
 本研究ハ可ナリ長期ヲ要 シタ。其 ノ間終始恩師市河教授、佐藤教授並 ビニ沼田教授 ノ御懇篤ナル
御指導 ト御鞭捷 ヲ辱 ウシタ。特 二沼田教授 二・・研究上多大 ノ御援助 ヲ蒙 ツテ居ル。 ココニ衷心 ヨリ
感謝 ノ意 ヲ表 スル次第デアル。筒太田助教授、岡本省吾氏、薦生演習林主任上田助教授、朝鮮演習
林主任山本林學士、台繭演習林主任井上五四男氏、樺太演習林主任坂勘氏等ハ研究上貴重 ナル資料
ヲ恵マ レ、理學部今村講師、三木理學士・・種k有 盆ナル助言ヲ與ヘ ラレタ。併 セテ厚 ク謝意ヲ表 シ
タイト思 フ。
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